
北埋調報２６９

千歳市

梅川４遺跡（２）
― 一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査報告書 ―

平成２１年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター



口絵１

調査状況（平成１９年度）

調査状況（平成２０年度）



口絵２

板状岩偶

�群土器



例 言

１．本書は、一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター
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報告書呼称では�層あるいは包含層）についての報告書であり、第�黒色土層の報告については
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章調査体制参照）。

３．本書の執筆は、主に鈴木・鎌田・新家・影浦が担当し、遺構調査担当者がそれぞれの遺構の事実

記載を行った。文責は各項目文末に示した。編集は新家・影浦が行った。

４．�章の自然科学的分析は、炭化材樹種同定をパリノ・サーヴェイ株式会社に、放射性炭素年代測

定を株式会社加速器分析研究所に委託した。

５．調査の実施にあたり、下記の諸機関・諸氏にご教示・ご協力いただいたことをここに記し、感謝

申し上げます。

国土交通省北海道開発局札幌開発建設部用地課、同部千歳道路事務所、千歳市教育委員会、

千歳市埋蔵文化財センター

高橋 理、田村俊之、豊田宏良、松田淳子、大谷敏三、上屋真一、森 秀之、長町章弘、

大林千春、乾 哲也、奈良智法、天方博章、山田和史、工藤 肇、赤石慎三、仙庭伸久、

秋山洋司、石井 淳、藤井誠二、柏木大延、小針大志、野月寿彦、田中 亮、榊田朋広、

平野 祐、稲垣和幸、佐藤一志、石橋孝夫、工藤義衛、下野直章、菅野修広、角田隆志、

大島直行、青野友哉、石川直章、石神 敏、乾 芳宏、嶋井康夫、松田宏介、川内谷修、

森岡健治、長田佳宏、薮中剛司、齋藤大朋、小野寺聡、葛西智義、杉浦重信、澤田 健、
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原 靖寿、武田 修、小林 敬、八重柏誠、坪岡 始、熊谷 誠、高倉 純、守屋豊人、

大沼忠春、福田裕二、平山禾都、野村 崇、神 康夫（順不同・敬称略）



１ 遺構名について

記号等の説明

平成１９・２０年度現地調査時は、複数課が調査を担当していたため、便宜上調査区をＡ・Ｂ・Ｃの３

地区に分けていた。当初は、第�黒色土層（�層）から検出した遺構名の頭に「Ｕ」を、第�黒色土

層（�層）から検出した遺構の番号の頭に「Ｌ」を付していた。

本報告では、各地区の遺構番号を統一するため、遺構名を当初の遺構調査時の番号から通し番号に

置き換えた。よって調査当時の番号とは大きく異なる名称の遺構がある。その際、第�黒色土層（�
層）から検出した遺構の遺構名の「Ｌ」をはずし、代わりに「Ｖ」を付けた。次年度以降に刊行予定

の、第�黒色土層（�層）から検出した遺構には、名前の頭に「�」を付して区別した。

遺構のうち、土器集中が２番から始まっているのは、第�黒色土層中で見つかった土器集中を１番

としたためである。

遺構の名称表現に以下のアルファベットを使用した。

住居→VH 住居にともなう柱穴→HP 住居にともなう焼土→HF

土坑→VP Ｔピット→VTP 焼土→VF

２ 遺構図等について

遺構平面図・断面図の縮尺は４０分の１である。調査区内の土層柱状図の縮尺は１００分の１である。

例外も含め、図面にはそのつど縮尺を表すスケールを付した。

平面図の天方向は、Ｎ－７７°５０′－Ｗである。平面図には北を示す方位印を付した。

遺構平面図中の「＋」は、５ｍ方格の大グリッドラインの交点で、傍らのアルファベット・アラビ

ア数字が発掘区（グリッド）名である。

遺構平面図内の「・」付き小アラビア数字は、その地点の標高（ｍ）を表す。

遺構図中の、破線 は、輪郭線がオーバーハングや他の遺構の下に隠れていることを表

し、一点鎖線 は掘り揚げ土、攪乱、風倒木等の範囲を示すのに使用した。

３ 遺物図について

遺物図の縮尺は、復元土器・拓影土器片・礫石器が３分の１、剥片石器・石製品が２分の１である。

岩偶は等倍で図示した。例外を含め、図には全て縮尺のスケールを付した。

また、個々の遺物図右下のゴチックアラビア数字は掲載番号であり、本文中のゴチックアラビア数

字と対応している。後続する小文字のアルファベットがある場合は、同一個体を示す。

遺物の計測値は、「長さ（最大長）×幅（最大幅）×厚さ（最大厚）、重さ」を記した。欠損してい

るものは現存長の数値を（丸括弧）でくくった。

石器の実測図中で、たたき痕は 、すり痕は で表した。

４ 写真図版について

写真図版の縮尺は統一していない。遺物写真中の遺物右下のゴチックアラビア数字は、遺物図の掲

載番号を示す。
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土器集中２の土器

土器集中３の土器

VH－１の土器

VH－２の土器

VP－４の石器

図版１７

包含層の土器（１）

図版１８

包含層の土器（２）

図版１９

包含層の土器（３）

図版２０

包含層の土器（４）

図版２１

包含層の土器（５）

図版２２

包含層の土器（６）

図版２３

包含層の土器（７）

図版２４

包含層の土器（８）

図版２５

包含層の土器（９）

図版２６

包含層の土器（１０）

図版２７

包含層の土器（１１）

図版２８

包含層の石器（１）

図版２９

包含層の石器（２）

図版３０

包含層の石器（３）

図版３１

包含層の石器（４）

図版３２

包含層の石器（５）

図版３３

包含層の石器（６）

図版３４

包含層の石器（７）

図版３５

包含層の石器（８）

図版３６

包含層の石製品



� 調査の経緯

（１）発掘経過

１ 調査要項

事 業 名 一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

事業受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 梅川４遺跡（北海道教育委員会登載番号：Ａ－０３－５９）

所 在 地 北海道千歳市祝梅２０４７－５７ほか

調 査 期 間 平成１９年４月３日～平成２０年３月３１日（発掘期間５月８日～１０月２７日）

平成２０年４月３日～平成２１年３月３１日（発掘期間５月７日～１０月３１日）

平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

調 査 面 積 平成１９年８，６５５�、平成２０年１３，５５０�
調 査 体 制 第１調査部 部長 越田賢一郎

第２調査部 部長 西田 茂

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

第１調査部第２調査課 第１調査部第３調査課 第１調査部第３調査課

課長 遠藤 香澄（発掘担当者） 課長 鈴木 信（発掘担当者） 課長 鈴木 信

主査 菊池 慈人 主査 鎌田 望（発掘担当者） 主査 菊池 慈人

主任 芝田 直人 主査 菊池 慈人 主査 新家 水奈

主任 酒井 秀治 主任 新家 水奈

第１調査部第３調査課 主任 影浦 覚

課長 鈴木 信（発掘担当者） 主任 芝田 直人

主任 宗像 公司（発掘担当者） 主任 酒井 秀治

主任 阿部 明義

２ 調査にいたる経緯

梅川４遺跡に関する登載等の経緯・埋蔵文化財調査にいたる経緯については、（財）北海道埋蔵文化

財センター調査報告書 第２５３集『千歳市 梅川４遺跡（１）』（平成２０年３月発行）に詳細が記されてい

る。大概は以下である。

「梅川４遺跡」の初出は『千歳市における埋蔵文化財（上）』千歳市教育委員会（昭和５４年３月発行）

であり、平成１８年３月以降に当センターは札幌開発建設部が計画・実施している「道央圏連絡道路」

事業のうち、一般国道３３７号新千歳空港関連工事に関わり受託事業者となった。

３ 調査の経過

これまで、当センターは平成１８年度に６，３５０�を調査・整理・報告し、平成１９～２０年度にかけて

２２，２０５�を調査・整理し、平成２１年度は整理・報告を行った。

平成１９年度の発掘経過に関しては（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書 第２５３集『千歳市 梅

� 調査の経緯
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表�－１ 第�黒色土層 検出遺構数一覧

住居跡（VH） 土坑（VP） Ｔピット（VTP） 焼土（VF） 土器集中

3 16 7 2 2

表�－２ 第�黒色土層 出土遺物点数一覧

土 器 石 器 土製品 石製品 自然遺物 計

遺 構 1,133 252 ― ― 3 1,388

包含層 38,280 167,497 14 9 19 205,819

計 39,413 167,749 14 9 22 207,207

川４遺跡（１）』（平成２０年３月刊行）に詳細が記されているので、平成２０年度について記す。

４月１日～５月９日：現場準備・開所式

５月１２日：第�黒色土層上面精査開始

６月１０日：第�黒色土層に対して２５％調査を開始

９月１８日：第�黒色土層調査終了

１０月２１日：第�黒色土層調査終了。

最終調査面積は１３，５５０�、稼動日数は１０９日（雨天休３日・Ｇ８サミットにかかわる休止４日）、労

働災害１件であった。

（２）整理経過

平成１９年度：出土遺物の破片接合・復元を行い、それと並行して報告書『千歳市 梅川４遺跡（１）』

（北埋調報第２５３集）を刊行した。

平成２０年度：平成２０年１０月３０日整理作業開始、出土遺物の破片接合・復元、実測、遺構素図作成・

図版製作、年代測定・炭化材樹種同定の成果を得る。

平成２１年度：平成２１年４月１日整理作業開始、出土遺物の実測・墨入れ、図版作成、写真撮影・写

真整理を行い、報告書『千歳市 梅川４遺跡（２）』（北埋調報第２６９集）を編集・刊行した。

４ 本書の内容

本書は、平成１９～２０年度に調査した千歳市梅川４遺跡の第�黒色土層（当報告書呼称の�層）につ

いての報告を行う。本文中の「包含層」は第�黒色土層を指す。遺構と土器・石器等の遺物、自然科

学的分析について報告する。�章では、調査に至る経緯とこれまでの調査の経過について説明する。

�章では、当遺跡の調査の工程を概説、調査方法と遺物や図面・写真などの記録類の取り扱いについ

て説明する。�章では、遺跡の位置・立地とその環境について触れる。�章では、遺構・遺物に対す

る事実報告で、遺構としてのあり方と遺物について報告する。�章では、包含層出土の遺物について

報告する。�章では、自然科学的分析による報告を掲載する。�章では、遺物について若干の考察を

行う。写真図版では、現地調査における調査状況や土層・各遺構の状況、出土した遺物を掲載する。

今回報告する梅川４遺跡の第�黒色土層（包含層）から検出された遺構および遺物の概略は以下の

表の通りである。 （鈴木）

梅川４遺跡（２）
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� 調査の方法

（１）発掘区の設定

１ 調査範囲

現地調査の基本図は、札幌開発建設部の「一

般国道３３７号新千歳空港関連工事の用地平面図

１，０００分の１」を使用した。

発掘区すなわちグリッドは平成１８年度に行っ

た現地調査の際に設定したものを踏襲した（北

埋調報第２５３集）。工事予定範囲のほぼ中央を

通る基準線上の SP４４００と SP４５００を結んで基

軸を設け、さらにこの線上の SP４４００でこの基

軸と直交する線を設けて、この二本の線を基準

とした。この基軸をMと呼称し、基軸に５ｍ

ごとに平行する線をアルファベットで表記して

西側をＬ、Ｋ、Ｊ…Ａ、ｚ（小文字）、ｙ（小

文字）、東側をＮ、Ｏ、Ｐ…Ｕ、Ｖとした。ま

た、STA４４００を通り、Ｍラインに直交する線

はアラビア数字で表記して３７とした。この線と

平行する線は５ｍごとに南側を３６、３５、３４…０、

９９、北側を３８、３９、４０…９０とした。これらの交

点に杭を打ち、５×５ｍ方眼に区画した西南端

の杭を発掘区の呼称とした。各方眼はアルファ

ベットと数字の組合せにより呼称した（例：Ｍ

２０）。アルファベットと数字の間にはハイフン

（－）は入れずに、遺構名の表記とは区別した。

さらに必要に応じて５×５ｍ方眼を２．５ｍ四方

に分割し反時計回りにａ・ｂ・ｃ・ｄと呼ぶ小

発掘区（小グリッド）を設置した。これらはＭ

２０ａ、Ｍ２０ｂなどとグリッド名を併せて呼称す

る。

また、当初は複数課が現地調査に当たってい

たため、便宜的に調査区を北側から、Ａ・Ｂ・

Ｃの３地区に分けて調査を行った。

（２）座標値

２０ｍおきに基準杭を設けた。平面直角座標系

第１２系における主な基準杭の世界測地系Ｘ・Ｙ

座標値及び緯度、経度は以下のとおりである。

図
�
－
１

発
掘
区
の
設
定
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（１）掘 削

Ｃ２ Ｘ＝－１３００３７．６８２ Ｙ＝－４５８７３．９２４

北緯４２°４９′４１．０１８７″ 東経１４１°４１′２０．１０８２″

Ｋ２ Ｘ＝－１３００４６．５７７ Ｙ＝－４５８３４．９２６

北緯４２°４９′４０．７３８９″ 東経１４１°４１′２１．８２７８″

Ｇ１０ Ｘ＝－１３０００３．１３２ Ｙ＝－４５８４５．５３０

北緯４２°４９′４２．１４４６″ 東経１４１°４１′２１．３４８２″

Ｋ１０ Ｘ＝－１３０００７．５７９ Ｙ＝－４５８２６．０３１

北緯４２°４９′４２．００４６″ 東経１４１°４１′２２．２０８１″

Ｓ１０ Ｘ＝－１３００１６．４７４ Ｙ＝－４５７８７．０３２

北緯４２°４９′４１．７２４８″ 東経１４１°４１′２３．９２７８″

Ｋ３０ Ｘ＝－１２９９１０．０８３ Ｙ＝－４５８０３．７９３

北緯４２°４９′４５．１６９１″ 東経１４１°４１′２３．１５８７″

Ｓ３０ Ｘ＝－１２９９１８．９７８ Ｙ＝－４５７６４．７９４

北緯４２°４９′４４．８８９２″ 東経１４１°４１′２４．８７８４″

Ｋ４２ Ｘ＝－１２９８５１．５８５ Ｙ＝－４５７９０．４５０

北緯４２°４９′４７．０６７８″ 東経１４１°４１′２３．７２９０″

Ｓ４２ Ｘ＝－１２９８６０．４８０ Ｙ＝－４５７５１．４５１

北緯４２°４９′４６．７８７９″ 東経１４１°４１′２５．４４８８″

平面直角座標系第１２系における３級水準点の世界測地系Ｘ・Ｙ座標値及び緯度、経度は以下のとお

りである。

Ｈ２０－ＮＯ１ Ｘ＝－１３００５５．７４９ Ｙ＝－４５８１２．７４４

北緯４２°４９′４０．４４６４″ 東経１４１°４１′２２．８０７２″

Ｈ２０－ＮＯ２ Ｘ＝－１２９９８６．２２０ Ｙ＝－４５７６８．９８６

北緯４２°４９′４２．７０９１″ 東経１４１°４１′２４．７１３５″

Ｈ２０－ＮＯ３ Ｘ＝－１２９９１４．３８８ Ｙ＝－４５７５８．６９４

北緯４２°４９′４５．０３９３″ 東経１４１°４１′２５．１４５６″

Ｈ２０－ＮＯ４ Ｘ＝－１２９８６８．４９９ Ｙ＝－４５７４８．７２２

北緯４２°４９′４６．５２８６″ 東経１４１°４１′２５．５７１３″

また、図中の北方向については、そのつど方位記号を用いて示した。

２ 掘削など

掘削作業には主に移植ゴテ、ねじり鎌を使用した。遺構・遺物の検出状況に応じて、竹箆や竹串を

使用して遺構・遺物を傷つけることのないように配慮して掘削した。精査・清掃の際には炉箒、ブラ

シ、エアブラシ等を併用した。移植ゴテでは掘ることが困難な場所や、遺構・遺物の見られない範囲、

攪乱等ではスコップ等を併用した。

遺構は降雨による流水や乾燥により崩壊し易いため、ジョウロや噴霧器で適度に散水し、コンパネ

やブルーシートをかけるなど、乾燥や降雨対策をとって調査を進めた。黒色腐植土は水分を含むと滑

梅川４遺跡（２）
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（１）測量・図化

りやすくなるため、排土場に至る道や通路には細粒火山灰を撒いたり、歩み板や麻袋を敷いて転倒防

止に努めた。

（２）埋め戻し

平成１９年度の調査終了後、平成２０年度の調査予定範囲に接する部分の壁面には、冬季間の土壌凍結・

融解による崩落を防ぐために、重機により法面を作って養生した。

３ 測量と記録

２０ｍごとに委託設置した基準杭をもとに５×５ｍ方眼の交点に測量杭を設置して平面測量の基準と

した。基準杭にはそれぞれの杭に打たれた釘の標高を記入し、この標高を水準測量の基準とした。水

準測量にはオートレベルと１�目盛アルミ製スタッフを用いて基準杭の標高と測量対象の比高を直接

観測した。平面測量は測量杭を基準とした手測りによった。

遺構の実測図はＢ３版セクションフィルムに、基本的に１／２０の縮尺で記録した。遺物出土状況の

詳細図については１／１０の縮尺を用いた。掲載時にはさらにそれぞれを５０％縮小している。

（２）現場での撮影

ａ 撮影方法

発掘現場での写真撮影には６×７サイズカメラを使用し、デジタルカメラで補助記録を行った。撮

影対象は遺構・遺物の検出状況、調査状況などである。記録保存のため、同一カットの絞りを変えて

複数コマ撮影し、１セットとした。撮影の際にはブレやボケを防ぐために三脚・レリーズを使用した。

ｂ 撮影機材

撮影機材はMamiya RZ６７PRO�、フィルムはフジネオパンアクロス１００－１２０・フジ RDP�１２０

を使用した。フィルムの使用頻度や収納スペースの観点から、ほとんどを６×７サイズで行うことと

した。スライドは必要に応じて６×７サイズリバーサルフィルムより作成した。

ｃ 撮影データ

現場での撮影データ（カット�・撮影日・被写体名・被写体詳細または出土層位・撮影方向・フィ

ルム種類・撮影者）は撮影者が野帳に記入し、記録とデジタルカメラによる撮影の統合を行い写真台

帳とした。

（３）遺物等の取り上げ

ａ 出土遺物

遺物の取り上げ方法は、５ｍ方眼内での出土位置と標高を記録して取り上げる点取り上げと、５ｍ

方眼・出土層位で一括して取り上げる一括取り上げがある。遺構出土遺物やあるまとまりをもって出

土した遺物、旧石器等は点取り上げ、それら以外の包含層出土の遺物は一括で取り上げた。

ｂ 土壌等

剥片・微細剥片が集中する部分では範囲を記録して土壌ごと取り上げた。土壌に含まれる多量の剥

片・微細剥片は整理作業において土壌水洗選別により取り出した。

� 調査の方法
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（１）図面等

４ 資料整理

遺構や遺物出土状況の原図は訂正などの作業を行った。訂正・変更があった場合はその箇所が確認

できるように原図に書き込んでいる。その後、原図から１�方眼紙に鉛筆で素図を作成した。

（２）出土遺物

出土した遺物は、現場調査と平行して現地で水洗・乾燥・分類・遺物カードの添付・遺物台帳の作

成、および注記作業を行った。注記は、以下のように行った。

注記例 遺 構 ：

遺跡名

ウ４．

遺構名

VP－５．

層位

フクド８．

遺物番号

６

包含層 ：

遺跡名

ウ４．

グリッド名

Ｌ１０．

層位

�．

遺物番号

３

土器の分類は１９年度調査分を鈴木・遠藤が、２０年度調査の�層出土分を影浦が行なった。石器の分

類および掲載石器の抽出は、１９年度調査分を遠藤・宗像が、２０年度調査の�層出土分を新家が担当し

た。報告書作成に当たり、両年分の�層出土遺物点数の集計、台帳変更、掲載土器・石器の取りまと

め、実測指示、表作成、原稿執筆は新家・影浦が行った。掲載土器および石器の室内撮影は菊池が行

った。

（鎌田）

（３）室内での遺物撮影と現像

ａ スタジオ撮影

撮影は光量の安定性、色再現の忠実性などの理由からストロボを用いて行った。土器片や石器など

は、トヨ無影撮影台を使用し、俯瞰撮影を行った。その際、撮影対象の傾きを、発泡スチロールや脱

脂粘土などで調整した。

復元土器は撮影台に白い背景紙を垂らして立面撮りを行った。現場での撮影と同様、同条件（ライ

ティング・露出など）で２コマ撮影し、１セットとした。

撮影機材は、ストロボには２４００W／Sのジェネレータ（コメット CB２４００）を２、３台、発光部（CL

－２５H）を２～４灯使用した。カメラはトヨビュー４５GXとマミヤ RZ６７プロ、フィルムはフジネオ

パンアクロス１００－１２０、フジ RDP�１２０を使用した。

ｂ 現像

カラーリバーサルフィルムの現像は外注している。モノクロフイルム現像は、自動現像機（ILFORD

ILFOLAB FP４０）での自家処理で行っている。モノクロ写真の焼付けも自家処理し、写真図版用の

写真を作成した。 （菊池）

梅川４遺跡（２）
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（１）土器

５ 記録類と遺物の収納・保管

今回の報告に関する図面等・写真・出土遺物は２０１０年３月現在、北海道立埋蔵文化財センターで保

管している。図面等は全てＡ２版図面ファイルに調査年度・北埋調報番号・遺跡名をつけて収納して

いる。写真フィルムは１コマずつ番号を付し、フィルム種類ごとの連番でアルバムに収め、これに基

づいて写真台帳を作成した。またアルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、特別収蔵庫に保管

される。土器・石器等の出土遺物は遺物台帳、収納台帳とともにコンテナに収納した。復元した土器

個体は、大きさに見合うダンボールに梱包し、コンテナとともに遺跡名・調査年度・北埋調報番号等

の情報を記したラベルを貼った。 （新家）

６ 遺物の分類

土器は縄文時代早期に属するものから順次ローマ数字で表記した。中分類をアルファベット（小文

字）で表し、小分類をアラビア数字で表した。当センターの道央部における分類に準拠している。

�群：縄文時代早期に属する道央部の縄文土器

ａ類：早期前半。貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。それらと併行関係にある土器群。
あかつき こ じょうはま

テンネル・暁式、虎杖浜式、アルトリ式等。

ｂ類：早期後半。縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などが施された土器群。
ひがしくし ろ

ｂ－１類 東釧路�式に相当するもの。

ｂ－２類 東釧路�式、コッタロ式に相当するもの。
なかちゃ ろ

ｂ－３類 中茶路式に相当するもの。

ｂ－４類 東釧路�式に相当するもの。

�群：縄文時代前期に属する道央部の縄文土器

ａ類：前期前半。胎土に繊維を多量に含み厚手で縄文が施された丸底・尖底の土器群。
み さわ はなづみ か そう び び つなもん

ａ－１類 美沢３式、花積下層式、美々７式、綱文式に相当するもの。
かす が ちょう しずないなか の

ａ－２類 春日町式、静内中野式に相当するもの。
うえない おおあさ

ｂ類：前期後半。円筒土器下層式に相当するもの。植苗式、大麻�式。

�群：縄文時代中期に属する道央部の縄文土器

ａ類：中期前半。円筒土器上層式および併行関係にあるもの。およびそれらに後続する土器群。

ａ－１類 円筒土器上層ａ式、フゴッペ貝塚２式・３式。

ａ－２類 円筒土器上層ｂ式・Ｃ式、サイベ沢�式。
み はらしちょう はぎ が おか

ａ－３類 サイベ沢�式、見晴町式、萩ヶ岡１式・２式。
てんじんやま かしわ ぎ がわ ほくとう れん が だい

ｂ類：中期後半。天神山式（萩ヶ岡３式）、柏木川式、北筒�式。ノダップ�式、煉瓦台式等。

�群：縄文時代後期に属する道央部の縄文土器
よ いち いり え

ａ類：後期前葉。余市式・タプコプ式・入江式等の土器群。

ａ－１類 余市式の一段階に相当するもの。

� 調査の方法
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ａ－２類 タプコプ式に相当するもの。

ａ－３類 入江式に相当するもの。
て いね ほっけ ま

ｂ類：後期中葉。ウサクマイＣ式、手稲式、�澗式、エリモＢ式等の土器群。

ｂ－１類 ウサクマイＣ式。

ｂ－２類 手稲式。

ｂ－３類 �澗式。
どうばやし み つ や ご てんやま

ｃ類：後期後葉。堂林式、三ツ谷式、御殿山式等の土器群。

ｃ－１類 堂林式。

ｃ－２類 「三ツ谷式」併行。

ｃ－３類 御殿山式。

�群：縄文時代晩期に属する道央部の縄文土器
おおぼら ひがし み かわ

ａ類：晩期前葉。大洞Ｂ式、大洞ＢＣ式、東三川�式に相当するもの。

ｂ類：晩期中葉。大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式、美々３式に相当するもの。

ｃ類：晩期後葉。大洞Ａ式、大洞Ａ′式、タンネトウＬ式に相当するもの。

�群：続縄文時代に属する道央部の土器

さつもん

�群：擦文時代に属する道央部の土器 （影浦）

（２）石器・石製品

分類に使用している器種の名称、および掲載順は以下のとおりである。

剥片石器群：細石刃、石鏃、石槍・ナイフ類、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、両面調整石

器、Ｕ剥片、Ｒ剥片、楔形石器、石核、原石、剥片

磨製石器群：石のみ、石斧・石斧片、擦り切り残片、石斧原材、研磨石材

礫 石 器 群：たたき石、扁平打製石器、北海道式石冠、すり石、矢柄研磨器、石鋸、砥石、石皿、台

石、原石、加工痕のある礫、礫・礫片

上記以外の石製遺物については、石製品（岩偶、垂飾、軽石製品、オロシガネ状石製品など）と分

類した。

分類後の石器は遺構出土のものは遺構ごと、包含層出土のものは分類器種ごとに台帳を作成し、点

数を集計した。

（３）自然遺物

炭化材、ベンガラなどが出土している。炭化材は、遺構から採取した試料を中心に、樹種同定と放

射性炭素年代測定の分析を行った（�章参照）。 （新家）

梅川４遺跡（２）
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� 遺跡の環境

（１）観察項目と記載順序

１ 位置

梅川４遺跡は千歳市祝梅２０４７－５７ほかに所在する。千歳市は北海道の西部、石狩地方の南端を占め、

北は恵庭市、南は苫小牧市に接している。遺跡は千歳市街南東隅に位置する。また、遺跡はＪＲ千歳

駅から約３キロ離れた祝梅川源頭部右岸にある。祝梅川は遺跡から約０．５�下流で梅川と合流し、約３．５

�下流で千歳川と合流する（図�－１）。

２ 周辺の遺跡

祝梅川水系にある遺跡は、左岸に祝梅川遺跡・祝梅川矢島遺跡・祝梅竪穴遺跡・メムセ遺跡・アン

カリトー８遺跡、右岸に祝梅川小野遺跡・梅川１～４遺跡・祝梅川山田遺跡・祝梅川上田遺跡・アン

カリトー１～７・９遺跡がある（図�－１）。 （影浦）

３ 土層の区分

土層の観察にあたっては、『土壌調査ハンドブック』（日本ペドロジー学会編 １９８５）の基準に従っ

た。また、これを参考にして、必要な項目を設けた。本書に掲載した土層注記の主な観察項目と記載

順序は以下のとおりである。

ａ 層 位 名

自然地層の層名はローマ数字、遺構覆土など人為的な層はアラビア数字で示した。

ｂ 土 色

マンセル表色系に準じた『新版標準土色帖』（小山・竹原 ２００４）による土色名、色相（色み）、明

度（色の明暗）、／彩度（色みの強さ、あざやかさ）を記号及び数値で表現する方法で示した。

ｃ 土性区分

土性は細土（２�未満）の鉱質部分を構成している、粗砂（粒径２．０～０．２�）、細砂（粒径０．２～０．０２

�）、シルト（粒径０．０２～０．００２�）、粘土（＜０．００２�）の粒径組成のことであり、砂、シルト、粘土

の重量％の違いにより区分する。それに加えて、採取した小土塊に可塑性が最大になるように適量の

水を加え、親指と人差し指の間でこねて、砂の感触の程度、粘り具合、どの程度まで長くのばせるか

など、手触りと肉眼観察による「野外土性」で判定した。土性区分とその基準は以下のとおりである。

本書では軽埴土・シルト質埴土・重埴土を合わせて埴土とした。

粘土含有量１５％以下

砂 土：Ｓ（Sand）

粘土０～５％、シルト０～１５％、砂８５～１００％

ほとんど砂ばかりで粘り気を全く感じない。

壌 質 砂 土：LS（Loamy Sand）

粘土粘土０～１５％、シルト０～１５％、砂８５～９５％

砂 壌 土：SL（Sandy Loam）

粘土０～１５％、シルト０～３５％、砂６５～８５％

� 遺跡の環境
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図�－１ 周辺の遺跡

梅川４遺跡（２）
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表�－１ 祝梅川水系の遺跡調査結果一覧

時代 土器型式など 遺跡名 遺 構 報 告

旧石器
時代

祝梅川上田 ブロック２か所（峠下型細石刃核と札滑型細石刃核の共伴ブロック・忍路子型細石刃核のブロック）平成１８年度調査・北埋調報２３８

祝梅川上田 ブロック３か所 平成２０年度調査

祝梅川小野 細石刃３点、彫器１点、石刃１点 平成１９年度調査・整理中

アンカリト－７ ブロック１か所（広郷型石刃核含む） 平成２０年度調査

縄文早期 早期？ 祝梅川上田 土坑１基 平成１８年度調査・北埋調報２３８

縄文時代
前期

繊維尖底？ 梅川３ 住居跡２軒・土坑１２基 千歳市教育委員会 昭和６１年

植苗式 祝梅川小野
住居跡５軒と土坑 平成１９年度調査・整理中

住居跡２軒・土坑群（精査中） 平成２０年度調査・整理中

縄
文
時
代
中
期

柏木川式 梅川４Ａ 土器集中１か所 平成１９年度調査・本報告

北筒式？ 梅川４Ｃ 土坑１１基・焼土５か所・Ｔピット２基 平成１９年度調査・本報告

後葉 梅川４Ａ 住居跡１軒 平成１９年度調査・本報告

中期
祝梅川山田 住居跡２軒 千歳市教育委員会

梅川４ 住居跡１軒 千歳市教育委員会 平成１５年

中期？
祝梅川上田 土坑１基 平成１８年度調査・北埋調報２３８

アンカリトー７ 焼土３か所 平成２０年度調査・整理中

中期～後期？ 祝梅川小野 Ｔピット１５基（溝形・小判形） 平成２０年度調査・整理中

縄
文
時
代
後
期

タプコプ式
梅川４ 土器囲炉１か所 千歳市教育委員会

祝梅川小野 住居跡２軒 平成１９年度調査・整理中

ウサクマイＣ式
梅川４ 住居跡１軒 千歳市教育委員会 平成１５年

祝梅川小野 土坑 平成１９年度調査・整理中

手稲式
祝梅川小野 住居跡２軒 平成２０年度調査・整理中

梅川３ 住居跡４軒・土坑１基 千歳市教育委員会 昭和６１年

梅川４Ａ 土器集中１か所 平成１９年度調査・本報告

後期 梅川４ 土坑３基 千歳市教育委員会

中葉 梅川４Ａ 平地住居跡２軒 平成１９年度調査・本報告

中葉～後葉
祝梅川小野 住居跡２軒 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 土坑・焼土・集石等 平成２０年度調査・整理中

縄
文
時
代
晩
期

晩期 梅川３ 土坑７基 千歳市教育委員会 昭和６１年

タンネトウＬ式

祝梅川小野 住居跡２軒・土坑５８基・土器集中６か所 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 土坑１８基 平成２０年度調査・整理中

梅川１ 焼土８か所 平成２０年度調査・整理中

梅川３ 住居跡６軒・土坑墓６基・土坑５１３基 千歳市教育委員会 昭和６１年

梅川４ 建物跡１棟・土坑４０基 千歳市教育委員会 平成１４年

梅川４ 土坑墓１基・土坑１６基・土器集中１か所 千歳市教育委員会 平成１５年

梅川４ 住居跡１軒・土坑１５５基 平成１８年度調査・北埋調報２５３

梅川４Ａ 住居跡１軒・土坑４３７基・土器集中２か所・石器類集中６か所 平成１９年度調査・整理中

縄
文
時
代

不明

梅川２ 土坑８基・Ｔピット２基（小判形）・焼土１１６か所・フレイク集中６か所・道跡１条（縄文時代後期中葉以前） 平成１８年度調査・北埋調報２３８

梅川４ Ｔピット１基 千歳市教育委員会 平成１４年

梅川４Ａ 土坑、Ｔピット（小判形）４基、焼土２か所 平成１９年度調査・整理中

梅川４Ｂ 土坑５基・Ｔピット１基 平成２０年度調査・本報告

梅川４Ｃ 土坑２基 平成２０年度調査・本報告

祝梅川小野 住居跡３軒・土坑４８基・柱穴３１か所・焼土１２か所・Ｔピット６基（溝形４基・小判形２基） 平成１９年度調査・整理中

祝梅川矢島 土坑１基 千歳市教育委員会 平成１５年

祝梅川上田 焼土６２か所（うち１か所は早期末の可能性） 平成１８年度調査・北埋調報２３８

祝梅川上田 Ｔピット２基（小判形）・焼土１０か所・石斧集中１か所 平成２０年度調査

アンカリトー９ 土坑１基・焼土３か所 平成２０年度調査

続縄文
時代

初頭 祝梅川矢島 土坑１基 千歳市教育委員会 平成１５年

後北式～北大式 祝梅川山田 土坑５基 千歳市教育委員会

擦
文
文
化
期

梅川２ 焼土１か所・集石１か所 平成１８年度調査・北埋調報２３８

梅川３ 住居跡２軒 千歳市教育委員会 昭和６１年

梅川４Ｂ 集石１か所 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 住居跡２軒・焼土２か所・集石３か所 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 住居跡３軒 平成２０年度調査・整理中

祝梅川上田 灰集中１か所・焼土２か所・道跡１か所 平成１８年度調査・北埋調報２３８

ア
イ
ヌ
文
化
期

梅川１ 建材集中１か所 平成２０年度調査・整理中

梅川２ 住居跡２軒・小柱穴２１か所 平成１８年度調査・北埋調報２３８

梅川３ 土坑墓３基 千歳市教育委員会 昭和６１年

梅川４ 掘建柱建物跡４軒・土坑墓１基・焼土２０９か所・柱穴６５３か所・道跡３条 千歳市教育委員 平成１４年

梅川４ 掘建柱建物跡１軒・集石１か所 千歳市教育委員 平成１５年

梅川４Ｂ 道跡・柱穴１３２か所・焼土５４か所・貝集中（カワシンジュガイ） 平成１９年度調査・整理中

梅川４Ｂ
住居跡１０数軒（精査中）・柱穴６３１か所・焼土８８か所・灰集中２か所・貝集中２１か所

（カワシンジュガイ）、骨集中３か所、道跡数条
平成２０年度調査・整理中

梅川４Ｃ 道跡・柱穴１１か所・焼土１４か所・貝集中（カワシンジュガイ） 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 平地住居跡３軒・灰集中２か所・柱穴５０か所・道跡１条 平成１９年度調査・整理中

祝梅川小野 道跡数条・焼土・灰集中・骨片集中・礫集中・柱跡等（精査中） 平成２０年度調査・整理中

祝梅川上田 住居跡１１軒・灰集中３か所・焼土１２か所・小柱穴５２５か所 平成１８年度調査・北埋調報２３８

祝梅川上田 建物跡４０棟・土坑墓１基・土坑１基・小柱穴１，９５２か所・集石９か所・灰集中１７か所・貝集中１か所・道跡３条 平成２０年度調査

祝梅川 集石１か所 千歳市教育委員会

アンカリトー７ 平地住居跡１１軒・建物跡２棟・土坑墓１基・浅い竪穴状遺構１基・柱穴３１５か所・焼土８か所・貝集中１か所 平成２０年度調査

祝梅川上田 土坑３基・集石４か所 平成１８年度調査・北埋調報２３８

祝梅川上田 浅い皿状の住居跡３軒・焼土４９か所・フレイク集中１か所 平成２０年度調査

� 遺跡の環境
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砂の感じが強く、粘り気はわずか。粘土細工で棒にはできない。

壌 土：Ｌ（Loam）

粘土０～１５％、シルト２０～４５％、砂４０～６５％

ある程度砂を感じ、粘り気もある。砂と粘土が同じくらいに感じる。

粘土細工で鉛筆ぐらいの大きさにできる。

シルト質壌土：SiL（Silt Loam）

粘土１５～２５％、シルト４５～１００％、砂０～５５％

砂はあまり感じないがサラサラした小麦粉のような感触がある。

粘土含有量１５～２５％

砂 質 埴 壌 土：SCL（Sandy Clay Loam）

粘土１５～２５％、シルト０～２０％、砂５５～８５％

埴 壌 土：CL（Clay Loam）

粘土１５～２５％、シルト２０～４５％、砂３０～６５％

わずかに砂を感じるがかなり粘る。

粘土細工でマッチ棒くらいの太さにできる。

シルト質埴壌土：SiCL（Silt y Clay Loam）

粘土１５～２５％、シルト４５～８５％、砂０～４０％

粘土含有量２５～４５％

砂 質 埴 土：SC（Sandy Clay）

粘土２５～４５％、シルト０～２０％、砂５５～７５％

軽 埴 土：LiC（Light Clay）

粘土２５～４５％、シルト０～４５％、砂１０～５５％

ほとんど砂を感じないで、よく粘る。

シルト質埴土：SiC（Silt y Clay）

粘土２５～４５％、シルト４５～７５％、砂０～３０％

粘土含有量４５％以上

重 埴 土：HC（Heavy Clay）

粘土４５～１００％、シルト０～５５％、砂０～５５％

砂を感じないで、非常によく粘る。

ｄ 粘 着 性

土壌を親指と人差指の間で圧して引き離すときの付着する性質である。水分状態によって変化する

が、当該土壌の粘着性が最も高まったときの状態によって次のように区分した。

な し：NS（Non Sticky）

土壌がほとんど指に付かない。

弱 ：SS（Slight Sticky）

� 遺跡の環境
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一方の指に付着するが、他方の指には付着しない。指を離したときにのびない。

中 ：Ｓ（Sticky）

両指頭に付着する。指を離すと多少糸状にのびる傾向を示す。

強 ：VS（Very Sticky）

指頭に強く付着する。指を離したときに糸状にのびる。

ｅ 堅 密 度

土層断面を親指で押したときのへこみの程度から次のように区分した。

すこぶるしょう：VL（Very Loose）

ほとんど抵抗なく指が貫入する。

しょう：Ｌ（Loose）

指が土層内にたやすく深く入る。

軟 ：Ｓ（Soft）

はっきりと深い指の跡が容易にできる。

堅 ：Ｈ（Hard）

強く押しても指の跡がわずかしか残らない。

す こ ぶ る 堅：VH（Very hard）

強く押しても指の跡が残らない。

固 結：EH（Extremely Hard）

移植コテによってやっと土壌を削れる。

ｆ 層 界

�，層界の明瞭度

次の層までの移り変わる距離（層界の幅）を基準として次のように区分した。

画 然：＜１�
明 瞭：１～３�
判 然：３～５�
漸 変：５�

�，層界の形状

次のように区分した。

平 坦：ほとんど平坦

波 状：凹凸の深さが幅より小

不規則：凹凸の深さが幅より大

不連続：層界が不連続

ｇ 礫・パミスの混入状況

土壌への礫やパミスの混入状況については、礫の大きさ・形状・風化度合い、パミスの名称・径

（�）、礫・パミスの混入面積割合（％）を記載した。

梅川４遺跡（２）
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ｈ 土層の混在状態

土層の混在状態の表記は、基本土層記号などを用いて次のように表した。記号と面積割合（％）の

数値との相関関係については北埋調報第１８８集『千歳市 オルイカ１遺跡』に拠った。

Ａ＋Ｂ：ＡとＢがほぼ同量混じる（Ａが５５％以上４５％未満、Ｂが４５％以上５５％未満）

Ａ＞Ｂ：ＡにＢが少量混じる （Ａが８０％未満、Ｂが２０％以上４５％未満）

Ａ≫Ｂ：ＡにＢが微量混じる （Ａが８０％以上、Ｂが２０％未満）

（２）基本層序

基本土層模式図（図�－３）のとおりである。本遺跡の主な土層堆積状況をＦ２２－Ｆ２３、Ｆ２７－Ｆ

２８、Ｆ３８－Ｆ３９、Ｕ７－Ｕ６、Ｕ１３－Ｕ１４区の土層柱状図で示した（図�－４）。テフラの名称等は

『火山灰アトラス』（東京大学出版会 １９９２）に拠った。

� 層：表土・耕作土など

�′層：耕作土の上に発達した腐植土層

� 層：樽前 a降下軽石層（Ta－ａ）／元文４（１７３９）年旧暦７月１４日に降下。平均層厚５０�。

砂質テフラを主体とし、３～４単位の軽石・火山灰の堆積層が確認できる。

上部は耕作により削平される。重機で除去。

� 層：腐植土層

黒色（１０YR１．７／１）。樽前ｃ降下軽石・岩片を母材とする黒色シルト質。層厚１０～２０�。

近世アイヌ文化期～縄文時代晩期後葉の遺構・遺物を包含する。

新千歳空港関連調査の「第�黒色土層」（�Ｂ層）に相当する。

樽前ｃ降下軽石層（Ta－ｃ）を約２０％含み、密で均質、しまりは中程度で粘性がやや強

い。下端層界は漸遷的でやや不明瞭である。

� 層：樽前ｃ降下軽石層（Ta－ｃ）／縄文時代晩期後葉、２，３００～２，５００年前降下

褐色～暗褐色（１０YR４／４～３／３）、粒径０．２～２�、層厚１０～１５�。

樽前ｃ１降下軽石層（Ta－ｃ１）と樽前ｃ２降下軽石・スコリア層（Ta－ｃ２）の間に厚さ数

センチの灰褐色砂質ローム層がある。過年度の試料の分析により Ta－ｃ１と Ta－ｃ２のあ

いだには数十年から百年程度の時間間隔があったと考えられている（北埋調報第２５３集）。

下端層界は明瞭である。

� 層：腐植土層（本書では「第�黒色土層」、「包含層」と呼称）

上位は黒色（１０YR１．７／１～２／１）、粒子が細かく密で均質、しまりは中程度で粘性はやや強

い。中・下位は黒色～黒褐色（１０YR１．７／１～２／２）、粒子が細かく密だが、下位はやや不均

質で安定しない。しまりはやや弱く、粘性が強い。層界が波状になるところも多い。層厚

３０～４０�。

縄文時代晩期後葉～早期の遺構・遺物を包含する。

新千歳空港関連調査の「第�・�黒色土層」（�・�Ｂ層）に相当する。

恵庭ａ降下軽石層上部のローム層を母材とする黒色シルト質腐植土層。

�′層：�層＋En－ａパミス。Ｆ２５～Ｆ２８区で観察される。

� 層：漸移層

暗褐色～褐色（１０YR３／４～４／６）、層厚は１０～１５�だが不安定。

� 遺跡の環境
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縄文時代早期～後期旧石器時代の遺構・遺物を包含する。

恵庭ａ降下軽石層上部暗褐色ローム質土・樽前ｄ１・ｄ２降下軽石・恵庭ａ降下軽石層を母

材とする�層と�層の漸移層で層界は漸変する。しまりは中程度で粘性は強い。

黒色土やロームのほか En－ａを１０～２０％含み不均質である。

� 層：ローム質土層

黄褐色（１０YR５／６～５／８）、層厚１５～３０�。

恵庭ａ降下軽石（En－ａ）が風化作用によってローム化した層。

�層との層界は明瞭、しまりは強く粘性に富む。En－ａを２０～５０％含み、密で均質である。

� 層：恵庭ａ降下軽石層（En－ａ）

後期旧石器時代前半、１５，０００～１７，０００年前に降下。層厚２ｍ以上。

上部は非常に硬くしまる。

�－１；明黄褐色～黄褐色（１０YR６／８～５／８）

硬質ロームと径５～３０�の軽石をやや不均質に含み、下部は粒径が小さく非常に密であ

る。

下端層界やや明瞭、極めてしまり強く硬い。

�－２；黄橙色～明黄褐色（１０YR７／８～６／８）

上部は密で硬質、下部はやや粗で不均質。

下端層界はやや不明瞭。軽石の表面が鉄分により赤色化している部分がある。

�－３；黄褐色（１０YR５／６～５／８）

径２～５�の軽石＞径１０～３０�の軽石。しまりは強く均質だが、隙間が多く粗である。

径１�程度の砂を多く含み、最下層は薄層をなす。

なお、�層は柱状図には図示していないが以下の通りである。

� 層：シルト質粘土層

褐色～にぶい褐色（７．５YR４／４～５／４）。しまり中～やや強で均質。

（３）�層検出の赤褐色～暗赤褐色土のまとまりについて

Ｂ地区の沢地形部分を中心に赤褐色～暗赤

褐色土のまとまりを多数検出した。いずれも

�層中位の風倒木痕の黒色土中にあり、平面

形や大きさの規格性はない。土の粘性・硬さ

は周囲の黒色土と変わらない。断面観察で

は、層界が波打ちあるいは不明瞭なものが多

い。片側に潜り込む状態のものもある。周囲

に炭化物や遺物の分布は見られない。昨年度

の報告書（北埋調報第２５３集）�章－２にあ

る「擬似焼土」である。これらは、地下水の

上昇や雨水の浸透・蒸発などの水分の挙動が

他の場所と異なる条件のもとに土壌の風化・

酸化作用により土色が変化したものと推定さ

れている。 （鎌田）

図�－３ 土層柱状模式図

梅川４遺跡（２）
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図�－４ 調査区土層柱状図

� 遺跡の環境
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VH－１（図�－３・４・２３、表�－２・３・５、図版３・１６）

� 第�黒色土層の遺構とその遺物

第�黒色土層から検出された遺構は、平地住居跡２軒、竪穴住居跡１軒、土坑１６基、Ｔピット７基、

焼土２か所、土器集中２か所である。時期は、平地住居は縄文時代後期中葉、竪穴住居は中期後半と

考えられ、土坑は中期のものが多い。土器集中は後期中葉のものである。

遺物は、中・後期の土器片のほか、石鏃、石槍・ナイフ類、たたき石などが出ている。

なお、遺構の記述中、遺構の規模を示す計測値（単位ｍ）は次の順で記した。

平地住居跡 柱穴間の遺構確認面の長径×短径

竪穴住居跡 遺構確認面の長径×短径／床面の長径×短径／深さ

土坑・Ｔピット・柱穴 遺構確認面の長径×短径／底面の長径×短径／深さ

焼土 遺構確認面の長径×短径×厚さ

土器集中 長径×短径（おおよその範囲）

１ 住居跡

位 置 Ｋ－８５・８６ 立 地 標高１０．６０～１０．９０ｍ、祝梅川河岸の肩部付近にあたる

平面形 おおむね正方形（柱穴配列） 規 模 ２．６２×２．３８ｍ（柱穴間距離）

調 査 Ｋ８６区の包含層調査において、焼土および柱穴と見られる円形の黒色土を検出した。竪穴住

居跡を想定して調査したが、土層断面観察では壁面の立ち上がりは確認できなかった。�層上面まで

掘り下げ、半截により柱穴確認を行った結果、炉と４本主柱穴・その他の柱穴・土坑で構成される平

地住居跡と認定した。柱穴のうち１基は調査区外にあるものと想定される。また柱穴の配置と覆土の

状況から、建て替えが行われたと推定される。遺物は床面付近とみられる位置から炭化材が出土し、

遺構上位の包含層から�群ｂ類および�群ｃ類土器がやや多く出土した。出土した炭化材の樹種は、

トネリコ属とコナラ節が同定された（�章１参照）。

付属遺構

焼土 HF－１ �層上面で検出した。住居跡のほぼ中央に位置する。平面形は円形に近い楕円形で、

被熱層は最大１２�を測る。中心部は明度の高い赤褐色で、周縁部は漸遷する。強く被熱している様子

がうかがえる。上面付近にわずかに炭化物を含む。

柱穴 HP－１～１１ 土坑２基・柱穴９基を検出した。HP－１は住居跡の南東部に位置するほぼ円

形の土坑。上面から炭化材が出土した。住居の時期以前のものである可能性があるが、関連するもの

として掲載した。HP－２－３－７とHP－１０－３－４は大型の柱穴で、主柱穴と考えられる。HP－

２・７の掘り方がやや崩れていることや覆土の状態から、前者が古く後者が新しいと推定される。HP

－５・６は住居内、HP－８・９は住居外にあるが、用途は不明である。HP－１１は浅い楕円形の土

坑である。

時 期 住居跡の構造が類似する VH－２の出土遺物などから、縄文時代後期中葉と思われる。なお、

出土した炭化材２点の放射性炭素年代測定結果は、３，４７０±３０、３，４５０±３０という数値である（�章２

参照）。 （阿部）

掲載遺物 石器：図�－２３－１ 石鏃。

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－１ 遺構位置図（１）

梅川４遺跡（２）
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図�－２ 遺構位置図（２）

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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VH－２（図�－５・１８・２３、表�－２～５、図版４・１３・１６）

位 置 Ｌ８６、Ｍ８５・８６ 立 地 標高１１．３０ｍの平坦面

平面形 おおむね正方形（柱穴配列） 規 模 ３．７５×３．５０ｍ（柱穴間距離）

調 査 Ｍ８６区の包含層調査において、焼土および柱穴と見られる円形の黒色土を検出した。竪穴住

居跡を想定して調査したが、土層断面観察では壁面の立ち上がりは確認できなかった。�層上面まで

掘り下げ、半截により柱穴確認を行った結果、炉と４本主柱穴・その他の柱穴で構成される平地住居

跡と認定した。遺物は床面より上位から�群ｂ類・�群ｃ類土器片などが少量出土し、床面付近の壁

際と考えられる位置で炭化材が出土した。なお炭化材２点の樹種は、トネリコ属と同定された（�章

１参照）。

付属遺構

焼土 HF－１ 中央付近に位置する。北東寄りに強い被熱層をもつ円形の焼土があり、南西寄りに

弱い被熱層が拡大している。いずれも浅いくぼみを設けた上で焼成が行われており、上面はやや赤み

を帯びた黒色土が覆っている。

柱穴 HP－１～６ HP－１～４は径３０～４０�、深さは５０�前後を測り、坑底が平坦で掘り方をも

つなど同様の構造である。方形を成し、主柱穴とみられる。HP－４は�層の遺構�Ｐ－５５が重複し

ており、上半部が切られている。HP－５・６は補助的な柱穴と考えられるが、径２０�前後とやや大

型である。

時 期 出土土器や住居跡の構造から、縄文時代後期中葉と思われる。なお、出土した炭化材２点の

放射性炭素年代測定結果は、３，５２０±３０、３，４１０±３０という数値である（�章２参照）。 （阿部）

掲載遺物 土器：図�－１８－１～３、石器：図�－２３－１ 石槍・ナイフ類。

VH－３ （図�－６・１９、表�－２～４、図版５・１３・１４）

位 置 Ｍ８４・８５ 立 地 標高１１．５０～１１．６０ｍの平坦面

平面形 ほぼ楕円形 規 模 ２．８０×２．３５／２．６６×１．９６／０．５４ｍ

調 査 �層の遺構�Ｐ－１２４の調査において、壁面や坑底の状況から�層以下に遺構があることが

想定された。�層上面に達したところで検出した。掘り下げたところ、平坦な底面と焼土、壁面の立

ち上がりを検出し、住居跡と認定した。南東端部には約１００×６０�ほどの楕円形の浅い落ち込みがあ

る。また北西端部は外側に張り出し、径４０�ほどの円形の落ち込みがあり、その肩部から大型土器片

が重なって出土した。周囲からも少量の遺物が出土している。柱穴は検出されなかった。なお東側の

一部は�Ｐ－１２４の大部分が重複し、住居跡の底面を一部掘り込んでいる。

土 層 覆土を８層に分層した。北西端部の落ち込みにしまりの弱い黒色土が堆積し（８層）、ロー

ムを多く含む暗褐色土が壁面から床面を覆う（７層）。中位～上位は黒色土を主体とし、中位（４～

６）は軽石の密度がやや高い。

付属遺構

焼土 HF－１ 住居跡中央部にあり、５４×３５�で楕円形を呈する。浅いくぼみ上に３�ほどの被熱

層をもつ。赤褐色を呈し、やや硬質である。焼土上面から、３０�ほどの大型土器片が割れた状態で出

土した。

時 期 出土土器から、縄文時代中期後半柏木川式期とみられる。 （阿部）

掲載遺物 土器：図�－１８－１ａ～１ｃ、�－１９－２～４。

梅川４遺跡（２）
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２ 土 坑

VP－１（図�－７、表�－２・３、図版５）

位 置 Ｌ１４ 立 地 標高１４．１５ｍ前後の平坦面

平面形 楕円形 規 模 １．８２×１．２４／１．４１×０．８５／０．３８ｍ

調 査 �層上面で黒色土の楕円形のまとまりを検出した。短軸方向で半截したところ、壁の立ち上

がりが確認できた。底面はやや凹凸があり、壁は長軸方向で急角度に立ち上がっており全周で明瞭で

ある。

土 層 １１層に分層した。１層は�層を主体とした自然堆積層である。２～１１層は�層・�層に恵庭

ａローム・軽石が混じる土であり、埋め戻しである。

時 期 周辺の出土遺物から縄文時代中期頃と判断できる。 （遠藤）

VP－２（図�－７、表�－２・３、図版５）

位 置 Ｇ・Ｈ１３ 立 地 標高１４．１５ｍ前後の平坦面

平面形 円形 規 模 １．１７×１．１７／０．８０×０．７４／０．２３ｍ

調 査 �層上面で灰黄褐色土の円形のまとまりを検出した。南北方向に軸を取り半截したところ浅

い土坑であることがわかった。底面は平坦で壁の立ち上がりは全周で緩やかである。

土 層 ４層に分層した。１層は�層が主体、２～４層は�層に恵庭ａ軽石層がわずかに混じる。い

ずれも自然堆積であろう。

時 期 周辺から出土した遺物から縄文時代中期頃と判断できる。 （遠藤）

VP－３（図�－７、表�－２・３、図版６）

位 置 Ｇ１３ 立 地 標高１４．１５ｍ前後の平坦面

平面形 円形 規 模 ０．７４×０．７２／０．６２×０．５０／０．２５ｍ

調 査 VP－２の西側に近接してある。�層調査中に黒褐色土の円形の落ち込みとして検出した。

底面は平坦である。底部の平面形は不整円形で、壁は全周で急角度に立ち上がる。

土 層 ６層に分層した。１層は�層を主体とし、２～６層は�層に恵庭ａ軽石が混じる土で、混入

の度合いが異なる。いずれも自然堆積であろう。

時 期 周辺から出土した遺物から縄文時代中期頃と判断できる。 （遠藤）

VP－４（図�－７・２０・２３、表�－２～５、図版６・１５・１６）

位 置 Ｃ９ 立 地 標高１４．２０ｍ前後の平坦面

平面形 楕円形 規 模 ０．９０×０．７３／０．５０×０．１３／０．５６ｍ

調 査 �層を掘り下げている段階で、恵庭ａ軽石が混じる黒褐色土の楕円形のまとまりを検出し

た。底部の平面形は細長い溝状で、短軸方向の壁は一部段状となっている。壁面の崩落によるものと

見られる。また坑口部も崩落により大きく広がっている。最下部（１０層）に�層である黒褐色土の堆

積があることおよび近接している VTP－７と規模、長軸方向がほぼ同じであることから小型のＴピ

ットである可能性がある。

土 層 １０層に分層した。１層と最下層（１０層）は�層（黒褐色土）を主体とした自然堆積層。中位

～下位は恵庭ローム層を主体とした土で、全体的に締まりがなく軟らかい。開口部や壁面の崩落土で

あろう。

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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時 期 周辺から出土した土器から縄文時代中期末葉北筒式の時期に近い頃と判断できる。（遠藤）

掲載遺物 土器：図�－２０－１、石器：�－２３－１・２ たたき石。

VP－５（図�－８・２０、表�－２～４、図版６・１５）

位 置 Ｃ８・９ 立 地 標高１４．３０ｍ前後の平坦面

平面形 隅丸方形 規 模 １．９９×１．８２／１．４９×１．４５／０．３０ｍ

調 査 包含層（�層）調査中、�層中位で縄文時代中期の土器片がまとまった状態で出土した。土

器片を取り上げながらさらに�層上面まで掘り下げ周辺部を精査したところ、径２ｍほどの円形に近

い黒褐色土の広がりを検出した。東西方向に軸を取り半截したところ浅い土坑であることがわかっ

た。底面は平坦で中央部がやや窪む。壁の立ち上がりは全周で緩やかで皿状を呈する。土器片は８層

中のほぼ全域から出土している。また土坑底面中央から南側壁面にかけては炭化物が分布し、土器片

の広がりと重なる（図�－８）。柱穴や焼土は検出されていないが、形状等から判断し小型の住居跡

の可能性もある。

土 層 １１層に分層した。１層は�層主体の自然堆積層。１～８層は恵庭ａローム層が主体の軟質土、

４層と８層は炭化物が混入する。土器片は８層中から集中して出土している。

時 期 覆土から出土した土器から判断し、縄文時代中期末葉北筒式の時期と考えられる。（遠藤）

掲載遺物 土器：図�－２０－１～４。

VP－６（図�－９、表�－２・３、図版６）

位 置 Ｂ８ 立 地 標高１４．２８ｍ前後の平坦面

平面形 長円形 規 模 １．０２×０．８０／０．５３×０．４９／０．３９ｍ

調 査 �層上面で灰褐色土の長円形のまとまりを検出した。短軸方向で半截したところ壁の立ち上

がりが確認できた。底面は皿状で壁は短軸方向で急角度に立ち上がるが、北東側の長軸方向は緩やか

である。

土 層 ９層に分層した。１～４層は恵庭ａローム層と�層が不均一に混じる軟質土で、１層と４層

にはわずかながら樽前ｄ２火山灰が混入する。

時 期 周辺から出土した遺物から縄文時代中期頃と判断できる。 （遠藤）

VP－７（図�－９、表�－２・３、図版７）

位 置 Ｋ１１ 立 地 標高１４．６０ｍ付近の平坦面

平面形 円形 規 模 ０．７４×０．６８／０．３８×０．３２／０．２５ｍ

調 査 �層上面で確認。壁が明瞭に立ち上がる。遺物は出土していない。

土 層 �層起源の１層。自然堆積である。

時 期 周辺の出土遺物から縄文時代中期と推測できる。 （新家）

VP－８（図�－９、表�２・３、図版７）

位 置 Ｃ７ 立 地 標高１４．６０ｍ付近の平坦面

平面形 楕円形 規 模 １．１０×０．９３／０．６９×０．６０／０．３３ｍ

調 査 �層上面で確認。坑底はやや平坦でない。遺物は出土していない。

梅川４遺跡（２）

24



土 層 １～４層。�・�層起源のものに En－ａの軽石が少量混入する。１層は自然堆積。２～４

層は埋め戻しか。

時 期 周辺の出土遺物から、縄文時代中期と思われる。 （新家）

VP－９（図�－１０、表�－２・３、図版７）

位 置 Ｑ２４ 立 地 標高１２．２０ｍ付近の緩斜面

平面形 楕円形 規 模 １．３３×０．８８／１．１４×０．５４／０．４８ｍ

調 査 �層上面で確認。確認面は小判形のＴピットに似るが、開口部に向かってすり鉢状に開く、

浅い土坑であった。

土 層 １～５層。１・２層は�層起源の自然堆積。３～５層は�・�・En－ａ軽石が混ざり合い、

埋め戻しの可能性がある。

時 期 周辺の出土遺物より、縄文時代中期と思われる。 （新家）

VP－１０（図�－１０・２１、表�－２～４、図版８・１５）

位 置 Ｓ３７・３８ 立 地 標高１４．２０ｍ付近の緩斜面

平面形 円形？ 規 模 （２．７４）×（１．１２）／（２．００）×（０．８０）／０．５６ｍ

調 査 �層調査中、調査区外にかかる半円形の黒色土の落ち込みを検出。平坦な底と明確な壁の立

上がりを持つ。規模や形状は小さな住居と仮定し、調査を進めた。しかし、内外に柱穴や焼土がなか

ったため、小型版の VP－１３を検出した時点で、VP－１０～１３の４基を、住居跡ではなく土坑と認定

した。坑底と覆土から土器片・礫片が数点出土している。

土 層 一番上に�層が載る。１～７層はいずれも自然堆積。１層は�層よりもより腐植が発達し黒

味が強い。２・３・５・６層は�～�層・En－ａ軽石が混ざり合う。４・７層は崩落土と思われる。

堆積状況が VP－１１～１３に似る。

時 期 坑底から出土した２点の縄文時代中期北筒式土器片と同時期と思われる。 （新家）

掲載遺物 土器：図�－２１－１。

VP－１１（図�－１０、表�－２・３、図版８）

位 置 Ｏ４１ 立 地 標高１３．８０ｍ付近の平坦面

平面形 円形 規 模 ２．４７×２．３６／１．９６×１．７０／０．５０ｍ

調 査 �層包含層調査中、円形の落ち込みを検出。中央にベルトを残し掘り下げたところ、平坦な

坑底面と明確に立ち上がる壁を確認した。坑底と覆土から、土器片数点と礫等が出土した。内外に焼

土や柱穴はなかった。

土 層 堆積は VP－１０・１２・１３と似る。最上位に�層があり、１層は�層より腐植が発達した黒味

の強い層である。２層は�層のロームブロック、３層は�層起源、４・５層は崩落土、６層は�層の

ローム起源である。

時 期 坑底より出土した土器片により、縄文時代中期北筒式に相当する時期と考えられる。（新家）

VP－１２（図�－１１、表�－２・３、図版８）

位 置 Ｉ４２・４３ 立 地 標高１３．８０ｍの平坦面

平面形 円形 規 模 ２．３１×２．１６／１．７３×１．６０／０．５３ｍ

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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調 査 �層（Ta－ｃ）除去後、�層が若干凹んでいるのを検出。ベルトを残して掘り下げ、平坦

な坑底と明確に立ち上がる壁を確認。VP－１０・１１・１３に類する土坑と判断した。坑底から土器片、

黒曜石の剥片、覆土から泥岩の剥片、礫が出土した。内外に焼土、柱穴はなかった。

土 層 最上位に�層があり、その下を２層に分層した。いずれも自然堆積である。

時 期 出土した土器片から、縄文時代中期北筒式土器に相当する時期と思われる。 （新家）

VP－１３（図�－１１、表�－２・３、図版８）

位 置 Ｎ４１ 立 地 標高１３．６０ｍの平坦面

平面形 円形 規 模 １．６０×１．４２／０．９１×０．７０／０．３１ｍ

調 査 �層上面で確認。半截し掘り下げたところ、規模は一回り小さいが、VP－１０～１２に似る土

坑と判断した。覆土から土器片が１点出土した。内外に焼土や柱穴はなかった。

土 層 ３層に分層。１層は�層よりも腐植が発達した黒味の強い自然堆積層。２・３層は崩落土で

ある。

時 期 出土土器片から、縄文時代中期北筒式土器の時期に相当すると考えられる。 （新家）

VP－１４（図�－１１、表�－２・３）

位 置 Ｒ７８ 立 地 標高１２．５０ｍ前後の平坦面

平面形 ほぼ円形 規 模 １．５８×１．５７／１．３５×１．３２／０．４２ｍ

調 査 �層上面で円形の黒色土のまとまりを確認した。半截し掘り下げたところ、平坦な底面と壁

面の立ち上がりを確認し、土坑と判断した。

土 層 ４層に分層した。�層を主体とする上位の１・２層は自然堆積と考えられる。下位の３・４

層はロームや軽石をやや不均質に含む。

時 期 縄文時代晩期後葉以前であるが、詳しい時期は不明である。 （阿部）

VP－１５（図�－１２、表�－２・３）

位 置 Ｎ８５ 立 地 標高１１．８０ｍ前後の平坦面

平面形 おおむね楕円形 規 模 ２．６６×１．９０／２．３６×１．５６／０．３３ｍ

調 査 �層上面で検出した。土層観察用のベルトを十字に残して掘り下げたところ、平坦な底面を

検出し、緩やかな立ち上がりを確認し、土坑とした。北側はやや張り出している。H－３に近い位置

にあり、形状・規模が近似している。しかし炉や柱穴は確認できなかった。H－３と同時期に存在し

た可能性があり、作業場や倉庫などとして利用された竪穴状遺構と考えられる。

土 層 ４層に分層した。下位（４層）や壁際（３層）ではやや軽石を多く含むものの全体的に均質

的で、すべて自然堆積と考えられる。

時 期 H－３と同時期の、縄文時代中期後半柏木川式期とみられる。 （阿部）

VP－１６（図�－１２、表�－２・３）

位 置 Ｌ８２ 立 地 標高１１．４０ｍ前後の平坦面

平面形 楕円形 規 模 １．４０×１．１３／０．９０×０．７０／０．５０ｍ

調 査 �層（Ta－ｃ）除去後、L８２・８３区において�層が凹み周囲に En－ａ軽石が広がる範囲を

４か所検出した。土層観察用のベルトを残し、半截あるいは４分割して掘り下げたところ、３か所は

梅川４遺跡（２）
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VTP－１（図�－１３、表�－１～３、図版９）

下位の層が逆転した大型の風倒木と判明した。残る１基は、平坦な底面を検出し壁面がやや急に立ち

上がり、土坑と認定した。

土 層 覆土を２層に分層した。上位は�層を主体とし、軽石を少量含んでおり、自然堆積と考えら

れる。下位は黒色土が主体であるが、ロームがやや不均質に混じる。また、土坑周囲に軽石を多く含

んだ掘上土とみられる堆積が５～１０�みられる。

時 期 検出層位から縄文時代晩期と考えられる。 （阿部）

３ Ｔピット

位 置 Ｎ７６ 立 地 標高１１．５０ｍ前後の平坦部

平面形 長楕円形 規 模 １．８３×０．９０／１．５４×０．５３／０．８６ｍ

調 査 �層上面にて約８×７ｍの範囲で軽石混じりの黒色土を検出した。竪穴住居等の遺構を想定

して、観察用の溝を設定し掘り下げた。中央部付近のみにくぼみが現れ、半截したところ�層中にま

で掘り込みが及び、形状からＴピットと判断した。杭穴などの付属施設は確認されなかった。なお北

東側では、�Ｐ－２５２の一部がこのＴピットを切っている。

土 層 覆土を９層に分層した。最下層は暗褐色土で、以上は軽石主体の褐色土と軽石混じりの黒色

土との互層になっている。また一部壁面崩落の跡が見られる。また上述の通り、周囲に掘上土が広く

分布する。

時 期 縄文時代晩期後葉以前であるが、詳しい時期は不明である。 （阿部）

VTP－２（図�－１３、表�－１～３、図版９）

位 置 Ｏ・Ｐ７０・７１ 立 地 標高１０．９０～１１．１０ｍ、台地肩部の緩斜面上

平面形 長楕円形 規 模 ３．６６×０．７８／３．２２×０．３２／１．３０ｍ

調 査 �層上面で細長い黒色土の大きなまとまりを検出した。短軸にて半截したところ、�層上面

からさらに１ｍ以上の深さとなり、狭長で平坦な底面を検出した。大型のＴピットと判明した。壁面

は急な立ち上がりで、崩落は少ないものと思われる。杭穴などの付属施設は確認されず、遺物は出土

していない。

土 層 覆土を８種１３細分した。下位～中位は�層の軽石を主体としたしまりのない層。粘質の黒色

土の薄層と互層を成している。上位は黒色土を主体とし軽石が少量混じる。

時 期 縄文時代晩期後葉以前であるが、詳しい時期は不明である。 （阿部）

VTP－３（図�－１４、表�－１～３、図版９）

位 置 Ｓ６７・６８ 立 地 標高１０．９０～１１．３０ｍ、緩斜面上

平面形 長楕円形 規 模 ３．６５×１．６２／３．２２×０．５６／１．３０ｍ

調 査 �層上面で検出した。短軸にて半截したところ、�層上面からさらに１ｍ以上の深さとなり

平坦な底面を検出し、Ｔピットと判断した。長軸両端部はオーバーハングしている。短軸の断面形状

はバケツ形で上位が大きく開口しており、壁面の崩落部分が大きいものと思われる。

土 層 覆土を１０種２４細分した。下位～中位は�層の軽石を主体とした層で、粘質の黒色土の薄層と

互層を成している。中位は、壁面付近に崩落土と思われるしまりのない軽石層が多くみられる。上位

は黒色土を主体とし軽石が少量混じる。

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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時 期 縄文時代晩期後葉以前であるが、詳しい時期は不明である。 （阿部）

VTP－４（図�－１４、表�－１～３、図版９）

位 置 Ｓ７２ 平面形 楕円形 規 模 １．４０×１．１６／１．００×０．４４／１．３８ｍ

調 査 �層上面において、長軸約１．４ｍの楕円形の黒色土の拡がりを検出した。Ａ－Ｂを土層観察

用の断面として設定後、西側を半截し、断面観察の結果、Ｔピットと判断した。また、確認面の一部

は�層の遺構である�Ｐ－４７６の底部に切られていた。

坑底は平坦、壁は外上方向き。構築面は坑底付近に堆積した黒色土から�層中と推測される。なお、

坑底には杭穴と考えられる直径約５�、深さ約１０�の小穴が２か所検出された。

土 層 １～３・５・６層は流れ込み、他は壁の崩落等による堆積。

時 期 縄文時代晩期後葉以前であるが、詳しい時期は不明である。 （宗像）

VTP－５（図�－１５、表�－１～３、図版１０）

位 置 Ｇ２ 立 地 標高１２．５０ｍの緩斜面

平面形 楕円形 規 模 １．８０×０．８４／１．２５×０．３５／１．１４ｍ

調 査 �層上面で長径約１．８ｍの楕円形をした黒色土の拡がりを検出したため、Ａ－Ｂを土層観察

用の断面として設定し、南側を半截した。土層観察の結果、Tピットと判断した。

長軸方向はＮ－２．５°－Ｗである。坑底は平坦で、壁は坑底からほぼ垂直に立ち上がり、坑口部付近

で外へ拡がるＹ字形である。構築面は覆土中に Ta－ｃ火山灰を含まないため、�層中と推測される。

土 層 １層が�層の堆積、６層が壁の崩落による堆積、２～５・７層は流れ込みによる堆積である。

「苫東分類」によると底面の長短比が４以下で杭跡がないことから、Ｃ１型に分類される。

時 期 周辺の遺物から縄文時代中期に相当する時期と考えられる。 （酒井）

VTP－６（図�－１５、表�－１～３、図版１０）

位 置 Ｊ３０ 立 地 標高１２．５０ｍの緩斜面

平面形 細長い楕円形 規 模 ３．０４×０．９３／２．６８×０．２０／１．６０ｍ

調 査 �層上面で�層の落ち込みを風倒木と誤認し、削平した。短軸で半截し、坑底が細くすぼま

るタイプのＴピットであることがわかった。杭穴や遺物はなかった。

土 層 １１層に分層。１層は�層起源の自然堆積層。上部を削平した。８層と１０層は筋状に入る�層

起源の層。他の層は全体に En－ａ軽石や�層のロームが入る。

時 期 周辺の遺物から縄文時代中期北筒式土器に相当する時期と考えられる。 （新家）

VTP－７（図�－１６、表�－１～３、図版１０）

位 置 Ｃ９ 立 地 標高１４．２５ｍ前後の平坦面

平面形 長楕円形 規 模 （１．５０）×（０．７４）／０．７５×０．２２／０．７４ｍ

調 査 �層上面で黒褐色の楕円形の落ち込みを検出した。半截したところ深さは１ｍに満たない

が、土層堆積状況や形態から小型のＴピットであると判断した。底面は凹凸が著しく底部の平面形は

溝状である。長軸上の北西側坑口部は攪乱を受けており、また南東側の坑口部は大きく広がっている。

後者は崩落によるものであろう。

土 層 １６層に分層した。１層と最下層（１６層）は�層（黒褐色土）を主体とした自然堆積層。中位

梅川４遺跡（２）
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VF－１（図�－１６、表�－２・３、図版１１）

土器集中２（図�－１７・２２、表�－２～４、図版１１・１６）

は恵庭ａローム層を主体とした黒色土の混じる締まりのない軟らかい土である。開口部や壁面の崩落

土であろう。また、９層と１３層にはわずかながら、樽前ｄ２火山灰が混入していた。１５層は恵庭ａ軽

石層が主体である。

時 期 このＴピットよりも古い西側の攪乱層から縄文時代中期末葉の北筒式が出土していることか

ら北筒式土器の時期よりも新しいものと考えられる。 （遠藤）

４ 焼土

位 置 Ｋ８４ 立 地 標高１１．００ｍ前後の平坦面

平面形 おおむね円形 規 模 ０．５０×０．４４×０．０７ｍ

特 徴 やや明度の高い均質的な焼土。周辺から遺物が多く出土している。

時 期 周辺出土遺物から、縄文時代後期中葉とみられる。 （阿部）

VF－２（図�－１６、表�－２・３、図版１１）

位 置 Ｌ・Ｍ７７ 立 地 標高１１．３０ｍ前後の平坦地

平面形 おおむね楕円形 規 模 ０．９８×０．７９×０．１７ｍ

特 徴 木根跡とみられる、径２ｍに近い大きなくぼみ上にある。焼土の周囲は、ロームや軽石を多

く含んだ黒色土が広がる。焼土中央部の上位から炭化材片が多量に出土した。中位～下位は均質的で

明度が高く、長時間にわたり焼成されたものとみられる。なお炭化材３点の樹種は、トネリコ属・ハ

ンノキ属の２種が同定された（�章１参照）。

時 期 周辺出土遺物から、縄文時代中期後半～後期中葉と思われる。なお、出土した炭化材１点の

放射性炭素年代測定結果は、３，５２０±３０という数値である（�章２参照）。 （阿部）

５ 土器集中

位 置 Ｋ８４ 立 地 調査区北部、標高１１．１０ｍ前後の平坦面

特 徴 �層中位にて出土した。１．０×０．７ｍほどの範囲から１８８点の土器片が出土した。分布は平面

的であるが、１０�程度の高低差がある。３～５�角の土器片が主体で、１０�角程度のものも少数みら

れる。手稲式の複数個体の破片とみられる。

時 期 縄文時代後期中葉である。

掲載遺物 土器：図�－２２－１ （阿部）

土器集中３（図�－１７・２２、表�－２～４、図版１１・１６）

位 置 Ｊ・Ｋ８３ 立 地 調査区北部、標高１１．００ｍ前後の平坦面

特 徴 �層中位にて出土した。１．２×０．９ｍほどの範囲から２８１点の土器片が出土した。分布は平面

的であるが、１５�程度の高低差がある。土器集中２より破片が細かく、３�角の土器片が主体で、１０

�角程度のものも少数みられる。手稲式または�澗式の複数個体の破片とみられる。

時 期 縄文時代後期中葉である。

掲載遺物 土器：図�－２２－１ａ～２ （阿部）

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－３ 住居跡（１）

梅川４遺跡（２）
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図�－５ 住居跡（３）

VH－２ 覆土土層注記

層 名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり
層界の

明瞭性
そ の 他

HF－１

１ 暗褐 １０YR３／４ 中 弱 軽石・焼土粒少量含む

ｆ 極暗赤褐 ５YR２／３ 不明瞭 �中に焼土粒が多量に混じる．不均質

Ｆ� 暗赤褐 ５YR３／６ やや明瞭 �層が被熱．黒色土が混じりやや不均質

Ｆ 赤褐 ５YR４／８ 明瞭 �層が被熱．軽石表面やや被熱．均質的

HP－１ １ 黒褐 １０YR２／２ やや強 弱 ローム粒やや多く含む．軽石少量含む

HP－２ １ 黒褐 １０YR２／２ やや強 弱 ローム粒やや多く含む．軽石少量含む

HP－３

１ 黒褐 １０YR２／３ やや強 中 径のやや大きい軽石少量含む．均質的

２ 暗褐 １０YR３／４ やや強 弱 ローム主体．軽石少量含む．やや均質

３ 黒褐 １０YR２／２ やや強 なし 径の小さい軽石を少量含む．砂粒含む．やや不均質

HP－４ １ 黒褐 １０YR２／２ やや強 弱 ローム粒やや多く含む．軽石少量含む

HP－５ １ 黒褐 １０YR２／２ やや強 弱 ローム粒やや多く含む．軽石少量含む

HP－６

１ 黒褐 １０YR２／３ やや強 中 径のやや大きい軽石少量含む．均質的

２ 暗褐 １０YR３／４ やや強 弱 ローム主体．軽石少量含む．やや均質

３ 黒褐 １０YR２／２ やや強 なし 径の小さい軽石を少量含む．砂粒含む．やや不均質

粘土 １ 明黄褐 ２．５Y７／６ 中 黒色土混じりやや不均質

梅川４遺跡（２）
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図�－６ 住居跡（４）

VH－３ 覆土土層注記

層 名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり
層界の

明瞭性
その他

１ 黒 １０YR１．７／１ 中 中 �．軽石わずかに含む

２ 暗褐 １０YR３／４ 中 やや弱 �＋�．径のやや大きい軽石を少量含む

３ 黒褐 １０YR３／２ 中 中 �≫�．軽石少量含む

４ 黒 １０YR１．７／１ 中 中 �＞�．径５～２０�の軽石を１０％含む．土層下端部に多い．やや不均質

５ 暗褐 １０YR３／３ やや強 やや弱 �＋�．径５～１０�の軽石を１０～２０％含む．Ta－ｄ含む

６ 黒褐 １０YR２／３ やや強 やや弱 �＞�．径５～２０�の軽石１０～２０％含む．やや不均質

７ 暗褐 １０YR３／３ やや強 やや弱 �＋�．径５～２０�の軽石１０％程度含む．やや不均質

８ 黒褐 １０YR２／２ やや強 やや弱 �＋�．軽石少量含む

HF－１
１ 黒褐 ７．５YR３／２ やや強 やや弱 やや明瞭 焼土粒やや多量含む．不均質

Ｆ 赤褐 ５YR４／６ やや不明瞭 �層が被熱．軽石の表面から内部の一部が被熱

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－７ 土坑（１）

VP－１～４ 覆土土層注記

層 名 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度 そ の 他

VP－１

１ 黒 ７．５YR２／１ あり 軟 �
２ 黒褐 ７．５YR２／２ あり 軟 �極少量混じる
３ 黄褐 ２．５Y５／６ あり 軟 �混じる
４ 暗褐 １０YR３／４ あり 軟 ３よりも黒色土多い
５ 褐 １０YR４／４ あり 軟
６ にぶい黄褐 １０YR５／４ あり 軟 �＞�
７ オリーブ褐 ２．５Y４／６ あり 軟
８ 黄褐 ２．５Y５／６ あり 軟
９ 明黄褐 ２．５Y６／８ なし 軟 �
１０ 灰黄褐 １０YR４／２ なし 軟
１１ にぶい黄褐 １０YR５／４ なし 堅 �＋�

VP－２

１ 灰黄褐 １０YR４／２ なし 軟 �
２ 灰黄褐 １０YR６／２ なし 軟 �混じる
３ 灰黄褐 １０YR４／２ なし 軟 ２よりも�量多い
４ 明黄褐 ２．５Y６／８ なし 堅

VP－３

１ 黒褐 ５YR３／１ なし 軟
２ 暗灰黄 ２．５Y４／２ なし 軟 �少し混じる
３ オリーブ褐 ２．５Y４／４ なし 軟 �多い
４ 灰黄褐 １０YR４／２ なし 堅
５ 灰黄褐 １０YR６／２ なし 堅
６ 灰黄褐 １０YR５／２ なし 堅 ４より�多い

VP－４

１ 黒褐 １０YR３／１ あり 軟 �少量混じる
２ 褐灰 １０YR４／１ あり 軟 �＋�
３ 灰黄褐 １０YR４／２ あり 軟
４ にぶい黄褐 １０YR４／３ あり 軟 �やや多い
５ 黄褐 １０YR５／６ あり 軟 �多い
６ 黄褐 ２．５Y５／４ あり 軟
７ オリーブ褐 ２．５Y４／３ あり 軟
８ 明黄褐 ２．５Y６／６ なし 堅 �主体
９ 灰黄褐 １０YR４／２ 弱 堅
１０ 黒褐 ２．５Y３／１ 弱 軟 �主体

梅川４遺跡（２）
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図�－８ 土坑（２）

VP－５ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度 そ の 他

１ 黒褐 ２．５Y３／１ 弱 軟 �
２ 黒褐 １０YR３／１ 弱 軟 �・�少量混じる

３ 暗灰黄 ２．５Y４／２ 弱 軟 �・�主体

４ オリーブ褐 ２．５Y４／６ 弱 軟 炭化物混じる

５ にぶい黄褐 １０YR５／４ 弱 軟

６ 黄褐 １０YR５／８ なし 軟 �混じる

７ にぶい黄橙 １０YR６／３ なし 軟 �混じる

８ 灰黄褐 １０YR５／２ なし 軟 炭化物混じる．土器はこの層から集中して出土

９ 黄褐 ２．５Y５／６ なし 堅 �
１０ 灰黄褐 １０YR６／２ なし 堅

１１ 黄褐 ２．５Y５／６ なし 堅

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－９ 土坑（３）

VP－６ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度 そ の 他

１ 灰褐 ７．５YR４／２ 弱 軟 �＋�．Ta－ｄ２粒混じる

２ 灰褐 ７．５YR５／２ 弱 軟

３ 明黄褐 １０YR６／８ 弱 軟 �＞�
４ 灰黄 ２．５Y６／２ 弱 軟 Ta－ｄ２粒混じる

５ 明黄褐 ２．５Y６／８ なし 堅 �
６ 明黄褐 ２．５Y６／８ なし 堅

７ 黒褐 ２．５Y３／１ なし 堅

８ 黄褐 ２．５Y５／６ なし 堅 �

VP－７ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
その他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 判然 平坦 �

VP－８ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
そ の 他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 明瞭 平坦 �
２ 埴壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 判然 波状 �．En－ａ軽石５％混入

３ 埴壌土 黒 １０YR２／１ 強 堅 判然 波状 �
４ 埴壌土 黒褐 １０YR２／３ 強 堅 明瞭 平坦 �＋�．En－ａ軽石１％混入

梅川４遺跡（２）
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図�－１０ 土坑（４）

VP－９ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
そ の 他

１ 埴壌土 黒褐 １０YR２／３ 強 堅 判然 平坦 �≫�．En－ａ軽石径５�１％混入
２ 埴壌土 黒 １０YR２／１ 強 軟 判然 平坦 �
３ 壌土 暗褐 １０YR３／３ 中 軟 判然 波状 �＋�．En－ａ軽石径１～５�３％混入
４ 埴壌土 黒 １０YR２／１ 強 しょう 明瞭 平坦 �
５ 壌土 褐 １０YR４／４ 強 しょう 明瞭 平坦 �＞�

VP－１０ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
その他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 判然 波状 �より黒い

２ 壌土 褐 １０YR４／４ 強 軟 散漫 不連続
�＞�．�ロー
ムの塊ブロック

３ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 判然 平坦 �に似る
４ 壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 散漫 不連続 �＞�
５ 壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 散漫 不連続 �＞�
６ 壌土 褐 １０YR４／６ 強 堅 明瞭 不連続 �≫�

VP－１１ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
そ の 他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 判然 平坦 �より黒い
２ 壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 散漫 不連続 �＞�

３ 埴壌土 黒褐 １０YR２／２ 強 軟 判然 平坦
�＞�≫�．En－ａ軽石
径１�１％混入

４ 壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 判然 不連続 �＞�

５ 埴壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 判然 波状
�＋�．En－ａ軽石
径０．５～２�２％混入

６ 埴壌土 黒褐 １０YR２／２ 強 軟 判然 不連続 �＞�
７ 壌土 黒褐 １０YR２／３ 強 軟 散漫 不連続 �＞�

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－１１ 土坑（５）

VP－１２ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
そ の 他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 判然 平坦 �より黒い

２ 埴壌土 黒 １０YR２／１ 強 軟 明瞭 平坦 �＞�．En－ａ軽石径０．５～１�混入

VP－１４ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度 そ の 他

１ 黒褐 １０YR２／２ やや強 中
�≫�．径５～２０�の軽石１０％程度含む．やや均

質的．細かいローム粒子を多く含む

２ 黒 １０YR２／１ やや強 中 �．軽石わずかに含む

３ 黒 １０YR２／１ やや強 中 �＞�．径５～２０�の軽石２０％含む．やや不均質

４ 暗褐 １０YR３／４ やや強 やや弱 �＋�．径５～２０�の軽石１０～２０％含む．不均質

VP－１３ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度
層界の

明瞭性

層界の

起伏
その他

１ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 明瞭 平坦 �より黒い

２ 埴壌土 黒褐 １０YR２／２ 強 軟 漸変 不連続 �＞�
３ 壌土 暗褐 １０YR３／４ 強 軟 漸変 不連続 �＞�

梅川４遺跡（２）
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図�－１２ 土坑（６）

VP－１６ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR２／１ やや強 中
掘り上げ土・風倒木．径２～２０�の軽

石２０～５０％含む

２ 黒 １０YR１．７／１ やや強 中 �≫�．軽石少量含む．均質的

３ 黒褐 １０YR２／２ やや強 やや弱
�≫�．黒色土・ロームがやや不均質

に混じる．径５～１０�の軽石１０％以下

VP－１５ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR１．７／１ やや強 中 �．軽石わずかに含む

２ 黒褐 １０YR２／２ やや強 やや弱
�＞�．軽石少量含む．細かいロー

ム粒子を均質に含む

３ 暗褐 １０YR３／４ やや強 やや弱 �＋�．軽石わずかに含む．均質的

４ 黒褐 １０YR２／３ 強 中
�＞�．径のやや大きい軽石を少量

含む．均質的

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－１３ Ｔピット（１）

梅川４遺跡（２）
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図�－１４ Ｔピット（２）

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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図�－１５ Ｔピット（３）

梅川４遺跡（２）
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図�－１６ Ｔピット（４）・焼土

VF－１ 焼土土層注記

層名 色調１ 色調２ 層界の明瞭性 そ の 他

Ｆ 赤褐 ５YR４／８ やや明瞭 周辺漸移的．やや均質的

VF－２ 焼土土層注記

層名 色調１ 色調２ 層界の明瞭性 そ の 他

ｆ 暗赤褐 ５YR３／６ やや明瞭 やや不均質．炭化材を多量含む

Ｆ 明赤褐 ５YR５／８ 明瞭 均質的．径５～１０�の軽石やや多く含む．軽石表面被熱

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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VTP－１ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒褐 １０YR２／２ 中 中
�＋�．径２～１０�の軽石

多量含む．やや均質的

２ 黒褐 １０YR２／３ やや強 やや弱
�＋�．軽石やや多量含む．

やや均質

３ 褐 １０YR４／４ やや弱 弱
�＜�．径２～１０�の軽石．

黒色土・炭化物少量．

４ 暗褐 １０YR３／４ 中 やや弱
�＜�－２．径２～１０�の軽石

多量含む

５ 褐 １０YR４／４ やや弱 弱
�＜�．径２～１０�の軽石．

黒色土・炭化物少量．

６ 暗褐 １０YR３／４ 中 やや弱
�＜�－２．径２～１０�の軽石

多量含む

７ 暗褐 １０YR３／３ やや弱 やや弱
�＋�－２．径２～５�の軽石

多量含む

８ 褐 １０YR４／４ やや弱 弱
�＜�．径２～１０�の軽石．

黒色土・炭化物少量．

９ 暗褐 １０YR３／３ 中 やや弱
�＋�－２．径２～５�の軽石

多量含む．黒色土やや多く含む

�－２ 黄褐 １０YR５／６ やや弱 径５�以下の軽石層．砂粒多量

VTP－３ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR２／１ やや強 中 �＞�．軽石１０％以下含む．均質的

２ 暗褐～黄褐 １０YR３／４～５／８ やや強 中 �＋�．ローム（＋軽石）ブロック

３ 暗褐 １０YR３／４ やや強 やや弱 �＋�．径５～２０�の軽石が不均質に含まれる

４ 黒褐～暗褐 １０YR２／３～３／３ やや強 中 �＋�．軽石少量含む．やや均質的

５ 黒褐 １０YR２／３ やや強 弱 �＋�．ローム粒・軽石少量含む．やや不均質

６ にぶい黄褐 １０YR４／３ やや強 やや弱 �＋�＋�．軽石１０～２０％含む．やや不均質

７ 黄褐 １０YR５／６ 中 弱 �－１＞�．径５�以下の軽石とローム主体．中央部は植物繊維多く含む

８ 明黄褐＋黒褐 １０YR６／８+１０YR３／１ なし �－２．径５�以下の軽石と砂粒主体．均質的

９ 黒褐 １０YR２／２ 中 弱 軽石やや多量含む．均質的．水分多い

１０ 黒褐 １０YR２／３ 中 弱 軽石多量含む．やや不均質．水分多い

�－１ 黄褐 １０YR５／８ やや強 径５～２０�の軽石層

�－２ 明黄褐＋黒褐 １０YR６／６+１０YR３／１ 弱 径５�以下の軽石と砂粒主体

�－３ 黄褐 １０YR５／８ 弱 径５～２０�の軽石層

VTP－６ 覆土土層注記

層名 土性 色調１ 色調２ 粘着性 しまり
層界の

明瞭性

層界の

起伏
そ の 他

１ 埴壌土 黒 １０YR２／１ 強 堅 明瞭 平坦 �

２ 埴壌土 褐 １０YR４／６ 強 軟 判然 不規則
�．En－ａ軽石

径０．５～２�２％混入

３ 埴壌土 褐 １０YR４／６ 強 軟 判然 不規則 �．En－ａ軽石径０．５～２�２％混入

４ 埴壌土 暗褐 １０YR３／４ 中 堅 判然 不規則
�＞�．En－ａ軽石

径１～２�３％混入

５ 壌土 黄褐 １０YR５／６ 強 すこぶる堅 判然 不規則 �

６ 砂土 黄褐 １０YR５／６ なし すこぶる堅 判然 平坦
�．En－ａ軽石径０．１～１�
と青黒い砂５０％ずつ混入

７ 壌土 黄褐 １０YR５／６ 強 堅 判然 平坦 �
８ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 明瞭 平坦 �
９ 砂土 褐 １０YR４／６ なし すこぶる堅 判然 平坦 �？

１０ 埴壌土 黒 １０YR１．７／１ 強 軟 明瞭 平坦 �
１１ 砂土 黄褐 １０YR５／６ なし すこぶる堅 判然 平坦

VTP－２ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR１．７／１ やや強 中
�＞�．径５～２０�の軽石

１０％程度含む

２ 黒褐 １０YR２／２ やや強 中 �．軽石少量．均質的

３ 褐 １０YR４／４ 中 弱
�＋�＞�．径５～２０�の軽石

１０～２０％程度含む．不均質

４ 暗褐 １０YR３／３ やや強 やや弱
�＜�．径のやや大きい軽石を

多量含む

５ 黄褐 １０YR５／８ 弱
�．径のやや大きい軽石が主体．

やや不均質

６ 黒 ７．５YR２／１ やや強 弱
�＞�．径５�以下の軽石を多量

含む．細かいローム粒多く含む

７ 黄褐 １０YR５／６ なし
�－２．径５�以下の軽石層．

均質的

８ 赤褐 ２．５YR３／６ なし
�－�２．径５�以下の軽石層．

均質的．黒色土含む．鉄分集積？

�－１ 黄褐 １０YR５／８ やや強 径５～２０�の軽石層

�－２ 黄褐 １０YR５／６ 弱
径５�以下の軽石層．

砂粒多量

�－２� 赤褐 ２．５YR３／６ やや弱 径５～２０�の軽石層

VTP－４ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR２／１ あり あり �主体．ローム含む

２ 黒 １０YR１．７／１ あり あり �主体．En－ａ軽石５％含む

３ 暗褐 １０YR３／３ あり あり �主体

４ 褐 １０YR４／６ あり あり �主体．En－ａローム

５ 黒褐 １０YR２／３ あり あり �主体．粒状En－ａローム含む

６ 黒褐 １０YR３／１ あり あり �主体

７ 黒褐 １０YR２／２ あり なし �多．En－ａ軽石含む

７� 褐 １０YR４／４ あり なし �多．En－ａ軽石含む

８ 黄褐 １０YR５／６ あり なし En－ａローム主体

９ にぶい黄褐 １０YR４／３ あり なし �多．En－ａ軽石含む

１０ 褐 １０YR４／６ あり なし En－ａローム多．軽石含む

１１ 褐 １０YR４／６ あり なし En－ａローム多．軽石１０より多

１２ 黒褐 １０YR３／１ あり なし �主体．En－ａローム含む

１３ 褐 １０YR４／６ あり なし �（En－ａローム多）．En－ａ軽石含む

１４ 褐 １０YR４／６ あり なし En－ａ軽石多．En－ａローム・砂含む

１５ 黄褐 １０YR５／８ なし なし En－ａ軽石主体

１６ 黒 １０YR２／１ なし なし En－ａ砂・腐食主体

VTP－５ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 しまり そ の 他

１ 黒 １０YR１．７／１ あり なし �軽石を少量（５％）含む

２ 黒褐 １０YR２／３ あり あり �軽石を少量含む

３ 黄褐 １０ＹＲ５／６ あり あり

４ 黒 １０YR１．７／１ あり なし

５ 黄褐 １０ＹＲ５／６ あり あり

６ 黄褐 １０ＹＲ５／８ なし なし 砂礫．黒色土塊を含む

７ 黒 １０YR２／１ ややあり ややあり �軽石を多く（１０％）含む

VTP－７ 覆土土層注記

層名 色調１ 色調２ 粘着性 堅密度 そ の 他

１ 黒褐 １０YR３／１ 弱 軟 �
２ 暗灰黄 ２．５Y４／２ 弱 軟 �＞�．４より�多い

３ 黄褐 ２．５Y５／６ 弱 軟 �＞�
４ 暗灰黄 ２．５Y５／２ 弱 軟

５ 黒褐 １０YR３／１ 弱 軟 �＋�
６ 黒褐 １０YR２／３ 弱 軟

７ 明黄褐 １０YR６／６ 弱 軟 �多い

８ にぶい黄褐 １０YR５／４ 弱 軟 �＞�
９ にぶい黄褐 １０YR５／３ 弱 軟 ８よりも�多くTa－ｄ２粒混じる

１０ 明黄褐 １０YR６／８ なし 堅 �
１１ 褐灰 １０YR４／１ 弱 軟 �＞�
１２ 明黄褐 １０YR６／８ なし 堅 �
１３ 灰黄褐 １０YR４／２ 弱 軟 Ta－ｄ２粒少し混じる

１４ 明黄褐 ２．５Y６／８ 弱 軟 �
１５ 黄褐 ２．５Y５／６ なし 堅 �
１６ 黒褐 １０YR２／３ 弱 軟 �

表�－１ Ｔピット覆土土層注記
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図�－１７ 土器集中

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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表�－２ 検出遺構一覧

遺 構 名
挿図
No．

図版
No．

調査区
規 模（ｍ） 時 期

（縄文時代）
備 考

確認面の長径×短径 床・底面の長径×短径 深さ厚さ

住

居

跡

VH－１ �－３・４ ３，１６

Ｋ８５
Ｋ８６

２．６２×２．３８ （柱穴間の距離）

後期中葉

Ｈ１９阿部、
Ｃ１４年代測定、
樹種同定

HF－１ �－３・４ ３ ０．７６×０．７６ ０．１２
HP－１ �－３・４ ３ １．１６×１．１０ ０．９０×０．８７ ０．３２
HP－２ �－３・４ ０．４８×０．３６ ０．３３×０．２９ ０．５４
HP－３ �－３・４ ３ ０．３０×０．２８ ０．２６×０．２５ ０．５７
HP－４ �－３・４ ３ ０．３５×０．３３ ０．３２×０．２７ ０．４５
HP－５ �－３・４ ０．３１×０．２８ ０．２０×０．１８ ０．３７
HP－６ �－３・４ ０．１９×（０．１３） ０．０８×０．０８ ０．４８
HP－７ �－３・４ ０．４８×０．４０ ０．３８×０．２７ ０．４０
HP－８ �－３・４ （０．３３）×０．３１ ０．３０×０．２６ ０．２０
HP－９ �－３・４ ０．１２×０．１１ ０．０３×０．０３ ０．２８
HP－１０�－３・４ ０．４０×０．３８ ０．２８×０．２７ ０．４１
HP－１１�－３・４ ０．５７×０．３０ ０．４０×０．２２ ０．１９

VH－２ �－５ ４，１３，１６

Ｌ８６
Ｍ８５
Ｍ８６

３．７５×３．５０ （柱穴間の距離）

Ｈ１９阿部、
Ｃ１４年代測定、
樹種同定

HF－１ �－５ ４ １．２２×０．６６ ０．１２
HP－１ �－５ ４ ０．３０×０．３０ ０．２６×０．２２ ０．５０
HP－２ �－５ ０．３４×０．３０ ０．２７×０．２４ ０．４７
HP－３ �－５ ４ ０．３８×０．３２ ０．３３×０．２７ ０．５８
HP－４ �－５ （０．４０）×（０．３８） ０．２９×０．２７ ０．５２
HP－５ �－５ ０．２６×０．２４ ０．２４×０．２２ ０．４９
HP－６ �－５ ０．２２×０．２２ ０．１７×０．１５ ０．４９

VH－３ �－６ ５，１３，１４Ｍ８４・８５ ２．８０×２．３５ ２．６６×１．９６ ０．５４
中期後半 Ｈ１９阿部

HF－１ �－６ ５ Ｍ８４・８５ ０．５４×０．３５ ０．０５

土

坑

VP－１ �－７ ５ Ｌ１４ １．８２×１．２４ １．４１×０．８５ ０．３８
中期

Ｈ１９遠藤

VP－２ �－７ ５ Ｇ・Ｈ１３ １．１７×１．１７ ０．８０×０．７４ ０．２３
VP－３ �－７ ６ Ｇ１３ ０．７４×０．７２ ０．６２×０．５０ ０．２５
VP－４ �－７ ６，１５，１６Ｃ９ ０．９０×０．７３ ０．５０×０．１３ ０．５６

中期末葉
VP－５ �－８ ６，１５ Ｃ８・９ １．９９×１．８２ １．４９×１．４５ ０．３０
VP－６ �－９ ６ Ｂ８ １．０２×０．８０ ０．５３×０．４９ ０．３９

中期
VP－７ �－９ ７ Ｋ１１ ０．７４×０．６８ ０．３８×０．３２ ０．２５

Ｈ２０新家

VP－８ �－９ ７ Ｃ７ １．１０×０．９３ ０．６９×０．６０ ０．３３
VP－９ �－１０ ７ Ｑ２４ １．３３×０．８８ １．１４×０．５４ ０．４８
VP－１０ �－１０ ８，１５ Ｓ３７・３８ （２．７４）×（１．１２） （２．００）×（０．８０） ０．５６

中期末葉
VP－１１ �－１０ ８ Ｏ４１ ２．４７×２．３６ １．９６×１．７０ ０．５０
VP－１２ �－１１ ８ Ｉ４２・４３ ２．３１×２．１６ １．７３×１．６０ ０．５３
VP－１３ �－１１ ８ Ｎ４１ １．６０×１．４２ ０．９１×０．７０ ０．３１
VP－１４ �－１１ Ｒ７８ １．５８×１．５７ １．３５×１．３２ ０．４２ 晩期後葉以前

Ｈ１９阿部

VP－１５ �－１２ Ｎ８５ ２．６６×１．９０ ２．３６×１．５６ ０．３３ 中期後半
VP－１６ �－１２ Ｌ８２ １．４０×１．１３ ０．９０×０．７０ ０．５０ 晩期

Ｔ
ピ
ッ
ト

VTP－１ �－１３ ９ Ｎ７６ １．８３×０．９０ １．５４×０．５３ ０．８６
晩期後
葉以前

VTP－２ �－１３ ９ Ｏ・Ｐ７０・７１ ３．６６×０．７８ ３．２２×０．３２ １．３０
VTP－３ �－１４ ９ Ｓ６７・６８ ３．６５×１．６２ ３．２２×０．５６ １．３０
VTP－４ �－１４ ９ Ｓ７２ １．４０×１．１６ １．００×０．４４ １．３８ Ｈ１９宗像

VTP－５ �－１５ １０ Ｇ２８ １．８０×０．８４ １．２５×０．３５ １．１４
中期末葉？

Ｈ１９酒井

VTP－６ �－１５ １０ Ｊ３０ ３．０４×０．９３ ２．６８×０．２０ １．６０ Ｈ２０新家

VTP－７ �－１６ １０ Ｃ９ （１．５０）×（０．７４） ０．７５×０．２２ ０．７４
中期末葉
より新しい

Ｈ１９遠藤

焼

土

VF－１ �－１６ １１ Ｋ８４ ０．５０×０．４４ ０．０７ 後期中葉 Ｈ１９阿部

VF－２ �－１６ １１ Ｌ・Ｍ７７ ０．９８×０．７９ ０．１７
中期後半～
後期中葉

Ｈ１９阿部、
Ｃ１４年代測定、
樹種同定

土器

集中

土器集中２ �－１７ １１，１６ Ｋ８４ 約１．０×０．７
後期中葉 Ｈ１９阿部

土器集中３ �－１７ １１，１６ Ｊ・Ｋ８３ 約１．２×０．９
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表�－３ 遺構出土遺物点数一覧

遺

構

名

分
類

層
位

土 器

土

器

計

石 器

石

器

計

総

計
�ｂ �ａ �ｂ �ｃ

不

明

石

鏃

石
槍
・
ナ
イ
フ
類

石

核

剥

片

石
斧
原
材

た
た
き
石

原

石

礫
・
礫
片

VH－１

覆 土 １０８ １ １０９ １０９

HP－１ 覆 土 １ １ １

HP－１ 覆土中位 １ １３ １４ １４

HP－６ 覆 土 １ １ １

HF－２ 焼土上面 ２ ２ ２

計 １ １ １ １１２３ １ １２６ １２７

VH－２

覆 土 ４ １８ ２２ ２ ２ ２４

覆土下位 ３ ２ ５ １ １ ２ ７

計 ７ ２０ ２７ １ ３ ４ ３１

VH－３

覆 土 １ １ １

覆土最下層 ４８ ４８ １ １ ４９

床面直上 １５９ １５９ １５９

HP－１ 坑底 ３ ３ ３

計 ２１０ ２１０ ２ ２ ２１２

VP－１ 覆 土 １ １ １

VP－２ 覆 土 ３ ３ ３

VP－４ 覆 土 ７ ７ １ ２ ３ １０

VP－５

坑口部 １０ １０ １２ １２ ２２

覆 土 ７ ７ １ ２２ ２３ ３０

覆土１ ４４ ４４ ２７ ２７ ７１

覆土８ ３３３ ３３３ ３１ ３１ ３６４

計 ４０１ ４０１ １ ９２ ９３ ４９４

VP－１０

覆 土 ２ ２ ６ １ ７ ９

底 ２ ２ ２

計 ４ ４ ６ １ ７ １１

VP－１１

覆 土 ４ ４ １ １ ２ ６

底 ４ ４ １ ２ ３ ７

計 ８ ８ １ １ １ ２ ５ １３

VP－１２

覆 土 ４ １ ５ ５

底 １ １ １ １ ２

計 １ １ ５ １ ６ ７

VP－１３ 覆 土 ２ ２ １ １ ３

VP－１５ 覆土下位 １ １ １

VP－１６ 覆土１ １ １ １

VTP－１ 覆土上位 １ １ １

土器集中２ � １８８ １８８ １８８

土器集中３ � １２８０ ２８１ ２８１

VF－２ 焼土中 １ １ １

総 計 ６３３ ２４７５ ２１ ２１，１３３ １ ３ １２３８ １ ２ １ ５２５２ １，３８５

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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６ 遺構出土の遺物

VH－２（図�－１８、表�－４、図版１３）

（１）土器

１は�群ａ－３類。入江式の胴部片。磨消と帯縄文で角形の渦巻文様を構成するもので、帯縄文の

端部は鉤状をなしている。覆土１の出土であり、流れ込みの可能性が考えられる。

２・３は�群ｃ－１類。堂林式。２は口縁部片。口唇断面が切り出し状を呈し、内側が肥厚する。

平行沈線が３条巡り、沈線間に突瘤が付されている。地文は羽状縄文。精製された胎土である。３は

やや上げ底気味の底部片。２・３とも覆土下位の出土。胎土中に黒色の微細な鉱物片を多く含む。

VH－３（図�－１８・１９、表�－４、図版１３・１４）

図示した土器はすべて�群ｂ類、柏木川式である。

１は覆土５および覆土下で出土したもの。肥厚帯が口縁部を巡り、数条の平行沈線が横環する。平

行沈線は不整で、場所により数が一定しないが、５条を基調とする。１番上の沈線は肥厚帯上、次の

沈線は肥厚帯下を縁取るように巡る。地文はＬＲ斜行縄文。胎土は砂質で、全体的に器面の剥落が著

しい。１ａ・１ｂは口縁部片。１ａは口縁に粘土帯を２本貼付け、逆Ｕ字の貼付帯を施したもの。口

唇上と、貼付帯上には刻みと刺突が加えられている。１ｃは胴部片。

２・３は覆土下で出土したもの。２は胴部がやや膨らみ、口縁部が開く器形。頚部に貼付帯が１条

横環し、円形の凹み穴が連続的に横環する。この凹み穴はそれぞれ左右から粘土を削り取って作出し

たとみられる。凹みの中心に縦位の線が残っている。口唇上は径５�の中空工具による刺突文を充填

している。地文はＬＲ斜行縄文。胎土は砂質。３は胴部片。地文はＬＲ斜行縄文。焼きしまった土器

である。内面はナデ調整。鈍い光沢がある。

４はHP－１から出土したもの。山形の突起を持つ。口縁部をバンド状の薄い貼付帯が横環し、口

唇上、貼付帯上、貼付下を中空の工具による連続的な刺突列が巡る。貼付、刺突とも山形の波頂部に

向けてハの字に収束している。胴部は３条の沈線が横環する。肥厚帯を縁取る刺突列と、沈線の間は

縦位の沈線が密に引かれている。この縦位の沈線は山形の突起下において密であるが、波頂部をなさ

ない右側にも少し続いており、変則的である。地文はＬＲ斜行縄文であるが、縦位の沈線を密に施し

ている周辺は横走しており、沈線と縄文が縦横に交差する意匠となっている。内面はナデにより、一

部鈍い光沢を呈する。胎土はやや砂質。白色岩片と繊維を含む。

VP－４（図�－２０、表�－４、図版１５）

１は�群ｂ類、北筒�式（トコロ６類）。口唇断面は角形。網目状の撚糸文を地文とし、口唇上に

はヘラ状工具による押引が施されている。胎土に砂礫と繊維を含んでおり、チャート質の赤い砂粒も

観察される。

VP－５（図�－２０、表�－４、図版１５）

すべて�群ｂ類、北筒�式（トコロ６類）。いずれも覆土８出土破片を主体とする。１・２は口縁

部片。いずれも綾繰斜行縄文を地文とする。１は貼付上に押引文を２段横環させ、押引間に綾繰文を

付す。口唇上にも押引が施されている。胎土中に白色岩片を含む。２は山形の波頂部から半截竹管状

工具による垂直方向の刺突が加えられたもの。口唇上には半截竹管状工具による刺突文が充填されて

いる。口唇内面にも縄文を施文しているが、横方向のヘラ削りでほとんど消失している。胎土は砂質。

梅川４遺跡（２）
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図�－１８ 住居跡出土の土器（１）
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図�－１９ 住居跡出土の土器（２）

梅川４遺跡（２）
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図�－２０ 土坑出土の土器（１）

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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繊維も若干含む。３は肥厚帯を持たない。頚部を境にして口縁部が開く。口唇断面は丸みを帯びる。

円形刺突文は施されていない。口縁部内面には縄文が施文されている。地文はＲＬ原体による結束と

綾繰の斜行縄文を基調とするが、部分的にＬＲ原体の斜行縄文も施されている。また、原体の施文方

向がやや不規則で、二重三重に施文された部位もある。器面調整は内外面共に指頭圧痕が顕著で、弱

いナデ調整も観察される。このため縄文は一部が不規則に消失している。胎土に繊維を含み、赤褐色

を呈する。４は筒形の土器。下半部のみの復元。地文は綾繰斜行縄文を基調とするが、部分的に羽状

を呈しているところもある。胎土は角閃石や長石等の黒色鉱物、砂粒を多く含む。

同一遺構、同一覆土内出土の北筒式であるが、胎土、器形、文様等それぞれ異なった特徴を持つ資

料である。

VP－１０（図�－２１、表�－４、図版１５）

１は�群ｂ類、北筒�式（トコロ６類）。山形の肥厚部を持つ口縁部片。口唇断面は角形。口唇部

の上面観は多角形をなすと考えられる。口縁部肥厚帯には２段の押引文が巡る。押引文は口唇上にも

施されている。斜行縄文が内外面に施されている。色調は黒色を呈し、焼きしまって硬い。

土器集中２（図�－２２、表�－４、図版１６）

１は�群ｂ－２類。手稲式。ＲＬ原体の斜行縄文が施された深鉢である。口唇断面がやや肥厚し、

丸みを帯びた角形で、底部付近は縄文を施文していない。頚部に段を持ち、口縁部にかけて垂直に立

ち上がる器形。内面調整は屈曲部までの胴部下半が垂直方向、口縁部が水平方向である。

土器集中３（図�－２２、表�－４、図版１６）

いずれも�群ｂ－３類、�澗式。１は大型の深鉢。頚部が屈曲する器形。１ａは口縁部片、１ｂは

胴部片。口唇断面はやや丸みを帯びた角形。口唇沿いと、屈曲部を巡る沈線下に斜位の太刻み列を施

している。地文はＬＲ原体とＲＬ原体の斜行縄文。胎土中に砂粒と、微量の白色岩片、繊維を含む。

２は頚部破片。沈線を横位に巡らせ、その下部に先端の鋭い工具による弧線文を充填させている。

（影浦）

図�－２１ 土坑出土の土器（２）

梅川４遺跡（２）
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図�－２２ 土器集中の土器
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（２）石器

VH－１（図�－２３、表�－５、図版１６）

１は黒曜石の石鏃である。有茎で、先端が少し欠けている。VH－１の付属施設、HP－１から出

土している。

VH－２（図�－２３、表�－５、図版１６）

１は黒曜石の石槍である。有茎で、剥離調整が粗く、未成品である。

VP－４（図�－２３、表�－５、図版１６）

１は玄武岩製、２は砂岩製のたたき石である。握りこぶし大の礫の周縁をたたいている。同じよう

なたたき石は、包含層からも２５点出土している。 （新家）

図�－２３ 遺構出土の石器

梅川４遺跡（２）
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表�－４ 遺構出土掲載土器一覧

挿図
番号

掲載
番号

図版
番号

遺構（発掘区） 層位
遺物
番号

点数
接合
点数

分類 部位
整理
番号

出土
年度

�－１８ １ １３ VH－２ 覆土 ８ ２ ２ �ａ 胴部 拓Ａ－１ Ｈ１９年

�－１８ ２ １３

VH－２ 覆土下位 ４ １

３ �ｃ 口縁 拓Ａ－３

Ｈ１９年

（Ｍ－８６） � ２４ １ Ｈ１９年

（Ｍ－８６） � ２７ １ Ｈ１９年

�－１８ ３ １３ VH－２ 覆土 ２ １ １ �ｃ 底部 拓Ａ－２ Ｈ１９年

�－１８

１ａ １３ VH－３ 床上 ５ ２１ ２１

�ｂ

口縁 拓Ａ－５－ｂ Ｈ１９年

１ｂ １３
VH－３ 覆土下 ２ ６

８ 口縁～胴部 拓Ａ－５－ａ
Ｈ１９年

VH－３ 床上 ５ ２ Ｈ１９年

１ｃ １３ VH－３ 床上 ５ ８ ８ 胴部 拓Ａ－５－ｃ Ｈ１９年

�－１９ ２ １４ VH－３ 覆土下 １ ２ ２ �ｂ 口縁～胴部 拓Ａ－６ Ｈ１９年

�－１９ ３ １４ VH－３ 覆土下 ３ ２ ２ �ｂ 胴部 拓Ａ－４ Ｈ１９年

�－１９ ４ １４

VH－３ HP－１ 覆土下 ４ ６

８ �ｂ 口縁～胴部 拓Ａ－７

Ｈ１９年

（Ｎ－８５） � ９８ １ Ｈ１９年

（Ｌ－８３） � １４ １ Ｈ１９年

�－２０ １ １５
VP－４ 覆土 ２ １

２ �ｂ 口縁 拓No．１９
Ｈ１９年

（Ｊ－５） � ３ １ Ｈ２０年

�－２０ １ １５

VP－５ 覆土８ ３ １

３ �ｂ 口縁 拓No．１

Ｈ１９年

（Ｃ－８） � ３ １ Ｈ１９年

（Ｃ－９） � ２ １ Ｈ１９年

�－２０ ２ １５

VP－５ 覆土８ １ ２

１０ �ｂ 口縁 拓No．３

Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ２ １ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ３ １ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ４ ５ Ｈ１９年

（Ｃ－１０） � １ １ Ｈ１９年

�－２０ ３ １５

VP－５ 覆土８ １ ８

６７ �ｂ 口縁～底部 復No．１

Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ２ ６ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ３ １６ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ４ ２４ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ １８ ５ Ｈ１９年

（Ｃ－８） � ３ ４ Ｈ１９年

（Ｃ－８） � ５ ３ Ｈ１９年

（Ｃ－９） � ２ １ Ｈ１９年

�－２０ ４ １５

VP－５ 覆土８ １ ６

２２ �ｂ 胴部～底部 拓No．６４

Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ３ ３ Ｈ１９年

VP－５ 覆土８ ４ １１ Ｈ１９年

（Ｃ－８） � ３ １ Ｈ１９年

（Ｃ－９） � ２ １ Ｈ１９年

�－２１ １ １３ VP－１０ 底 ４ １ １ �ｂ 口縁 拓No．６７ Ｈ２０年

�－２２ １ １６

土器集中２ � １ ９０

１６０ �ｂ 口縁～胴部 復Ａ－５

Ｈ１９年

（Ｊ－８４） � ６ ５ Ｈ１９年

（Ｊ－８５） � ３ ３ Ｈ１９年

（Ｋ－８４） � ４ ４６ Ｈ１９年

（Ｋ－８５） � ４ １５ Ｈ１９年

（Ｋ－８５） � ８ １ Ｈ１９年

�－２２

１ａ １６ 土器集中３ � ２ ７ ７

�ｂ

口縁 拓Ａ－８－ａ Ｈ１９年

１ｂ １６
土器集中３ � ２ ７

１１ 胴部 拓Ａ－８－ｂ
Ｈ１９年

（Ｊ－８３） � ４ ４ Ｈ１９年

�－２２ ２ １６ 土器集中３ � ２ ２ ２ �ｂ 口縁 拓Ａ－９ Ｈ１９年

表�－５ 遺構出土掲載石器一覧

遺構名
挿図・掲載

No．
図版 No． 器種名

遺物
No．

層位
長さ×幅×厚さ

（�）
重量
（ｇ）

石材

VH－１ �－２３－１ １６ 石鏃 ３ HP－１覆土中位（４．１５）×２．２２×０．７３ ３．０ 黒曜石
VH－２ �－２３－１ １６ 石槍・ナイフ類 ６ 覆土下位 ４．８１×２．２３×０．９９ ６．６ 黒曜石
VP－４ �－２３－１ １６ たたき石 ３ 覆土 ６．６８×６．３１×６．１５ ４５０．３ 玄武岩
VP－４ �－２３－２ １６ たたき石 ４ 覆土 ６．８０×７．９８×５．７５ ４５３．０ 砂岩

� 第�黒色土層の遺構とその遺物
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� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物

概要（図�－１～４、表�－１、図版１７～２７）

１ 土器

包含層�層（第�黒色土層）からは１４，６７６点の土器片が出土した。�～�群がある。�群６，８１３点

（約４６％）、�群５，７３９点（約３９％）が多く、�群７３点、�群（ｂ類）１３点が少ない。�群は手稲式～

堂林式の資料が多い。�群は大半が北筒�式（トコロ６類）である。

ほかに�群土器が１，１９０点、�群土器が５３点出土しているが、自然の営為による混在と判断される

ため、今回の報告では扱わない。

分布傾向を述べる。

�群は調査区全域において出土しているが、調査区南、とりわけＣ地区の３～１５ライン間に多く分

布しており、北側へ向かうほど漸減する。本報告�章の検討結果から、石狩低地帯の北筒式は縄文時

代中期中頃に型式幅の初源が遡る可能性が考えられるが、その古手の北筒式は５０ライン以南のＢＣ地

区に分布のまとまりがある。Ａ地区では出土していない。

�群ａ類は、大半がタプコプ式。主に調査区北側のＡ地区で出土した。

�群ｂ類はウサクマイＣ式、手稲式、�澗式。Ｂ地区の３１～３８ライン間、Ａ地区７５～８９ライン間に

分布の集中がある。

�群ｃ類はほとんどが堂林式。主に調査区北側、Ａ地区の７０～８７ライン間に分布する。

�群は主に調査区北側、Ａ地区の７３～８４ライン間に分布の集中がある。

以上をまとめると、縄文時代中期では調査区南側に分布の中心があり、後晩期では調査区の北側、

祝梅川小野遺跡寄りに分布の中心が移り変わる。

縄文時代早期の土器（図�－５－１・２、表�－２、図版１７）

すべて�群ｂ類。東釧路系土器である。全体に摩滅した小片が多く、器形復元に至ったものはない。

１は組紐圧痕文が施されたもの。東釧路�式あるいはコッタロ式に相当すると考えられる。２は横位

の細貼付帯が巡るもの。貼付帯の間は細い短縄文が充填されている。中茶路式。

表�－１ 包含層出土土器点数一覧

�ｂ �ｂ－３ � �ａ �ｂ � �ｂ � �ａ �ｂ �ｃ

� ８ ５ １ ６２ １０ ５，７３９ ６２２ ２９６ ４，００３ １，８９２

� ２ １２ １
攪乱

排土 １ ８ ９２ １５ １ ７ ２
不明

計 ８ ５ １ ６５ １０ ８ ５，８４３ ６３７ ２９７ ４，０１１ １，８９４

� �ｂ �ｃ � �ａ � 現代の器 不明 土製品等 計

� １７ ６１５ １，１９０ ５３ １５３ １０ １４，６７６

� １５
攪乱

排土 ４，４３６ ７ ８，５７８ ９７ ７ １２ １ １０，３３５ ４ ２３，６０３
不明

計 ４，４５３ ７ ９，１９３ １，２８７ ７ ６５ １ １０，４８８ １４ ３８，２９４

※ 攪乱は�層の攪乱も合算されている。風倒木痕も含む。
※※ 土製品等は焼成粘土塊を含む。
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縄文時代前期の土器（図�－５－３～５、表�－２、図版１７）

�群ａ類（６３点）と�群ｂ類（１０点）からなる。

３と４は�群ａ類。３は横走気味の縄文。美々７式に相当すると考えられる。４は条が幅広。不整

な撚りのＲＬ斜行縄文が施され、胎土に繊維を含む。綱文式。

５は�群ｂ類。複節斜行縄文が施されたもの。内面は丁寧に磨かれ光沢があり、赤褐色を呈する。

円筒下層ｄ式に相当すると考えられる。�群ｂ類は磨耗した胴部小片のみの出土である。

縄文時代中期の土器（図�－５～１１－６～７４、表�－２、図版１７～２０）

すべて�群ｂ類。大半が北筒�式（トコロ６類）である。

６は肥厚帯を持たない。ヘラ状工具による連続的な押引が口唇上と口唇沿いに施される。口唇沿い

の押引は１回が７～８�と間隔がほぼ一定しており、丁寧な施文。その下に幅１．６～１．７�の無文帯、

１段の撚りの斜行縄文、幅１．５�の撚糸文の横環が整然と続く。撚糸文の下は綾繰文と斜行縄文がか

すかに観察されるが、ナデ調整で消失しており判然としない。円形刺突は無文帯と斜行縄文にまたが

って、割印状に、最後に加えられている註１。内面および外面の無文部は横方向の弱いナデ調整。全

体に硬く焼きしまっており、鈍い光沢を持つ。色調は暗赤褐色。７は口縁部肥厚帯から胴部にかけて

横位連続の押引文を多段巡らせたもの。押引は１回が４�前後と精緻で細かい。先端を欠くが２本組

の突起を口縁部に持つ。個々の突起からは縦位の押引を垂下させている。７ａの下端から、胴部にか

けて横位の押引が数段巡っている。全体的には押引で格子状の文様帯を構成している。地文はＬＲ原

体の綾繰斜行縄文。口縁部内面にも縄文の施文が認められるが、施文方向は一定しない。７ｂは縄文

が横走気味。円形刺突文は押引文と縄文の間に施されている。８は断面三角形の肥厚帯に幅１．２�の

押引文を２段巡らせ、押引間に綾繰文を施している。口縁に小突起が欠失した痕がある。押引が肥厚

帯下の胴部にも施されていることから７とほぼ同時期と考えられる。６～８は胎土に火山灰、白色岩

片、砂、繊維を含む。

９～１４は貼付文を有するもの。貼付による文様帯註２の構成は、いずれも口縁部肥厚帯下に展開す

る。９・１０は格子状の文様帯を構成する。地文は綾繰斜行縄文で、口唇内面にも縦位の回転で施文し

ている。いずれも口縁の波頂部を中心として、その左右に縦の貼付を垂下させ、短い横の貼付で縦横

を連結させている。口唇断面は角形。１０は口唇上に押引文を連続させている。９・１０とも山形の波頂

部に垂直方向の刺突を加えているが、９については波頂部が欠失しており、刺突孔の最奥部分をかろ

うじて確認できるのみである。１０は縦位の貼付文上の押引が口縁部肥厚帯の上にも連続して及んでい

る。１０は赤彩土器。１１は断面三角形の貼付が横環し、そこに斜位の貼付が組み合わさったもの。口唇

沿いと断面三角形の貼付下に沿って半截竹管状工具による押引が連続的に巡る。また斜位の貼付の上

にも押引文が施されている。口唇上にも刻み様の文様が認められるが、ナデで消失しており判然とし

ない。１２は口唇沿いに押引文が２段横環し、その下にバンド状の貼付が１条囲繞する。貼付帯上には

ＬＲ原体による斜行縄文が施されている。円形刺突文は、貼付帯上と胴部外面に割印状に加えられて

いる。小片ではあるが、６同様、古手の特徴を有するものと判断される。１３・１４は貼付の交点に中空

の工具による小円形刺突文が加えられたもの。１３は貼付の断面が三角形を呈する。貼付には半截竹管

状工具により連続的な押引を加えた痕跡があるが、その後、ケズリで断面三角に整形したと見られ、

押引の単位は痕跡程度にしか確認できない。１４は胴部片。貼付の断面が、平坦な四角形を呈する。貼

付の両脇に沈線が引かれ、やや浮き彫り状である。貼付上は押引が連続的に施されているが、施文後

のナデ調整で表面を均され、あまり明瞭ではない。

梅川４遺跡（２）
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図�－５ 包含層の土器（１）
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図�－６ 包含層の土器（２）

梅川４遺跡（２）
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１５～２１は文様帯を構成しないもの。

１５～１７は肥厚帯上に多段の押引があるもの。１５は綾繰羽状縄文、１６は結束第一種羽状縄文、１７は綾

繰斜行縄文を地文とする。１６は口縁部の肥厚帯がバンド状。内面は縦位の羽状縄文が胴部まで及ぶ。

１７は９同様、押引間に地文が残る。口縁部内面の縄文の施文方向は縦位。

１８～２１は細い半截竹管状工具により２本単位で沈線状に押引したもの。萩ヶ岡遺跡で萩ヶ岡２式の

メルクマールとされた「１ａ・１ｃ文」に類似する。１９は摩滅が著しい赤彩土器。縦位の細い貼付が

剥落したような痕跡も認められるが、摩滅のため判然としない。２０・２１はいずれも口縁に山形の小突

起を持ち、波頂部に垂直方向の深い刺突が加えられている。地文は綾繰の羽状縄文。

２２～４５は口縁部肥厚帯に押引文、刻み、刺突文が施されたもの。

２３～３０・３２・３４・３６・４４は口縁部に山形の小突起を持つ。

２２・２７～２９・３１・３２・３４・３５・３７は半截竹管状工具による突きが強い。この押引は江別市萩ヶ岡遺

跡において萩ヶ岡３式（天神山式）の文様要素とされた２ａ～２ｃ文に類似する。

２２～２７は押引によって文様帯を構成するもの。縦位あるいは、斜位に１～２条の押引が施されてい

る。２２は肥厚帯上と肥厚帯下で押引文が２段横環する。斜位の押引が２条、一点から左右に分かれて、

鋭角をなす。地文はＬＲ斜行縄文。器表面に炭化物の付着が著しい。２３は口縁部の小突起の下に縦位

の押引が垂下する。肥厚帯は幅が狭く薄い。バンド状の貼付帯を口唇沿いに付して肥厚帯としたもの

であることが、割れ口から窺われる。半截竹管状の工具による垂直方向の刺突が小突起の波頂部に加

えられている。胎土は砂質。２４はヘラ状工具による押引文が２段巡り、その下に縦位の押引が垂下す

る。肥厚帯は非常に薄い。口縁部に小突起があり、その右に縦位の押引文があることから、小突起を

中心に左右２条の押引が垂下していたと考えられる。胎土中に角閃石、長石等の黒色鉱物を含む。焼

成が良く、赤褐色を呈する。赤彩土器。２５は小突起から押引風の刺突が縦位に垂下している。刺突は

繊維質のヘラ状工具によって、斜め下から突いたものである。山形小突起の波頂部からは開口部径７

�の刺突が垂直方向に加えられている。胎土には白色砂と繊維を豊富に含む。２６は精製された粒度の

細かい粘土を胎土とする薄手の土器。口縁部肥厚帯上に押引文を２段巡らせている。胴部には縦位な

いしは斜位の押引文を垂下させている。地文はＬＲ斜行縄文。口唇内面には縄文が横位に施文されて

いる。胎土中に白色岩片と砂、繊維を含む。２７は全体に横方向のナデが施され、ほとんど判然としな

いが、円形刺突文を基点として、左右に斜位の押引文を引いた痕跡がみられる。円形刺突文は半分割

れているが、縁に右側の押引文が確認できる。胎土中に白色岩片と、繊維を含む。

２８は口唇上と口唇内面にも押引が横環する。

２９は小突起の波頂部に半截竹管状工具による垂直方向の刺突が加えられている。

３０は頚部が大きく屈曲する。口唇上と肥厚帯上にヘラ状工具による押引文が施されている。円形刺

突文が２つあるが、施文具が異なっているようである。地文は撚りの緩い綾繰斜行縄文。

３１・３２は先端がギザギザな半截竹管状工具を使用したもの。３１は肥厚帯上の押引が深い。３２は口唇

がやや肥厚して外に開く器形。一部が突起状に肥厚して外に突き出ている。地文は綾繰斜行縄文であ

るが、一見、撚糸文風に条同士の間隔が不均一に開き、条の単位で乱れている。施文時に原体が器面

によく密着していなかったものであろう。

３３は半截竹管状工具の最曲部を欠いたもの、あるいはヘラ状の工具を２本Ｕ字状に組み合わせた工

具によるもの。押引というより、刺突に近い施文。

３４～３７は強い押しと緩い引きの繰り返しで、押しの間が開き気味である。３４は口縁部に小突起が２

つ並ぶ。小突起の間の谷部分では縦位の押引が垂下する。

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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図�－７ 包含層の土器（３）

梅川４遺跡（２）
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３８は角棒状の工具による刺突列が１段横環する。地文は、刺突列を境にして原体を変えた羽状縄文。

口唇上には半截竹管状工具による押引文が施されている。

３９～４３・４５・４８～５４・５７は口縁部肥厚帯を持ち、肥厚帯下に円形刺突文が巡るもの。

３９・４０はヘラ状工具による連続的な押引文が１段横環する。いずれも口唇上に押引文が施され、３９

は口唇内面にも押引が付されている。赤褐色を呈し、均一な粒度の砂粒を基調とした胎土中に、石英

砂を多く含んでいる。「仮称富良野盆地系土器」註３と考えられる。

４１は頚部が屈曲し、口縁部肥厚帯が垂直に立ち上がる器形。肥厚帯上にヘラ状工具による刻みが連

続的に加えられている。地文はＬＲ斜行縄文。

４２・４３は爪形文。鋭利なヘラ状工具で半弧状の刻みが連続的に加えられている註４。胎土中に繊維

を含む。

４４は山形の小突起下の口縁部肥厚帯が瘤状に隆起し、そこに刺突を充填させたもの。突起の頂部か

ら垂直方向に深い刺突が加えられている。円形刺突文の開口部径は１．１�。

４５・４６は胴部片。４５は繊維質の半截竹管状工具による押引が横環するもの。４６は器壁が薄い。小型

土器の破片と思われる。押引は縦位。

４７～５２は肥厚帯上に、押引や刻みや刺突を持たないもの。

４７・４８は復元個体。両者は口唇上に山形の小突起を有し、その突起の頂点に垂直方向の深い刺突が

加えられている点で共通するが、器形、地文、胎土は異なる。

４７は波頂部が５か所。口唇の上面観はほぼ正円。頚部がやや屈曲し胴部がわずかに膨らみ底部に向

けて窄まる器形。地文はＬＲとＲＬの結束羽状縄文。全体にやや摩滅しているが、内面調整は横方向

の削りとナデである。胎土に繊維と砂礫を多く含み、色調は赤褐色を呈する。

４８は波頂部が６か所。口唇の上面観は六角形を呈する。胴部下半を欠くが、ほぼ直線的な器壁と推

定される。地文は２段撚りＬＲ原体の横位回転文。内面に指頭圧の痕が顕著に観察される。円形刺突

によって盛り上がった内面部は刺突具の抜き取りに際して粘土が引っ張られ中央が小さく凹んでい

る。粘土が軟らかいうちに刺突が施されたと考えられる。胎土に砂礫を含み、色調はくすんだ黄灰色。

４９・５０は結束第１種羽状縄文を地文とする。胎土に繊維と砂を含む。円形刺突文は径２�ほどの中

空の工具を用いている。５０は刺突のたびに工具を回して、外面の径を広げているため、断面は開く。

外面の径は５～６�。４９は底面を除く器表面全体に縄文を施文しているが、底部付近は、最後に指頭

押圧で締めた痕跡があり、わずかにくびれる部位もある。焼成は良く、全体に焼きしまっている。

５１は口縁部肥厚帯が内外面とも指頭圧による凹凸が顕著。綾繰文が深めに施文されている。胎土に

長石、角閃石等の細砂粒を含んでいる。

５３は剥落と本来の歪みによってやや判然としないが、口唇部が小波頂部を持つ。波頂部からは中空

の工具によって垂直方向の刺突が加えられている。波頂部以外の口唇部には斜め方向に浅い刺突が連

続して加えられている。原体の施文方向がやや不整。原体の施文方向を意図的にずらすことで、波頂

部を中心に縄文を放射状の意匠にした可能性もある。胎土は精製された粘土で、白色岩片、繊維を含

む。

５４～５７は先端が二股に分かれた工具によって、刺突風の押引を加えたもの。５５は口縁がやや外反す

る。口唇沿いに押引が１段横環し、その上下に細い刺突文が巡る。押引文と上下の刺突文は間隔が連

動しており、同時に施文されたと考えられる。円形刺突は径７�。地文は綾繰斜行縄文である。５６は

口唇を欠く。口縁部肥厚帯は断面三角形である。残存部から口唇部に山形の波頂部があり、波頂部下

の肥厚帯が縦位に隆起していたものと推定される。肥厚帯の下縁に刺突風の押引文が巡る。割れ口に
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図�－８ 包含層の土器（４）

梅川４遺跡（２）
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図�－９ 包含層の土器（５）
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図�－１０ 包含層の土器（６）

梅川４遺跡（２）
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一部、円形刺突文がかかる。径は１．２�。頚部が大きく屈曲し、口縁部肥厚帯が垂直に立ち上がる。

胎土に白色岩片と繊維を含む。５７は幅の狭い無文帯が巡り、その無文帯に刺突が加えられたもの。

５８は口縁部が無文。そこに径４�の円形刺突文が加えられている。細い貼付が縦横十字に付されて

いる。貼付上には径３�の刺突が加えられている。地文はＲＬ斜行縄文。

５９は隆帯が横環し、指頭圧で口唇が薄く作出されたもの。隆帯上に撚りの粗いＲＬ原体を横位回転

押捺している。胴部地文は無節縄文が横位に施され、他に細かい撚りのＲＬ斜行縄文も認められるが、

全体に磨耗しており、判然としない。円形刺突文は径４�の中空工具による小型のもので、施文間隔

も開いている。

６０は結束第一種羽状縄文を地文とする胴部片。下端は底部にかかる。

６１～６６は底部。６１～６４は綾繰文。６１は綾繰羽状縄文。底面にも縄文を施文した痕跡があるが、ナデ

消されて、判然としない。わずかに上げ底気味である。底部内面は指頭圧による凹凸が著しい。６２・

６３は綾繰斜行縄文。６４は底面。胎土に繊維を多く含む。全体に摩滅している。土製品の可能性もある

かもしれない。６５は単軸絡条体による撚糸文が施されたもの。撚糸は斜位を基調とするが、一部、横

位に回転させている。胎土中に砂礫と繊維を含む。底部断面はやや横に張り出す。６６はＲＬ斜行縄文

を地文とする。内面の底部立ち上がり部分は指頭圧痕が強めに加えられている。

６７は榎林式～大安在Ｂ式にかけての資料。１点のみの出土。２本単位の蛇行沈線文。波頂部付近の

口縁部片で、割れ口に渦文とみられる沈線も観察される。地文は撚糸文。胎土中に白色砂が混じる。

６８～７１は天神山式（萩ヶ岡３式）。６８は棒状の突起を持ち、突起と口唇部肥厚帯には半截竹管状工

具による刺突文が充填される。口縁部下は先端の細い工具による平行沈線が４条横環している。６９は

口唇が肥厚して外側に突き出し、その下を半截竹管状工具による押引と沈線が巡る。地文はＬＲ斜行

縄文。口唇上にも施文されている。粒度が粗い胎土で、石英砂を多く含んでおり、「仮称富良野盆地

系土器」註３同と考えられる。焼成は良く赤褐色を呈する。７０は口唇外側が断面三角状に肥厚し、中空

の細い工具での連続的な刻み列を上下２段、角を境に対向するように付されている。７１は胴部片。押

引風の連続的な刺突が横位と斜位に施されている。内面は平滑で鈍い光沢を持つ。

７２・７３はノダップ�式。７２は小型の無文地に刺突列が横位に巡る。工具先端が二股に分かれている

刺突列と、分かれていない刺突列とがある。胎土は精製された粒度の細かい粘土。胎土中には繊維を

含む。７３は先端が二股の工具による刺突列。地文は羽状縄文。

７４は胎土から�群ｂ類と判断される底部片。わずかに残る側壁に、ＲＬ斜行縄文が認められる。底

面中央に貫通孔が設けられる。土製品であるかもしれない。

縄文時代後期の土器（図�－１２～２０－７５～１３６、表�－２、図版２１～２７）

前葉の土器（�群ａ類）はタプコプ式と入江式があるが、ほとんどがタプコプ式（�群ａ－２類）

である。タプコプ式は脆い胎土の資料が多く、器形復元には至らなかった。

７５～７９はタプコプ式。７５は縄線を施したもの。ａは口縁部片。波頂部から縦位にＲＬ原体の太い縄

線を付し、左右に横位の平行縄線を複数条巡らせている。口唇と内面に縄文を施文しているが、ナデ

により部分的に消失している。ｂは胴部片。上部に縄線が巡る。地文は羽状縄文。７６～７９はバンド状

の貼付帯を持つ。７６・７７・７９は貼付上と胴部地文とで原体を変え、羽状縄文にしたもの。７７は貼付帯

が薄い。７８は縦位の貼付帯と横環する貼付帯の組み合わせ。不整な撚りの斜行縄文を地文として全体

に施文後、貼付を付し、その後、貼付上に縄文を施文している。貼付上の縄文は一部はみでて地文と

重複している。またその後、ナデが加えられており、全体的に縄文は判然としない。７９も全体にＬＲ
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図�－１１ 包含層の土器（７）
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斜行縄文を施した後、貼付帯を添付し、貼付上にＲＬ原体を施文している。

８０は入江式。細い沈線による区画帯の中に乙字の文様が施されている。８０ａは口縁部片。地文はＬ

Ｒ斜行縄文。胎土中に砂礫を含む。内面は横ナデ。炭化物の付着が観察される。

中葉の土器（�群ｂ類）はウサクマイｃ式、手稲式、�澗式がある。

８１～８９はウサクマイｃ式。口唇上が無文のものでは入念にナデ調整が施されている。

８１～８４は沈線で区画した内部に鋸歯状等の沈線文を連続的に充填させたもの。口唇部際を１ないし

２条の沈線が巡る。８２～８６・８８は頚部が無文。８１・８２は器表面の剥落が目立つ。

８５・８６・８８は口唇部際まで文様帯があるもの。８５は半円状の沈線文を同心円状に施したもの（重弧

文）。地文はＬＲ縄文。全体的に磨耗が著しく、口唇上面にも縄文が施されたようであるが、痕跡程

度にしか確認されない。胎土には繊維を多く含む。８６は鋸歯状沈線。やや精製された胎土である。８７

は頚部片。頚部は無文帯というより、棒状工具によるやや太い沈線を屈曲部に巡らせたと考えられる

もの。内面調整は横位のナデ。８８は菱形文が入れ子状に連続して口縁部を巡る。頚部（ｆ）は「く」

の字状に屈曲し、無文帯が横環する。胴部（ｇ）にはクランク気味の鉤状文が認められる。８１・８４・

８８は口唇上に縄文が施文されている。

８９は口唇断面が角形で、やや開く器形。口縁の一部に貼瘤が施され、その貼瘤の中を棒状工具によ

って、縦位の刺突が貫通する。貫通孔の径は径５�強である。胴部地文はＬＲ原体の横位回転文であ

るが、原体は縄の末端がほどけており、その無節の縄をコイル状に自縄で巻きつけている。このため

縄文の条と連動して自巻きした撚糸の回転文が観察される。撚糸の巻きつけは１０条ほどが数えられ

る。地文は底面の中央にも施されている。

９０～９８は手稲式。�群ｂ－２類。

９０～９４は口縁部に広い無文帯を持ち、頚部から胴部にかけて平行沈線文を施したもの。９０は復元個

体。口縁部を欠く。平行沈線は間隔が一定せず、上下で重なったり、途中で切れたりしている。手稲

式の顕著な特徴である平行沈線同士を結ぶ縦位の弧線文は認められない。その代わり、下から斜めに

突いた縦位の刺突列が施されている。刺突は粗雑で、左右に曲がったり、同じ場所を２度突いていた

りしているのが観察される。無文部は内外面ともナデ調整により平滑である。底部内面の立ち上がり

はやや丸みを帯びている。９１～９４は口縁部片。各沈線間は縦位の弧線で連結され、全体としてヘアピ

ン状の蛇行を連続させている。９１は文様帯と口縁部無文帯との境に段を持つ。９４は鉢。口縁は大きく

内傾する。

９５はＲＬ原体の斜行縄文が施された深鉢。口唇断面がやや肥厚し、丸みを帯びた角形で、底部付近

は横方向の削りと、ナデが認められる。

９６は鉢。口縁部と高台部分に横位の文様帯を巡らせている。文様帯は鋸歯状沈線を充填させており、

口縁部は２段の構成を持つ。底面外側を除き、内外面とも横位のナデが施され、鈍い光沢を持つ。口

唇は丸みを持ち、内側がわずかに肥厚する。文様帯にはＬＲ原体の斜行縄文が施されているが、ナデ

調整によってほとんど消失している。高台部は自重で焼成前にやや潰れたようである。

９７は小型の鉢形土器。無文。横方向のケズリとナデ調整が施されている。胎土に角閃石等の黒色鉱

物を多く含む。底部を中心に器面の剥落が多く、剥落部位では鉱物の粒が浮き出ている。

９８は注口土器。沈線で唐草様の文様を描いている。先端の尖った工具を使用したと考えられるが、

浮き彫り状にミガキ調整が施されているため角はとれている。全体が黒色を呈し、光沢を持つ。

９９～１０８は�澗式。�群ｂ－３類。

９９は手稲式に近い資料。頚部屈曲部に１段の刻み列を持つ。口縁部に幅広の無文帯を持ち、平行沈
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図�－１２ 包含層の土器（８）
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図�－１３ 包含層の土器（９）
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線による文様帯が胴部を巡る、平行沈線の間はＳ字状の弧線文で縦に区切られている。

１００・１０１は無文地の口縁部に刻み列が施されたもの。１００は厚手の土器で口唇沿いに太刻み列が１

条巡るもの。口唇断面はやや丸みを持つ角形。口唇部が１．８～２．０�でもっとも厚い。破片下端の厚さ

は１．０�程度であり、口唇へ向けて器壁が急に厚みを増している。１０１は波頂部が山形をなす薄手の土

器。口唇断面は丸みを帯びた切り出し状。波頂部から谷に下る途中に内側に対して付した貼瘤状の小

突起がある。口唇内面は肥厚する。肥厚は丁寧な作りで、その境は外面の刻み列同様、先端が細い工

具による沈線で浮き彫り風に縁取られている。

１０２は口縁部と底部の復元個体。胴部を欠く。緩やかな波状口縁で口唇は１段の刻み列により縁取

られる。地文はＲＬ斜行縄文。内面、口唇上、胴部無文帯はナデが施されている。

１０３は頚部を境にして口縁部を欠く。類例から弁状に開く口縁部が推定される。刻目列で区画され、

区画内の縄文は撚りの異なる原体で羽状を呈する。胴中央部がやや膨らむ器形で、無文帯が横環して

いる。内面に垂直方向の削りが観察されるが、焼成後のものである。

１０４は口唇沿いに細い沈線で刻み列を描いたもの。撚りの不整な原体で、二重三重に施文されてい

る。縦位の羽状風ではあるが、施文方向が一定せず、判然としない。

１０５・１０６は２段の刻み列。１０５は厚手の土器。口唇沿いに太い沈線による２段の刻み列が巡る。口

唇上と内面は横方向のナデ調整が加えられ、平滑。鈍い光沢を持つ。地文はＲＬ原体の横位回転文。

１０６は復元個体で鋸歯状沈線のもの。２段の刻み列がある頚部を境にして、口縁部を欠く。沈線は先

端の細い工具によるもので、３段の構成を持つ。

１０７は刻みを持たない。小片であるがＬＲ原体とＲＬ原体で羽状を構成している部位がある。口縁

はやや内径気味で、口唇内面は肥厚する。�澗式の中段階くらいの資料と考えられる。

１０８は大型の鉢の下半部。帯状縄文が波頭状に連続して巡る。底部は径７�弱と小さく、ややくぼ

み底となっている。�澗式の中でも新段階のものと考えられる。

後葉の土器（�群ｃ類）は大半が堂林式（�群ｃ－１類）である。

１０９～１３４は堂林式。堂林式はほとんどのものが古段階である。深鉢は波頂部が尖る５単位の波状口

縁および５単位の小突起を持つ平縁が多い。

１０９～１１９は突瘤と沈線のもの。１０９は弧線文を重ねた木葉文。地文は羽状縄文で、木葉文の間は無

文である。１１０・１１１・１１３は密に重ねた鋸歯状沈線文を施したもの。沈線は三角形の入れ子状をなし

て連続する。１１０は大きく２段の構成を持つ。１１２は口縁と連動した緩やかに波打つ横走沈線と弧線文

とを組み合わせたもの。口唇断面は切り出し状。口唇内面が肥厚し、その肥厚帯上に斜行縄文が施さ

れている。１１３は口縁に横走沈線が６条巡り、無文帯を挟んで胴部に鋸歯状沈線が密に展開する。１１４

は山形の口縁部が屈曲して内傾する。波頂部には垂直方向の刺突。１１８は先端の細い工具で菱形を描

いたもの。周囲に細い刺突が加えられている。１１９はイナズマ状をした縦位の沈線が連続する。

１２０～１２３は沈線のみのもの。１２０～１２２は口唇沿いに巡る数条の横走沈線と、弧線文の組み合わせ。

１２０は浅鉢。１２２・１２３は胴部片。地文はＬＲ原体による斜行縄文。

１２４～１２９は突瘤と縄文のみのもの。１２４～１２８はＲＬ原体による斜行縄文。１２４は５単位の小突起を

持つ。突起部は内反りで肥厚する。１２９は撚りの異なる原体を交互に使用し羽状としたもの。

１３０・１３１は縄文のみのもの。１３０は器表面に輪積みの凹みが数段観察される。１３１は小型の鉢。原体

は直前段の合撚。１段のＬが撚り戻され、０段のｒ２条となった異条の原体と考えられる。横位回転

で全体に施文後、胴部下半に斜位回転押捺で二重に施文しているとみられる。

１３２～１３４は注口土器。１３２は楕円形の木葉文が横位に２段巡る。地文はＲＬ原体の斜行縄文。木葉
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文の部位では施文方向が一定しないため、区画後の充填縄文である。木葉文の周囲と中央は磨り消さ

れている。木葉文のコーナーが接する無文部に貼瘤の剥落痕が１か所観察される。胎土中に角閃石、

長石等の鉱物細粒砂を含む。１３３は密な沈線が蛇行する。１３４は帯縄文が巡る。

１３５・１３６は御殿山式。�群ｃ－３類。１３５は注口土器。口縁部は内傾気味の筒形を呈する。口唇は

２組２対の弁状小突起があったと考えられる。それぞれ突起内には三角形の無文部を持ち、突起間に

は貼瘤が付されている。頚部を境に胴中央部が外に張り出し、底部がすぼまる器形。底部は平底に輪

高台をつけたものとみられる。文様は口縁部、頚部、胴部に幅７～８�の帯縄文が３横環する。胴部

の帯縄文は横位の沈線によって上下２段に分かれる。各帯縄文は沈線に縁取られ、浮き彫り風である。

帯縄文には貼瘤が付されて、貼瘤の両側には円形刺突が加えられている。無文部は横位のナデ調整。

部分的に光沢が残る。赤褐色を呈した焼成のよい土器で、胎土中に角閃石、長石等の鉱物細粒砂を含

む。御殿山式の中でも古段階のものと考えられる。１３５ａとｂは接合した。１３６は胴部片。細い沈線で

区画された中に爪形の刺突が充填されている。

縄文時代晩期の土器（図�－２０－１３７～１４８、表�－２、図版２７）

いずれも後葉の土器（�群ｃ類）である。

１３７は口縁部に刺突文を充填したもの。口唇断面は内外面からのケズリで切り出し状を呈し、口唇

上にはヘラ状工具による薄い刻み列が加えられている。１３８は口唇内面に短く刻みが加えられている。

１３９～１４６・１４８は横位沈線を口唇沿いに数条巡らせたもの。１３９は沈線に沿って刺突列がある。口唇

内面にも刺突の充填が認められる。内面全体に炭化物が付着する。１４０は指頭圧により緩い波状口縁

としたもの。その後、指頭圧痕ごとに口唇上に縄文を施している。指頭圧痕と指頭圧痕の境、波頂部

に相当する部位には、外面から、刻み様に縄圧痕が加えられている。１４３は沈線を引いた部位に斜行

縄文を施文、下の沈線との間は磨消で無文化している。１４４は口唇が開き、そこに縄文原体を側面押

捺している。外面にも斜行縄文や原体を押捺した痕跡が観察されるが、全体的にナデ消されており、

判然としない。１４５・１４６は沈線間に瘤状突起がある。瘤の中位には刻みが縦に加えられている。内面

図�－１４ 包含層の土器（１０）

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物

77



図�－１５ 包含層の土器（１１）

梅川４遺跡（２）
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図�－１６ 包含層の土器（１２）

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物

79



図�－１７ 包含層の土器（１３）

梅川４遺跡（２）
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図�－１８ 包含層の土器（１４）

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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図�－１９ 包含層の土器（１５）

梅川４遺跡（２）
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図�－２０ 包含層の土器（１６）

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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は弱いヨコナデ。１４６は壷の肩部分の破片である。

１４７は丸底浅鉢。上面観は楕円形。半分以上を欠くが、長軸上の口縁部は緩やかな山形を呈してお

り、外側にせり出す器形が推定される。やや丸底気味。地文はＲＬ斜行縄文。縄文は口唇上にも施さ

れ、その後、刻みが加えられている。縄文は底面にも施されているが、ほとんど消失している。

１４８は口唇部断面が切り出し状で精緻な作り。沈線間の斜行縄文を、３条に亘って磨消、無文化し

ている。口唇内面にも沈線が巡る。大洞系土器。 （影浦）

註

註１ 古手の北筒式と考えられる余市町登町２遺跡の北筒式などに、多段の押引の中、あるいは押引と縄文の境、ま

たは口縁部肥厚帯と胴部の境に円形刺突文を付すものがある。

註２ 貼付で文様帯を構成する北筒式は基本的に道央部および胆振地方沿岸域にしか分布しない。

註３ 乾・小野・奈良 ２００６『上幌内モイ遺跡（１）』PP８２による。千歳市教育委員会による『梅川４遺跡』で、「胎

土は、粒度が均一な細砂粒で、石英を多量に含み光沢がみられる」PP４５（田村・乾 ２００２）と報告されたもの

も同様の胎土と思われる。

註４ 数は多くはないが、石狩川水系と道北部・道東部に分布するようである。

梅川４遺跡（２）
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表�－２ 包含層出土掲載土器一覧

挿図

番号

掲載

番号

図版

番号
発掘区 層位

遺物

番号
点数

接合

点数
分類 部位 整理番号

出土

年度
備考

Ｖ－５ １ １７ Ｈ－３ � ２ １ １ �ｂ 胴部 拓No．１５ Ｈ２０年

Ｖ－５ ２ １７ Ｔ－１８ � １ ２ ２ �ｂ 胴部 拓No．１２ Ｈ１９年

Ｖ－５ ３ １７ Ｑ－９ � １ １ １ �ａ 胴部 拓No．１６ Ｈ２０年

Ｖ－５ ４ １７ Ｍ－２２ � １ ２ ２ �ａ 胴部 拓No．１３ Ｈ１９年

Ｖ－５ ５ １７ Ｎ－７５ � １１ ２ ２ �ｂ 胴部 拓Ａ－７２ Ｈ１９年

Ｖ－５ ６ １７
Ｑ－８ � ６ １

４ �ｂ 口縁 拓No．５３
Ｈ２０年

Ｒ－９ � ６ ３ Ｈ２０年

Ｖ－５ ７－ａ １７ Ｍ－３７ � ５ ７ ７
�ｂ

口縁 拓No．６８－ａ Ｈ２０年

Ｖ－５ ７－ｂ １７ Ｍ－３７ � ６ ２ ２ 口縁 拓No．６８－ｂ Ｈ２０年

Ｖ－５ ８ １７ Ｋ－１１ � ３ １ １ �ｂ 口縁 拓No．３０ Ｈ２０年

Ｖ－５ ９ １７ Ｆ－３３ � １ ３ ３ �ｂ 口縁 拓No．７ Ｈ１９年

Ｖ－５ １０ １７ Ｓ－９ � ７ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２４ Ｈ２０年 赤彩土器

Ｖ－５ １１ １７ Ｓ－３０ 攪乱 ６ １ １ �ｂ 口縁 拓No．７０ Ｈ２０年

Ｖ－５ １２ １７ Ｒ－１０ � ４ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２３ Ｈ２０年 赤彩土器

Ｖ－５ １３ １７ Ｓ－９ � １ １ １ �ｂ 胴部 拓No．４２ Ｈ２０年

Ｖ－５ １４ １７ Ｓ－３２ � ５ １ １ �ｂ 胴部 拓No．７１ Ｈ２０年

Ｖ－６ １５ １７

Ｉ－１１ � ３ １

８ �ｂ 口縁 拓No．６２

Ｈ１９年

Ｂ－４ � １ １ Ｈ２０年

Ｈ－０ � １ １ Ｈ２０年

Ｈ－４ � ２ １ Ｈ２０年

Ｈ－５ � ５ １ Ｈ２０年

Ｍ－４ � ２ １ Ｈ２０年

Ｐ－７ � ５ １ Ｈ２０年

Ｓ－１２ � ６ １ Ｈ２０年

Ｖ－６ １６ １７

Ｓ－６ � ４ ６

１４ �ｂ 口縁～胴部 拓No．５９
Ｈ２０年

Ｔ－６ � ４ ３ Ｈ２０年

Ｔ－６ � ５ ５ Ｈ２０年

Ｖ－６ １７ １８ Ｓ－１９ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．１１ Ｈ１９年

Ｖ－６ １８ １８

Ｑ－１７ � ５ １

３ �ｂ 口縁 拓No．３８
Ｈ１９年

Ｑ－１３ � ５ １ Ｈ２０年

Ｑ－１２ � ５ １ Ｈ２０年

Ｖ－６ １９ １８ Ｒ－４ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２２ Ｈ２０年 赤彩土器

Ｖ－７ ２０ １８ Ｂ－８ � １ ３ ３ �ｂ 口縁 拓No．４ Ｈ１９年

Ｖ－７ ２１ １８ Ｔ－６ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４７ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２２ １８
Ｒ－１２ � ２ １

２ �ｂ 口縁 拓No．５６
Ｈ２０年

Ｒ－１３ � ３ １ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２３ １８ Ｇ－５ � ３ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２７ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２４ １８ Ｓ－８ 攪乱 ６ １ １ �ｂ 胴部 拓No．７７ Ｈ２０年 赤彩土器

Ｖ－７ ２５ １８
Ｊ－１２ � １ １

２ �ｂ 口縁 拓No．１０
Ｈ１９年

Ｈ－１３ � ２ １ Ｈ１９年

Ｖ－７ ２６－ａ １８ Ｍ－１３ � ２ １ １
�ｂ

口縁 拓No．３３－ａ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２６－ｂ １８ Ｋ－１３ � ２ １ １ 口縁 拓No．３３－ｂ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２７ １８ Ｉ－５ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２８ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２８ １８ Ｐ－４０ � １ ３ ３ �ｂ 口縁 拓No．６９ Ｈ２０年

Ｖ－７ ２９ １８ Ｒ－４ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．５０ Ｈ２０年

Ｖ－７ ３０ １８
Ｊ－１０ � １ １

２ �ｂ 口縁 拓No．２９
Ｈ２０年

Ｌ－５ � １ １ Ｈ２０年

Ｖ－７ ３１ １８ Ｑ－１５ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４０ Ｈ２０年

Ｖ－７ ３２ １８ Ｐ－９ � １ ３ ３ �ｂ 口縁 拓No．３６ Ｈ２０年

Ｖ－７ ３３ １８ Ｎ－５ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．３５ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３４ １８ Ｔ－１２ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４９ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３５－ａ １８ Ｒ－１４ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．５５－ａ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３５－ｂ １８ Ｒ－１０ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．５５－ｂ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３６ １８ Ｂ－５ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２５ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３７ １８ Ｒ－１３ 攪乱 １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．５７ Ｈ２０年

Ｖ－８ ３８ １８ Ｊ－５ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２１ Ｈ２０年 赤彩土器

Ｖ－８ ３９ １８ Ｓ－１３ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２０ Ｈ２０年 富良野台地系？

Ｖ－８ ４０ １８ Ｍ－３ � ４ １ １ �ｂ 口縁 拓No．３２ Ｈ２０年 富良野台地系？

Ｖ－８ ４１－ａ １８ Ｓ－６９ � ８ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－１４－ｂ Ｈ１９年

Ｖ－８ ４１－ｂ １８ Ｏ－７０ � ２ ２ ２ �ｂ 口縁 拓Ａ－１４－ａ Ｈ１９年

Ｖ－８ ４２ １８ Ｃ－０ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．２６ Ｈ２０年

Ｖ－８ ４３－ａ １８ Ｒ－９ � ２ １ １
�ｂ

底部 拓No．５４－ｂ Ｈ２０年

Ｖ－８ ４３－ｂ １８ Ｒ－９ � ２ １ １ 底部 拓No．５４－ａ Ｈ２０年

Ｖ－８ ４４ １８ Ｎ－３ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．３４ Ｈ２０年

Ｖ－８ ４５ １８ Ｒ－４４ � ３ １ １ �ｂ 胴部 拓No．７８ Ｈ２０年

Ｖ－８ ４６ １８ Ｓ－１０ � ２ １ １ �ｂ 胴部 拓No．４４ Ｈ２０年

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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挿図

番号

掲載

番号

図版

番号
発掘区 層位

遺物

番号
点数

接合

点数
分類 部位 整理番号

出土

年度
備考

Ｖ－９ ４７ １９ Ｍ－４３ � ２ ２３ ２３ �ｂ 口縁～胴部 復No．１３ Ｈ２０年

Ｖ－９ ４８ １９

Ｉ－４５ � ３ １

３０ �ｂ 口縁～胴部 復No．８

Ｈ２０年

Ｋ－４３ � １ ２ Ｈ２０年

Ｌ－３７ � ３ ２０ Ｈ２０年

Ｌ－４３ � １ ６ Ｈ２０年

Ｎ－３９ � ３ １ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ４９－ａ １９
Ｍ－５ � １ １

２

�ｂ

口縁 拓No．６０－ａ
Ｈ１９年

赤彩土器
Ｊ－６ � １ １ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ４９－ｂ １９

Ｄ－１１ � ３ １

５ 底部 拓No．６０－ｂ

Ｈ１９年

Ｉ－６ � １ １ Ｈ１９年

Ｊ－４ � １ １ Ｈ１９年

Ｋ－１０ � ３ ２ Ｈ１９年

Ｖ－１０ ５０ １９ Ｓ－１２ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４５ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５１ １９ Ｓ－９ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４３ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５２ １９
Ｊ－１９ � ２ １

２ �ｂ 口縁 拓No．９
Ｈ１９年

Ｒ－１０ � １ １ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５３－ａ １９ Ｈ－７ � １ １
２

�ｂ
口縁

拓No．３１－ｂ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５３－ｂ １９
Ｋ－６ � １ １

拓No．３１－ａ
Ｈ２０年

Ｋ－４ � ２ ２ ２ 口縁 Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５４ １９ Ｅ－６ � ６ １ １ �ｂ 口縁 拓No．６ Ｈ１９年

Ｖ－１０ ５５ １９ Ｒ－９ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．５２ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５６ １９
Ｒ－８ � ２ ３

４ �ｂ 口縁 拓No．５１
Ｈ２０年

Ｒ－９ � ２ １ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５７ １９ Ｎ－８４ � ８１ １ １ �ｂ 胴部 拓Ａ－１３ Ｈ１９年

Ｖ－１０ ５８ １９ Ｔ－８ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４８ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ５９ １９ Ｐ－１０ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．３７ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ６０ １９ Ｐ－９ � ３ ９ ９ �ｂ 底部 拓No．６３ Ｈ２０年

Ｖ－１０ ６１ ２０

Ｃ－８ � ３ ５

８ �ｂ 底部 拓No．５

Ｈ１９年

Ｃ－８ � ６ １ Ｈ１９年

Ｃ－９ � １ １ Ｈ１９年

Ｅ－９ � ２ １ Ｈ１９年

Ｖ－１１ ６２ ２０
Ｋ－４０ � ２ ７

８ �ｂ 底部 拓No．７６
Ｈ２０年

Ｏ－４３ � １ １ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ６３ ２０ Ｑ－１５ � ２ １ １ �ｂ 底部 拓No．４１ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ６４ ２０ Ｑ－１１ � １ １ １ �ｂ 底部 拓No．３９ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ６５ ２０ Ｌ－３ � １ ７ ７ �ｂ 底部 拓No．７３ Ｈ１９年 B 調

Ｖ－１１ ６６ ２０ Ｒ－６ � ２ ４ ４ �ｂ 底部 復No．３ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ６７ ２０ Ｇ－３１ � １ １ １ �ｂ 口縁 拓No．８ Ｈ１９年

Ｖ－１１ ６８ ２０

Ｎ－３９ � ３ １

４ �ｂ 口縁 拓No．７４

Ｈ２０年

Ｏ－４０ � ２ １ Ｈ２０年

Ｏ－４１ � ３ １ Ｈ２０年

Ｐ－４０ � １ １ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ６９ ２０ Ｑ－８０ � １５８ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－１５ Ｈ１９年

Ｖ－１１ ７０ ２０ Ｓ－７０ � ５ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－１７ Ｈ１９年

Ｖ－１１ ７１ ２０ Ｍ－７４ � ８ １ １ �ｂ 胴部 拓Ａ－１２ Ｈ１９年

Ｖ－１１ ７２ ２０ Ｏ－３ � １ １２ １２ �ｂ 底部 復No．６ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ７３ ２０ Ｓ－１３ � ２ １ １ �ｂ 口縁 拓No．４６ Ｈ２０年

Ｖ－１１ ７４ ２０ Ｊ－７７ � ４ １ １ �ｂ 底部 拓Ａ－１０ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７５－ａ ２１ Ｈ－７２ � ９ １ １

�ａ

口縁 拓Ａ－１８－ａ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７５－ｂ ２１
Ｊ－７２ � １１ １

２ 胴部 拓Ａ－１８－ｂ
Ｈ１９年

Ｊ－７２ � １３ １ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７６ ２１ Ｑ－１８ � ３ １ １ �ａ 口縁 拓No．２ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７７ ２１ Ｎ－８４ � ８２ １ １ �ａ 口縁 拓Ａ－２２ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７８ ２１ Ｍ－８４ � ２０ ２ ２ �ａ 口縁 拓Ａ－２１ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ７９ ２１ Ｌ－８１ � ７ １ １ �ａ 胴部 拓Ａ－２０ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８０－ａ ２１ Ｋ－８６ � ４１ １ １ �ａ 口縁 拓Ａ－２８－ａ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８０－ｂ ２１ Ｋ－８６ � ４２ ２ ２ �ａ 胴部 拓Ａ－２８－ｂ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８１ ２１ Ｂ－４ � ２ ４ ４ �ｂ 口縁 拓No．１７ Ｈ２０年

Ｖ－１２ ８２ ２１ Ｋ－８６ � １０ ４ ４ �ｂ 口縁 拓Ａ－２９ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８３ ２１ Ｋ－８５ � ８ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－２６ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８４ ２１ Ｌ－８１ � １５ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－３１ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８５ ２１ Ｎ－８２ � ４６ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－３３ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８６ ２１
Ｋ－８３ � ８ ２

３ �ｂ 口縁 拓Ａ－２４
Ｈ１９年

Ｌ－８３ � １１ １ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８７ ２１ Ｌ－８３ � １１ １ １ �ｂ 胴部 拓Ａ－３２ Ｈ１９年

梅川４遺跡（２）
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Ｖ－１２ ８８－ａ ２１

Ｍ－８５ � ３７ １

６

�ｂ

口縁 拓Ａ－３７－ａ

Ｈ１９年

Ｎ－８７ � ５５ １ Ｈ１９年

Ｏ－８７ � １０５ ４ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８８－ｂ ２１
Ｐ－８４ � ８１ １

２ 口縁 拓Ａ－３７－ｂ
Ｈ１９年

Ｑ－８４ � ２３ １ Ｈ１９年

Ｖ－１２ ８８－ｃ ２１
Ｎ－８７ � ４６ １

２ 口縁 拓Ａ－３７－ｃ
Ｈ１９年

Ｏ－８７ � １０５ １ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ８８－ｄ ２２ Ｏ－８５ � １０８ １ １ 口縁 拓Ａ－３７－ｄ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ８８－ｅ ２２ Ｏ－８７ � １０５ １ １ 口縁 拓Ａ－３７－ｅ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ８８－ｆ ２２
Ｐ－８６ � １４３ １

３ 胴部 拓Ａ－３７－ｆ
Ｈ１９年

Ｑ－８８ � ３６ ２ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ８８－ｇ ２２

Ｍ－８６ � ４５ １

３ 胴部 拓Ａ－３７－ｇ

Ｈ１９年

Ｏ－８５ � ９１ １ Ｈ１９年

Ｏ－８７ � １０５ １ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ８９－ａ ２２ Ｓ－８ � １１ １ １ �ｂ 口縁 拓No．６１－ｂ H２０年

Ｖ－１３ ８９－ｂ ２２
Ｓ－８ � １１ １

２ �ｂ 口縁 拓No．６１－ｃ
Ｈ２０年

Ｓ－８ � １２ １ Ｈ２０年

Ｖ－１３ ８９－ｃ ２２ Ｒ－５ � １ １ １ �ｂ 底部 拓No．６１－ａ Ｈ２０年

Ｖ－１３ ９０ ２２
Ｉ－３８ � ６ ５０

６８ �ｂ 胴部～底部 復No．１４
Ｈ２０年

Ｉ－３８ � ８ １８ Ｈ２０年

Ｖ－１３ ９１ ２２ Ｎ－３２ � ３ １３ １３ �ｂ 口縁～胴部 拓No．６５ Ｈ２０年

Ｖ－１３ ９２ ２２ Ｋ－８６ � ７ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－２７ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ９３ ２２ Ｋ－８５ � ４ １ １ �ｂ 胴部 拓Ａ－２５ Ｈ１９年

Ｖ－１３ ９４ ２２

Ｒ－３２ � ４ ４

２８ �ｂ 口縁～胴部 拓No．６６
Ｈ２０年

Ｒ－３３ � ３ ２３ Ｈ２０年

Ｒ－３３ � ５ １ Ｈ２０年

Ｖ－１４ ９５ ２２
Ｏ－４５ � ２ ７

６３ �ｂ 口縁～胴部 復No．１２
Ｈ２０年

Ｏ－４５ � ４ ５６ Ｈ２０年

Ｖ－１５ ９６ ２３ Ｋ－８５ � ８ １２ １２ �ｂ 口縁～底部 復Ａ－２ Ｈ１９年

Ｖ－１５ ９７ ２３

Ｉ－１９ � １ １２

４１ �ｂ 口縁～胴部 復No．４
Ｈ１９年

Ｉ－２０ � ２ ２８ Ｈ１９年

Ｉ－２０ � ４ １ Ｈ１９年

Ｖ－１５ ９８－ａ ２３ Ｐ－７８ � １８４ １ １ 胴部 拓Ａ－３５－ｃ Ｈ１９年 注口

Ｖ－１５ ９８－ｂ ２３ Ｐ－７８ � １８４ ３ ３ �ｂ 胴部 拓Ａ－３５－ｂ Ｈ１９年

Ｖ－１５ ９８－ｃ ２３ Ｐ－７８ � １８４ ３ ３ 胴部 拓Ａ－３５－ａ Ｈ１９年

Ｖ－１５ ９９ ２３

Ｌ－８６ � １５ ４

４２ �ｂ 口縁～胴部 復Ａ－４

Ｈ１９年

Ｋ－８６ � ７ １６ Ｈ１９年

Ｋ－８６ � １０ ２２ Ｈ１９年

Ｖ－１５ １００ ２３ Ｒ－７８ � ２６２ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－３６ Ｈ１９年

Ｖ－１５ １０１ ２３ Ｊ－３５ � ５ １ １ �ｂ 口縁 拓No．７２ Ｈ２０年

Ｖ－１５ １０２－ａ ２３ Ｒ－３１ � ８ ７９
１０２ �ｂ

口縁 復No．１０－１ Ｈ２０年

Ｖ－１５ １０２－ｂ ２３ Ｒ－３１ � ８ ２３ 底部 復No．１０－２ Ｈ２０年

Ｖ－１６ １０３ ２４ Ｉ－３５ � ８ ６４ ６４ �ｂ 口縁～胴部 復No．１１ Ｈ２０年

Ｖ－１６ １０４ ２４
Ｍ－８６ � ２３ １

３ �ｂ 口縁 拓Ａ－５１
Ｈ１９年

Ｍ－８６ � ２４ ２ Ｈ１９年

Ｖ－１６ １０５ ２４ Ｊ－８６ � ３ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－２３ Ｈ１９年

Ｖ－１６ １０６ ２４
Ｇ－６ � ２ ７

４０ �ｂ 胴部～底部 復No．５
Ｈ２０年

Ｇ－７ � １ ３３ Ｈ２０年

Ｖ－１６ １０７ ２４ Ｎ－８４ � ７６ １ １ �ｂ 口縁 拓Ａ－３４ Ｈ１９年

Ｖ－１６ １０８ ２４ Ｉ－３６ � ６ ８５ ８５ �ｂ 胴部～底部 復No．９ Ｈ２０年

Ｖ－１７ １０９－ａ ２５ Ｆ－７１ � ７ ３ ３

�ｃ

口縁 拓Ａ－５８－ａ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｂ ２５ Ｆ－７１ � ７ １ １ 口縁 拓Ａ－５８－ｂ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｃ ２５ Ｆ－７１ � ２ １ １ 口縁 拓Ａ－５８－ｃ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｄ ２５ Ｇ－７１ � ４ １ １ 口縁 拓Ａ－５８－ｄ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｅ ２５ Ｇ－７２ � ４ １ １ 口縁 拓Ａ－５８－ｅ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｆ ２５ Ｆ－７１ � ７ ７ ７ 胴部 拓Ａ－５８－ｆ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｇ ２５ Ｆ－７１ � ７ ３ ３ 胴部 拓Ａ－５８－ｇ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １０９－ｈ ２５ Ｆ－７１ � ７ ２ ２ 胴部 拓Ａ－５８－ｈ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １１０ ２５

Ｋ－８５ � ５ １

２８ �ｃ 口縁～胴部 復Ａ－６

Ｈ１９年

Ｍ－８５ � ４３ １３ Ｈ１９年

Ｏ－８４ � １５４ １ Ｈ１９年

Ｏ－８５ � ９２ ７ Ｈ１９年

Ｐ－８５ � １００ ６ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １１１－ａ ２５ Ｍ－８６ � ２４ ２ ２ 口縁 拓Ａ－５５－ａ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １１１－ｂ ２５
Ｌ－８６ � １０ １

２ �ｃ 口縁 拓Ａ－５５－ｂ
Ｈ１９年

Ｍ－８６ � ２４ １ Ｈ１９年

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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Ｖ－１７ １１１－ｃ ２５ Ｍ－８６ � ２４ １ １ 口縁 拓Ａ－５５－ｃ Ｈ１９年

Ｖ－１７ １１２ ２５
Ｆ－７１ � ７ ２

４ �ｃ 口縁 拓Ａ－７０
Ｈ１９年

Ｇ－７２ � ４ ２ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１３－ａ ２５

Ｌ－８２ � １６ １

３

�ｃ

口縁 拓Ａ－５６－ａ

Ｈ１９年

Ｐ－８６ � １２５ １ Ｈ１９年

Ｐ－８６ � １２７ １ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１３－ｂ ２５
Ｏ－８５ � ９２ １

２ 口縁 拓Ａ－５６－ｂ
Ｈ１９年

Ｒ－８６ � ３０ １ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１３－ｃ ２５ Ｌ－８３ � １２ １ １ 口縁 拓Ａ－５６－ｃ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１４ ２５ Ｆ－７１ � ７ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－３８ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１５ ２５ Ｇ－７０ � ６ １ １ �ｃ 胴部 拓Ａ－４１ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１６ ２５ Ｆ－２８ � １ １ １ �ｃ 口縁 拓No．１４ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１７ ２５ Ｋ－８１ � ９ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－４６ Ｈ２０年

Ｖ－１８ １１８ ２５
Ｊ－８２ � １０ １

２ �ｃ 口縁 拓Ａ－４２
Ｈ１９年

Ｑ－８５ � ８６ １ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １１９ ２５

Ｋ－８１ � ４ １

７ �ｃ 口縁 拓Ａ－５４

Ｈ１９年

Ｋ－８１ � ９ ２ Ｈ１９年

Ｋ－８２ � ６ ４ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２０ ２５ Ｋ－８２ � ６ ３ ３ �ｃ 口縁 拓Ａ－４７ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２１ ２５ Ｐ－８７ � ４８ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－５３ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２２ ２６ Ｇ－７０ � ６ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－３９ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２３ ２６ Ｎ－８５ � １０３ １ １ �ｃ 胴部 拓Ａ－５２ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２４ ２６
Ｍ－８６ � ２４ １０

１１ �ｃ 口縁～底部 復Ａ－１
Ｈ１９年

Ｑ－８５ � ８４ １ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２５ ２６
Ｐ－８５ � １００ ２

３ �ｃ 口縁 拓Ａ－７１
Ｈ１９年

Ｐ－８５ � １０３ １ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２６ ２６ Ｊ－８４ � ７ ２ ２ �ｃ 口縁 拓Ａ－４３ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２７ ２６ Ｊ－８４ � ９ ２ ２ �ｃ 口縁 拓Ａ－４４ Ｈ１９年

Ｖ－１８ １２８ ２６ Ｊ－８４ � ９ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－４５ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １２９－ａ ２６

Ｌ－８６ � １０ ６

１０

�ｃ

口縁 拓Ａ－６９－ａ

Ｈ１９年

Ｌ－８６ � １６ １ Ｈ１９年

Ｍ－８６ � ２４ ３ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １２９－ｂ ２６

Ｌ－８６ � １０ １

４ 胴部 拓Ａ－６９－ｂ

Ｈ１９年

Ｍ－８５ � ４３ １ Ｈ１９年

Ｍ－８６ � ２４ ２ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３０ ２６ Ｍ－８５ � ４３ ２ ２ �ｃ 口縁 拓Ａ－４９ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３１ ２６ Ｍ－８５ � ４３ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－５０ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３２ ２６

Ｏ－８４ � １０３ ３

３９ �ｃ 胴部～底部 復Ａ－７

Ｈ１９年

注口Ｏ－８４ � １０４ １ Ｈ１９年

Ｐ－８４ � ６６ ３５ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３３ ２７ Ｇ－７０ � ６ １ １ �ｃ 胴部 拓Ａ－４０ Ｈ１９年 注口

Ｖ－１９ １３４－ａ ２７

Ｋ－７９ � ８ １

３

�ｃ

胴部 拓Ａ－５７－ａ

Ｈ１９年

Ｒ－７５ � ２９ １ Ｈ１９年

Ｒ－７６ � １２６ １ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３４－ｂ ２７ Ｎ－８５ � １００ １ １ 胴部 拓Ａ－５７－ｄ Ｈ１９年 注口

Ｖ－１９ １３４－ｃ ２７ Ｍ－７５ � ２２ ２ ２ 胴部 拓Ａ－５７－ｃ Ｈ１９年

Ｖ－１９ １３４－ｄ ２７
Ｋ－８６ � ９ １

２ 胴部 拓Ａ－５７－ｂ
Ｈ１９年

Ｍ－８５ � ４３ １ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １３５－ａ ２７
Ｈ－３ � ４ ２

３２ �ｃ

胴部～底部 復No．２－１ Ｈ１９年

Ｈ－６ � ２ ２４ 口縁～胴部 復No．２－２ Ｈ２０年

Ｖ－２０ １３５－ｂ ２７ Ｈ－６ � ２ ６ 口縁 復No．２－３ Ｈ２０年

Ｖ－２０ １３６ ２７ Ｌ－８０ � １２ ２ ２ �ｃ 口縁 拓Ａ－４８ Ｈ２０年

Ｖ－２０ １３７ ２７ Ｓ－８ � ３ １ １ �ｃ 口縁 拓No．１８ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １３８ ２７
Ｑ－８４ � ３１ １

２ �ｃ 口縁 拓Ａ－６３
Ｈ２０年

Ｑ－８５ � ８３ １ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １３９ ２７ Ｓ－８１ � １０７ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６６ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４０ ２７ Ｒ－７８ � ２６３ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６４ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４１ ２７
Ｌ－８３ � １３ １

２ �ｃ 口縁 拓Ａ－５９
Ｈ１９年

Ｎ－７４ � １４ １ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４２ ２７ Ｑ－７５ � ４３ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６２ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４３ ２７ Ｓ－８２ � １１５ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６７ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４４ ２７ Ｓ－８３ � ３３ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６８ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４５ ２７ Ｑ－８１ � １３８ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６１ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４６ ２７ Ｏ－８１ � ５８ １ １ �ｃ 胴部 拓Ａ－６０ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４７ ２７ Ｓ－８３ � ３３ ５ ５ �ｃ 口縁～底部 復Ａ－３ Ｈ１９年

Ｖ－２０ １４８ ２７ Ｓ－８１ � １００ １ １ �ｃ 口縁 拓Ａ－６５ Ｈ１９年

梅川４遺跡（２）
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２ 石器・石製品

概要（図�－２１～２３、表�－３）

包含層�層（第�黒色土層）からは１４４，５４０点の石器が出土した。うち剥片が１４１，６０５点で、９８％を

占める。

石槍・ナイフ類が比較的多いが、大きく破損したものや、製作途中の未成品がほとんどで、両面調

整石器との分類に重なりがある。剥片石器は大半が黒曜石製であるが、つまみ付きナイフには頁岩製

が多い。表�－３の矢柄研磨器５点は、攪乱より出土しており、�層（第�黒色土層）時期の遺物と

考えられる。このため、攪乱から出土した石器は基本的に図示していない。

分布を見ると、ほとんどの石器が南側の地区で多く出土しているが、石鏃・石斧は北側の地区に比

較的多く見られる。調査区南側と北側では土器の時期の傾向が異なることから、石器も器種によって

時期を反映していると思われる。

石器の実測図は、スペースの都合上、番号やページが前後する事がある。また、器種により縮尺を

変えて掲載している。剥片石器・石斧類・石製品は２分の１、礫石器は３分の１、岩偶は等倍で図示

した。それぞれの縮尺は、図ごとにスケールで示した。

石器の計測は、図の正面を水平・垂直に囲む最大長方形を想定し、長い辺の値を長さ、それに直交

する辺の値を幅とした。厚さは、図上の側面を同じく長方形で囲んだ場合の値を示した。剥片石器は

デジタルノギスを用いて計測し、小数点第２位まで記載したものもある。

細石刃（図�－２４－１・２、表�－４、図版２８）

包含層から計４点出土した。いずれも黒曜石製である。うち２点は攪乱からの出土のため、図示し

ていない。掲載の２点はいずれも末端部を欠損している。幅はほぼ均一で、打点を持ち、平面形が若

干右に湾曲している。同じ千歳市内の祝梅川上田遺跡（梅川４遺跡から約１．３�南）の平成１８年調査

で、７８点の細石刃が出土している（北埋調報第２３８集）。

石鏃（図�－２４・２５－３～７２、表�－４、図版２８）

包含層から３６１点出土した。うち７０点掲載した。３～１０、１３・１４、１７、１９～２１、２３は平基無茎形、１１

・１２、１５・１６、１８、２２は凹基無茎形、２４～２６は有茎未成品、２７・２８は円基、２９～３１は柳葉形、３２～７２

は有茎である。４９、６５は未成品である。３５、５５は珪質頁岩製、１８、６８・６９は頁岩製、それ以外は黒曜

石製である。

石槍・ナイフ類（図�－２５・２６－７３～１０６、表�－４、図版２８・２９）

包含層から破片も含めて３６１点出土した。うち３４点掲載した。掲載のものは全て有茎である。７３・７４、

８３・８４、８８、９１、９５、９９、１０３・１０４は平面形が左右非対称のナイフ、それ以外は石槍である。７３、７５、

８０～８４、８７、９０・９１、９４、９６、９８・９９、１０１、１０４は、基部と茎部の境界が明瞭でない。７４～７９、８４、

８８、９１は先端を再生している。８１、８３、９９は未成品である。９８、１０１は２つの破片が接合したもの。１０５

は未成品基部の破片である。１０６は先端を欠損しており、石鏃の可能性がある。８６は頁岩製、それ以

外はすべて黒曜石製である。
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表�－３ 包含層出土石器点数一覧

分
類

層
位

細石刃 石鏃
石槍・

ナイフ類
石錐

つまみ付

きナイフ

スクレ

イパー

両面調

整石器
Ｕ剥片

� １ ２３９ ３４３ １０ ２１ ７４ ９８ ２０５

� １ ２ １ １

攪乱

排土

不明

２ １２０ １７ ２ ２ １７５ １７ ８

計 ４ ３６１ ３６１ １２ ２３ ２５０ １１５ ２１３

分
類

層
位

Ｒ剥片 楔形石器 石核 原石 剥片 石のみ
石斧・

石斧片

擦り切

り残片

� １２２ ６ ４２ ４ １４１，６０５ ５ ３３６ １

� ５１２ ２

攪乱

排土

不明

１４５ １ １７ ６ ２１，７６９ ３１

計 ２６７ ７ ５９ １０ １６３，８８６ ５ ３６９ １

分
類

層
位

石斧原材 研磨石材 たたき石
扁平打

製石器

北海道

式石冠
すり石

矢柄

研磨器
石鋸

� １６ ７７ １ １７ １４ ２

� ２

攪乱

排土

不明

１ １ １１ ２ ５ １

計 １７ １ ９０ １ １７ １６ ５ ３

分
類

層
位

砥石 石皿 台石
加工痕

のある礫
礫・礫片 石製品 計

� ４３ ７１ ５ ２１ １，１５３ ８ １４４，５４０

� ２ １６ ５３９

攪乱

排土

不明

１４ ２ ８ ６９ １ ２２，４２７

計 ５７ ７３ ５ ３１ １，２３８ ９ １６７，５０６

※攪乱は�層の攪乱も合算されている。風倒木痕も含む。
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石錐（図�－２６－１０７～１０９、表�－４、図版２９）

包含層から１２点出土した。うち完形品３点を掲載した。１０７は素材の両面を調整している。１０８は片

岩の素材を研磨し、錐部を作出している。基部にも部分的に研磨痕が残る。１０９は厚手の剥片の下端

に、両面調整により錐部が作られている。基部には原石面が残る。１０７、１０９は黒曜石製である。

つまみ付きナイフ（図�－２６・２７－１１０～１２３、表�－４、図版２９）

包含層から２３点出土した。うち１４点掲載した。背面は、周縁とつまみ部分の抉りを中心に調整され

ている。腹面は、つまみ部分の抉り周辺に調整がある。１１８はつまみ部分のみ両面加工である。１１９、

１２１は、腹面の下端周縁に若干の剥離調整がある。１１９の背面には原石面が残る。１１１はめのう製、１１８・

１１９は黒曜石製、他は頁岩製である。

スクレイパー（図�－２７・２８－１２４～１５５、表�－４、図版３０）

包含層から破片・未成品も含め２５０点出土した。うち３２点掲載した。１２４～１２８は平面形が円～楕円

形の素材を利用している。１２９～１３２は長短軸比が小さい剥片である。１３３～１５５は縦長剥片を加工して

いる。１２９、１４５・１４６、１５１・１５２は頁岩製、１３２はめのう製、１４９は玄武岩製である。

両面調整石器（図�－２９－１５６～１５９、表�－４、図版３０）

包含層から１１５点出土している。うち４点を掲載した。１５８は背面に原石面が残る。１５９は石槍の未

成品か。いずれも黒曜石製である。

Ｒ剥片（図�－２９－１６０～１６２、表�－４、図版３０）

包含層から２６７点出土している。うち３点掲載した。１６０は横長、１６１・１６２は縦長剥片に剥離調整が

ある。１６０・１６１の石材は黒曜石、１６２は頁岩である。

楔形石器（図�－２９－１６３、表�－４、図版３０）

包含層から７点出土している。うち１点掲載した。原石面の残る素材を使っている。剥片の上端・

下端に使用による剥離がみられる。石材は黒曜石である。

石核（図�－２９－１６４～１７０、表�－４、図版３０）

包含層から５９点出土している。うち７点掲載した。いずれも原石面を残す。１６７・１６８は２つの破片

がそれぞれ接合したものである。石材は全て黒曜石である。

原石（図�－２９－１７１、表�－４、図版３０）

原石は包含層から１０点出土している。うち１点はめのうの原石である。それ以外の９点は黒曜石の

原石である。１点を掲載した。

石のみ（図�－２９－１７２～１７５、表�－４、図版３０）

包含層から５点出土しており、うち４点掲載した。１７２は側縁と刃部に研磨痕がある。１７３は縦長素

材に両側縁を剥離調整したのち、刃部を研磨により作り出す。基部には原石面が残る。１７４は剥離調

整によって縦長に成形した素材を全体研磨により仕上げている。刃部を１／２欠いている。１７５は細

梅川４遺跡（２）
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長い素材全体を研磨し、刃部となる部分に剥離調整と研磨がほどこされる。断面は厚みのある台形形

である。１７５の石材は泥岩、それ以外は片岩である。

石斧（図�－３０～３２－１７６～２００、表�－４、図版３１・３２）

包含層から破片も含め３６９点出土した。うち２５点掲載した。１７６～１７９、１８６・１８７は刃部片、１８０、１８５、

１９４、１９７は基部片である。１８０は敲打による成形後、研磨している。１８２、１８５は剥離調整で成形後、

部分的に研磨している。１８４は失った刃部を研磨加工により再生している。１９７は剥離調整、敲打調整、

研磨痕がみられる。１９８は剥離調整による成形にとどまり、未成品である。石材は１８３、１８７、１９７・１９８、

２００が片岩、それ以外は泥岩である。

たたき石（図�－３３－２０１～２０９、表�－４、図版３３）

包含層から９０点出土した。うち９点掲載した。２０１～２０４は玄武岩の握りこぶし大の円礫を利用した

ものである。２０５は安山岩の長円形の素材の上下両端と左右両側縁を使用している。２０６は扁平な砂岩

礫の広い両面を使用している。２０７～２０９は棒状の砂岩礫の一端、あるいは両端を使用している。

北海道式石冠（図�－３３・３４－２１０～２１４、表�－４、図版３３・３４）

包含層から破片も含め、１７点出土した。うち５点を掲載した。２１０はすり面を大きく欠損している。

２１４はほぼ完形である。石材は２１１が片麻岩、それ以外は砂岩である。

すり石（図�－３４－２１５～２１８、表�－４、図版３４）

包含層から１６点出土した。うち４点を掲載した。２１７以外は破片である。２１６は断面三角形のすり石

の一部である。２１７は楕円礫全体を擦ってあり、周縁に敲打痕が残る。２１８は扁平楕円礫の長い方の一

辺を使用している。石材は、２１６が砂岩、それ以外は安山岩である。

石鋸（図�－３４－２１９、表�－４、図版３４）

包含層から３点出土している。うち１点を掲載した。２１９は板状の砂岩礫の一端を使用している。

平面の両脇には抉りの加工があり、また敲打痕もみられる。

砥石（図�－３４・３５－２２０～２２５、表�－４、図版３４・３５）

包含層から５７点出土している。うち６点掲載した。掲載したものはいずれも砂岩である。２２０・２２１

は同じグリッドから出土したものである。２２２・２２３は扁平礫の表裏両面を使用している。敲打調整で

成形した痕もみられる。２２４は断面長方形の礫で、破損面以外は全て使用している。２２５は７点の破片

が接合したもので、厚みのある礫の片面を利用している。

石皿（図�－３５－２２６・２２７、表�－４、図版３５）

包含層から破片も含め７３点出土している。２２６は破片であるが、片面を利用している。２２７はグリッ

ドの異なる２９点の破片が接合した。２４�ほどの円礫の片面が利用されている。被熱している。いずれ

も安山岩の礫を使用している。
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図�－２４ 包含層の石器（１）

梅川４遺跡（２）

96



図�－２５ 包含層の石器（２）
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図�－２６ 包含層の石器（３）

梅川４遺跡（２）
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図�－２７ 包含層の石器（４）
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図�－２８ 包含層の石器（５）

梅川４遺跡（２）
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図�－２９ 包含層の石器（６）
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図�－３０ 包含層の石器（７）

梅川４遺跡（２）
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図�－３１ 包含層の石器（８）
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図�－３２ 包含層の石器（９）

梅川４遺跡（２）
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図�－３３ 包含層の石器（１０）
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図�－３４ 包含層の石器（１１）

梅川４遺跡（２）
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図�－３５ 包含層の石器（１２）
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図�－３６ 包含層の石製品

梅川４遺跡（２）
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石製品（図�－３６－２２８～２３２、表�－４、口絵２、図版１２・３６）

包含層から９点出土した。うち５点掲載した。２２８は軽石を球形に研磨したもの。２２９は緑泥石岩製

の垂飾。穿孔部分が破損している。表面に研磨痕がみられる。

２３０は緑泥石岩製の岩偶である。長さ６．６５�、幅３．８６�、厚さ０．６�、重さは１８ｇである。板状の素

材をよく磨き、両腕・両腰・両脚と思われる突起を表現し、両肩に一つずつ、腰の中央に一つ、計３

つの貫通孔（径約４．５�）がある。片方の脚は折れて失われており、周辺からは見つかっていない。

径１～２�、深さ１�弱の円形のくぼみ状の文様が、表裏両面の周縁に沿ってほぼ２列に施され、現

存する数は８８か所である。失われた脚部分にも表裏合わせて２か所以上あったと思われ、９０か所以上

施されていたと考えられる。

岩偶は単体で出土し、周囲には墓穴・住居跡等の遺構がなく、また包含層も土器片等の遺物は希薄

であった。しかしこの周辺の調査区域で出土した土器は、ほとんどが縄文時代中期後半の所産であり、

この岩偶もおそらく同時期のものと考えてよい。

この岩偶の類例は江別市７丁目沢２遺跡や、青森市三内丸山遺跡で出土しており、�章１のまとめ

で若干触れている。

２３１・２３２は安山岩製のオロシガネ状石製品の破片である。どちらも皿状に加工されている。（新家）

図�－３７ 岩偶出土状況
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表�－４ 包含層出土掲載石器等一覧

挿図
No．

掲載
No．

図版
No．

器 種 名
調査区

名
層
位

遺物
No．

長さ×幅×厚さ（�） 重量（ｇ） 石 材 備 考

�―２４ １ ２８ 細石刃 Ｅ―２ � ３ （２．１４）×０．４９×０．２３ ０．２ 黒曜石

�―２４ ２ ２８ 細石刃 Ｌ―０ � １ （２．５４）×０．６１×０．２５ ０．３ 黒曜石

�―２４ ３ ２８ 石 鏃 Ｆ―４０ � １ １．３５×０．９０×０．２２ ０．２ 黒曜石

�―２４ ４ ２８ 石 鏃 Ｒ―８ � １ （１．７０）×１．４７×０．３３ ０．５ 黒曜石

�―２４ ５ ２８ 石 鏃 Ｆ―１６ � ２ （１．８４）×（１．６０）×０．３２ ０．６ 黒曜石

�―２４ ６ ２８ 石 鏃 Ｌ―８２ � ２４ （１．９８）×１．２７×０．３９ ０．６ 黒曜石

�―２４ ７ ２８ 石 鏃 Ｎ―７０ � ４ １．８６×１．７４×０．２７ ０．５ 黒曜石

�―２４ ８ ２８ 石 鏃 Ｆ―３４ � ２ １．９３×１．２８×０．２５ ０．４ 黒曜石

�―２４ ９ ２８ 石 鏃 Ｌ―７８ � ７７ （１．９６）×１．７０×０．３０ ０．６ 黒曜石

�―２４ １０ ２８ 石 鏃 Ｎ―４６ � １ ２．１２×１．７５×０．３１ ０．６ 黒曜石

�―２４ １１ ２８ 石 鏃 Ｌ―１５ � ２ ２．２０×１．８４×０．２３ ０．７ 黒曜石

�―２４ １２ ２８ 石 鏃 Ｔ―１６ � ２ ２．２８×１．８３×０．４５ １．２ 黒曜石

�―２４ １３ ２８ 石 鏃 Ｌ―８２ � ２６ ２．３２×１．６８×０．３３ ０．８ 黒曜石

�―２４ １４ ２８ 石 鏃 Ｋ―７７ � １８ ２．３２×１．８４×０．３０ ０．８ 黒曜石

�―２４ １５ ２８ 石 鏃 Ｋ―１０ � ２ ２．４２×１．４７×０．３６ １．０ 黒曜石

�―２４ １６ ２８ 石 鏃 Ｐ―１０ � １ ２．５７×１．３９×０．４２ ０．９ 黒曜石

�―２４ １７ ２８ 石 鏃 Ｌ―８ � ４ ２．４９×１．７１×０．４３ １．０ 黒曜石

�―２４ １８ ２８ 石 鏃 Ｌ―３９ � ２ ２．６９×１．５６×０．３６ ０．９ 頁岩

�―２４ １９ ２８ 石 鏃 Ｎ―６ � ５ （２．７４）×（２．１３）×０．４０ １．３ 黒曜石

�―２４ ２０ ２８ 石 鏃 Ｋ―３２ � ７ ３．０８×１．５５×０．６０ ２．０ 黒曜石

�―２４ ２１ ２８ 石 鏃 Ｑ―８６ � ９５ ３．１２×１．７５×０．４２ １．７ 黒曜石

�―２４ ２２ ２８ 石 鏃 Ｈ―１３ � １４ ３．２１×１．６０×０．３２ １．２ 黒曜石

�―２４ ２３ ２８ 石 鏃 Ｇ―４１ � ９ ３．３３×１．９８×０．３９ １．７ 黒曜石

�―２４ ２４ ２８ 石 鏃 Ｓ―９ � １８ （１．５６）×（０．７４）×０．２１ ０．２ 黒曜石

�―２４ ２５ ２８ 石 鏃 Ｓ―９ � １９ （１．５６）×０．８０×０．２１ ０．２ 黒曜石

�―２４ ２６ ２８ 石 鏃 Ｔ―１１ � １２ ２．３２×０．５６×０．２３ ０．３ 黒曜石

�―２４ ２７ ２８ 石 鏃 Ｐ―６９ � ３ （２．８５）×１．７８×０．３９ １．４ 黒曜石

�―２４ ２８ ２８ 石 鏃 Ｋ―７５ � ２３ （３．２９）×１．７９×０．３８ １．６ 黒曜石

�―２４ ２９ ２８ 石 鏃 Ｓ―１６ � １ （３．７９）×１．４７×０．５０ ２．４ 黒曜石

�―２４ ３０ ２８ 石 鏃 Ｋ―１３ � １ （４．０２）×１．３４×０．５４ ２．０ 黒曜石

�―２４ ３１ ２８ 石 鏃 Ｑ―１６ � ２ （５．０９）×１．４４×０．４３ ２．２ 黒曜石

�―２４ ３２ ２８ 石 鏃 Ｋ―８６ � ３０ （１．５８）×０．８９×０．２９ ０．３ 黒曜石

�―２４ ３３ ２８ 石 鏃 Ｍ―２９ � １６ １．８５×（１．４２）×０．３７ ０．５ 黒曜石

�―２４ ３４ ２８ 石 鏃 Ｋ―８６ � ２０ （１．８４）×１．６６×０．２８ ０．４ 黒曜石

�―２４ ３５ ２８ 石 鏃 Ｊ―４２ � ５ （１．８６）×１．１１×０．４５ ０．６ 珪質頁岩

�―２４ ３６ ２８ 石 鏃 Ｐ―８７ � ８１ １．９５×１．１７×０．３４ ０．５ 黒曜石

�―２４ ３７ ２８ 石 鏃 Ｋ―８３ � ２７ （２．０４）×１．１７×０．２８ ０．４ 黒曜石

�―２４ ３８ ２８ 石 鏃 Ｊ―８４ � １０ （１．９９）×１．２８×０．３２ ０．５ 黒曜石

�―２４ ３９ ２８ 石 鏃 Ｊ―８５ � ６ ２．０３×１．２８×０．４１ ０．７ 黒曜石

�―２４ ４０ ２８ 石 鏃 Ｌ―８０ � １４ ２．０８×０．９１×０．２５ ０．３ 黒曜石

�―２４ ４１ ２８ 石 鏃 Ｊ―７７ � ７ （２．０２）×１．１２×０．４５ ０．８ 黒曜石

�―２４ ４２ ２８ 石 鏃 Ｋ―８３ � ２６ （１．８２）×（１．６７）×０．３０ ０．６ 黒曜石

�―２４ ４３ ２８ 石 鏃 Ｋ―８５ � ２２ （２．１０）×１．８０×０．３６ ０．８ 黒曜石

�―２４ ４４ ２８ 石 鏃 Ｔ―１９ � １ ２．２９×１．４４×０．３５ ０．６ 黒曜石

�―２４ ４５ ２８ 石 鏃 Ｋ―８６ � ２９ ２．３９×１．５２×０．４５ ０．９ 黒曜石

�―２４ ４６ ２８ 石 鏃 Ｌ―７８ � ７３ ２．３９×１．０４×０．４７ ０．８ 黒曜石

梅川４遺跡（２）
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�―２４ ４７ ２８ 石 鏃 Ｋ―８０ � １２ ２．４９×１．２９×０．５０ １．０ 黒曜石

�―２４ ４８ ２８ 石 鏃 Ｍ―７７ � ４３ ２．５２×１．２３×０．５２ １．０ 黒曜石

�―２４ ４９ ２８ 石 鏃 Ｊ―４ � ９ ２．５９×１．１２×０．２１ ０．３ 黒曜石

�―２４ ５０ ２８ 石 鏃 Ｊ―１３ � １ （２．７０）×１．９２×０．５０ １．７ 黒曜石

�―２４ ５１ ２８ 石 鏃 Ｒ―１３ � １８ （２．７２）×１．０８×０．３５ ０．８ 黒曜石

�―２４ ５２ ２８ 石 鏃 Ｋ―８３ � １８ ２．７２×１．２７×０．４３ ０．８ 黒曜石

�―２４ ５３ ２８ 石 鏃 Ｌ―７７ � ２４ ２．７７×１．２６×０．３６ ０．８ 黒曜石

�―２４ ５４ ２８ 石 鏃 Ｎ―７８ � ７ （２．８２）×１．８０×０．４０ １．４ 黒曜石

�―２４ ５５ ２８ 石 鏃 Ｐ―２４ � １ （２．９０）×（１．５６）×０．５２ １．４ 珪質頁岩

�―２４ ５６ ２８ 石 鏃 Ｋ―８０ � １４ （２．９２）×１．１２×０．５１ １．２ 黒曜石

�―２４ ５７ ２８ 石 鏃 Ｇ―１７ � ２ （２．９３）×１．５１×０．５１ １．６ 黒曜石

�―２４ ５８ ２８ 石 鏃 Ｐ―７ � １ （３．０６）×１．５６×０．６１ ２．０ 黒曜石

�―２４ ５９ ２８ 石 鏃 Ｌ―８２ � ２５ ３．０５×１．７１×０．５３ １．３ 黒曜石

�―２４ ６０ ２８ 石 鏃 Ｋ―７３ � １１ （３．０５）×１．６４×０．４４ １．２ 黒曜石

�―２４ ６１ ２８ 石 鏃 Ｌ―８５ � ９ ３．０９×１．９２×０．４０ １．４ 黒曜石

�―２４ ６２ ２８ 石 鏃 Ｌ―８１ � １７ ３．２２×２．１６×０．５７ ２．０ 黒曜石

�―２４ ６３ ２８ 石 鏃 Ｊ―７８ � ７ ３．３１×１．６８×０．４１ １．４ 黒曜石

�―２４ ６４ ２８ 石 鏃 Ｎ―７８ � ８ （３．４０）×１．５９×０．４０ １．５ 黒曜石

�―２５ ６５ ２８ 石 鏃 Ｍ―８６ � ３０ ３．３５×２．００×０．８４ ３．５ 黒曜石

�―２５ ６６ ２８ 石 鏃 Ｋ―８６ � １９ ３．４５×１．９１×０．５３ ２．１ 黒曜石

�―２５ ６７ ２８ 石 鏃 Ｓ―７６ � ８３ ３．６４×１．４０×０．５１ １．８ 黒曜石

�―２５ ６８ ２８ 石 鏃 Ｋ―７７ � １３ ３．７２×１．６１×０．４５ ２．２ 頁岩

�―２５ ６９ ２８ 石 鏃 Ｎ―７６ � ２７ ３．７５×１．３２×０．５３ １．７ 頁岩

�―２５ ７０ ２８ 石 鏃 Ｋ―８４ � １７ ３．８６×１．８４×０．６１ ２．７ 黒曜石

�―２５ ７１ ２８ 石 鏃 Ｔ―６ � １ ４．３３×１．３２×０．４５ ２．２ 黒曜石

�―２５ ７２ ２８ 石 鏃 Ｐ―６ � １ （４．４０）×１．４８×０．４７ １．９ 黒曜石

�―２５ ７３ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｍ―８５ � ５２ ３．３９×２．１３×０．６６ ３．２ 黒曜石

�―２５ ７４ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｌ―８２ � ２７ （３．２５）×２．１６×０．６５ ２．９ 黒曜石

�―２５ ７５ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｍ―７７ � ４４ ３．６９×２．１７×０．６１ ３．６ 黒曜石

�―２５ ７６ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｐ―８５ � １１９ ３．６６×２．５７×０．５０ ３．６ 黒曜石

�―２５ ７７ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｐ―４ � １ （３．９７）×２．０３×０．７２ ４．４ 黒曜石

�―２５ ７８ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｑ―４１ � ２ （４．００）×（２．９２）×０．５５ ４．０ 黒曜石

�―２５ ７９ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｑ―９ � １ ４．１２×２．４０×０８０ ４．３ 黒曜石

�―２５ ８０ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｌ―７６ � ３０ ４．１４×２．１８×０．８０ ４．３ 黒曜石

�―２５ ８１ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｍ―７６ � ５２ ４．２５×２．３６×０．５８ ３．９ 黒曜石

�―２５ ８２ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｍ―７７ � ４５ ４．３４×２．２０×０．５５ ３．８ 黒曜石

�―２５ ８３ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｆ―７０ � ６ ４．６６×２．９４×０．８９ ９．４ 黒曜石

�―２５ ８４ ２８ 石槍・ナイフ類 Ｋ―７５ � ２０ ４．８６×２．３５×０．６３ ４．２ 黒曜石

�―２５ ８５ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｌ―３ � １ （４．８９）×（２．５５）×０．８２ ６．２ 黒曜石

�―２５ ８６ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｈ―２２ � ３ （５．２３）×２．５０×０．９１ ８．９ 頁岩

�―２５ ８７ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―６８ � １ ５．３８×２．０３×０．７１ ６．２ 黒曜石

�―２５ ８８ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｉ―６ � １ ５．３７×３．０１×１．０４ １０．４ 黒曜石

�―２５ ８９ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―１３ � １１ ５．４７×（２．５１）×０．７５ ６．８ 黒曜石

�―２５ ９０ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｊ―４ � １ ５．５０×２．３６×０．８１ ８．２ 黒曜石

�―２５ ９１ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｐ―１０ � ２ ５．５７×２．０２×０．８２ ６．４ 黒曜石

�―２５ ９２ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｒ―９ � １ （５．６７）×２．２６×０．６８ ６．６ 黒曜石

�―２５ ９３ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―２５ � ７ ５．６７×３．１２×０．６８ ６．７ 黒曜石

�―２５ ９４ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｋ―８６ � ２２ ５．７２×２．９６×０．８１ １１．８ 黒曜石

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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�―２６ ９５ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｍ―８６ � ３５ ５．８４×２．８５×０．９８ １２．１ 黒曜石

�―２６ ９６ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｒ―１０ � ２ （５．８１）×２．５０×１．０３ １２．０ 黒曜石

�―２６ ９７ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｋ―８２ � ２６ （５９．５）×２．５２×０．８５ ８．６ 黒曜石

�―２６ ９８ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｇ―５ � １ ６．１６×３．４５×１．０８ １７．１ 黒曜石 接合

�―２６ ９９ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｏ―８０ � ４３ ６．３０×３．２９×１．１２ １７．０ 黒曜石

�―２６ １００ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―８ � １２ ６．７１×（２．６６）×０．６５ ７．９ 黒曜石

�―２６ １０１ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｌ―９ �６・７ （７．０５）×３．９０×１．２５ ２４．８ 黒曜石 接合

�―２６ １０２ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―１１ � １８ ７．０８×（３．００）×０．８８ １１．２ 黒曜石

�―２６ １０３ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｒ―１２ � ４ （７．３６）×２．８６×０．８７ １２．２ 黒曜石

�―２６ １０４ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｓ―１１ � ３９ （７．９０）×３．７１×１．３６ ２５．１ 黒曜石

�―２６ １０５ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｋ―８２ � ２４ （２．３９）×２．６９×０．６８ ３．７ 黒曜石

�―２６ １０６ ２９ 石槍・ナイフ類 Ｐ―８７ � ８２ （４．１８）×１．８６×０．４８ ３．２ 黒曜石

�―２６ １０７ ２９ 石 錐 Ｌ―３６ � ７ ２．７９×０．８６×０．４８ １．３ 黒曜石

�―２６ １０８ ２９ 石 錐 Ｍ―３７ � １３ （３．３８）×（０．８０）×０．５２ １．４ 片岩

�―２６ １０９ ２９ 石 錐 Ｓ―８ � １５ ５．６８×２．０１×１．１０ ９．０ 黒曜石

�―２６ １１０ ２９ つまみ付きナイフ Ｋ―１５ � １ ３．６４×３．０５×０．６０ ５．０ 頁岩

�―２６ １１１ ２９ つまみ付きナイフ Ｓ―６ � ４ ４．１７×２．１８×０．７０ ３．９ めのう

�―２６ １１２ ２９ つまみ付きナイフ Ｏ―２５ � １３ ４．４７×１．５９×０．８５ ４．４ 頁岩

�―２６ １１３ ２９ つまみ付きナイフ Ｏ―４ � １ ４．８３×２．１６×０．６３ ６．４ 頁岩

�―２６ １１４ ２９ つまみ付きナイフ Ｎ―６ � ８ ４．９０×１．９４×０．７８ ５．７ 頁岩

�―２６ １１５ ２９ つまみ付きナイフ Ｒ―３１ � １１ ５．１７×１．９２×０．７２ ６．２ 頁岩

�―２６ １１６ ２９ つまみ付きナイフ Ｏ―７ � ８ ５．３８×１．７５×１．４１ ６．７ 頁岩

�―２６ １１７ ２９ つまみ付きナイフ Ｍ―２９ � ９ ５．３５×２．６９×１．０６ １２．１ 頁岩

�―２６ １１８ ２９ つまみ付きナイフ Ｍ―２２ � ２ ５．７３×２．５９×０．７２ ８．２ 黒曜石

�―２７ １１９ ２９ つまみ付きナイフ Ｍ―１０ � １ ５．６２×３．４７×１．１５ １６．４ 黒曜石

�―２７ １２０ ２９ つまみ付きナイフ Ｏ―７０ � ４ ６．４３×２．６７×０．９３ １５．２ 頁岩

�―２７ １２１ ２９ つまみ付きナイフ Ｋ―８５ � ３３ ６．７８×２．２８×１．００ １０．９ 頁岩 アスファルト

�―２７ １２２ ２９ つまみ付きナイフ Ｇ―２１ � １ ７．８７×２．１３×１．０５ １１．２ 頁岩

�―２７ １２３ ２９ つまみ付きナイフ Ｚ―９８ � １ ８．５２×３．４０×１．２０ ２０．８ 黒曜石

�―２７ １２４ ３０ スクレイパー Ｓ―７５ � ８１ ２．５７×２．２５×９．８ ４．２ 黒曜石

�―２７ １２５ ３０ スクレイパー Ｋ―７８ � ２１ ３．２９×３．５２×０．９６ ７．６ 黒曜石

�―２７ １２６ ３０ スクレイパー Ｑ―８ � ４ ３．８０×３．０６×１．９０ １６．０ 黒曜石

�―２７ １２７ ３０ スクレイパー Ｑ―８５ � １７２ ３．２５×４．４３×１．５４ １５．２ 黒曜石

�―２７ １２８ ３０ スクレイパー Ｊ―１１ � ２ ４．６８×２．８９×１．５３ １９．２ 黒曜石

�―２７ １２９ ３０ スクレイパー Ｊ―８１ � １１ ３．９０×４．３０×１．１７ １５．１ 頁岩

�―２７ １３０ ３０ スクレイパー Ｍ―７８ � ３４ ３．２６×４．９８×０．８６ １１．９ 黒曜石

�―２７ １３１ ３０ スクレイパー Ｋ―７８ � ２２ ４．６８×５．２８×１．４８ ２９．３ 黒曜石

�―２７ １３２ ３０ スクレイパー Ｓ―１５ � ５ ５．７４×５．５５×１．３７ ３７．６ めのう

�―２７ １３３ ３０ スクレイパー Ｋ―８６ � ２４ （２．８３）×（２．１９）×０．６０ ３．０ 黒曜石

�―２７ １３４ ３０ スクレイパー Ｌ―７７ � ２６ ３．４６×１．５７×０．５３ ２．４ 黒曜石

�―２７ １３５ ３０ スクレイパー Ｍ―７６ � ５１ ３．５３×１．７４×１．１７ ４．６ 黒曜石

�―２７ １３６ ３０ スクレイパー Ｑ―１５ � ３ ４．３９×１．８１×１．５３ ９．１ 黒曜石

�―２７ １３７ ３０ スクレイパー Ｌ―２ � １ （４．４０）×１．５８×０．７５ ５．０ 黒曜石

�―２７ １３８ ３０ スクレイパー Ｈ―１１ � １ ４．７８×２．７７×１．１９ １０．４ 黒曜石

�―２７ １３９ ３０ スクレイパー Ｒ―７８ � ２９２ ４．８５×２．５８×１．０８ １２．２ 黒曜石

�―２８ １４０ ３０ スクレイパー Ｐ―７７ � １０９ ５．０１×２．８６×１．０２ １１．０ 黒曜石

�―２８ １４１ ３０ スクレイパー Ｋ―２０ � ３ （５．００）×（２．０５）×０．８９ ７．６ 黒曜石

�―２８ １４２ ３０ スクレイパー Ｓ―１５ � ４ ５．３６×２．４０×１．６５ １４．２ 黒曜石

梅川４遺跡（２）
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�―２８ １４３ ３０ スクレイパー Ｓ―１６ � ２ ５．３６×（３．１８）×１．１７ １５．５ 黒曜石

�―２８ １４４ ３０ スクレイパー Ｎ―７５ � ２６ ５．７８×１．８６×１．２３ ７．９ 黒曜石

�―２８ １４５ ３０ スクレイパー Ｑ―７７ � １２５ （５．１７）×３．９５×１．４３ ３０．７ 頁岩

�―２８ １４６ ３０ スクレイパー Ｋ―７５ � ２４ ６．２９×３．７１×１．３１ ３０．９ 頁岩

�―２８ １４７ ３０ スクレイパー Ｒ―１４ � ２ ６．７２×３．１８×１．１０ １７．１ 黒曜石

�―２８ １４８ ３０ スクレイパー Ｊ―７７ � １４ ６．８３×４．１６×１．１５ ２０．７ 黒曜石

�―２８ １４９ ３０ スクレイパー Ｔ―１２ � １４ ６．７８×３．３６×１．２０ ２４．６ 玄武岩

�―２８ １５０ ３０ スクレイパー Ｇ―３ � ２ ７．１５×３．３８×１．６２ ３０．６ 黒曜石

�―２８ １５１ ３０ スクレイパー Ｏ―８２ � ９６ ７．４５×２．７２×０．７６ １４．７ 頁岩

�―２８ １５２ ３０ スクレイパー Ｌ―７８ � ８５ ７．５３×２．０３×１．３７ １５．６ 頁岩

�―２８ １５３ ３０ スクレイパー Ｋ―４ � ２ ７．７１×３．４８×２．００ ２４．５ 黒曜石

�―２８ １５４ ３０ スクレイパー Ｐ―１８ � ７ ９．２０×３．７４×１．７７ ３９．５ 黒曜石 被熱

�―２８ １５５ ３０ スクレイパー Ｓ―７４ � ２２ ９．５３×４．１４×１．４０ ３８．０ 黒曜石

�―２９ １５６ ３１ 両面調整石器 Ｓ―７４ � ２３ ２．５８×３．４６×０．９３ ７．４ 黒曜石

�―２９ １５７ ３１ 両面調整石器 Ｍ―７８ � ３５ ２．８２×３．７２×０．９８ ８．３ 黒曜石

�―２９ １５８ ３１ 両面調整石器 Ｍ―８５ � ５１ ３．６５×２．７５×１．０２ ８．８ 黒曜石

�―２９ １５９ ３１ 両面調整石器 Ｌ―８２ � ３１ ７．４０×３．２０×１．３０ ２４．５ 黒曜石

�―２９ １６０ ３１ R剥片 Ｆ―７１ � １０ ２．６０×５．５３×１．３４ １２．３ 黒曜石

�―２９ １６１ ３１ R剥片 Ｍ―８５ � ６６ ６．５７×２．５２×１．３０ １２．２ 黒曜石

�―２９ １６２ ３１ R剥片 Ｏ―８５ � １０２ ６．７４×３．０９×１．３８ １７．１ 頁岩

�―２９ １６３ ３１ 楔形石器 Ｒ―７９ � ２２９ ３．３０×１．７４×１．３５ ７．８ 黒曜石

�―２９ １６４ ３１ 石 核 Ｐ―６７ � １０ ４．１５×３．６０×１．５０ １８．３ 黒曜石

�―２９ １６５ ３１ 石 核 Ｍ―８５ � ５４ ３．７７×３．７０×１．７３ ２２．９ 黒曜石

�―２９ １６６ ３１ 石 核 Ｌ―８２ � ２２ ３．９０×４．００×１．７６ ２０．６ 黒曜石

�―２９ １６７ ３１ 石 核 Ｊ―８６ � ４ ４．７５×２．４９×２．４０ ２８．７ 黒曜石

�―２９ １６８ ３１ 石 核
Ｋ―８０
Ｌ―７８

�８６・
１７

２．９３×６．７０×１．３３ ２３．０ 黒曜石 接合

�―２９ １６９ ３１ 石 核 Ｋ―８３ � ２８ ３．５５×５．６７×１．７９ ３１．５ 黒曜石

�―２９ １７０ ３１ 石 核 Ｊ―８４ � １５ ４．５７×４．７５×２．８６ ６０．１ 黒曜石

�―２９ １７１ ３１ 原 石 Ｋ―８３ � ２４ ４．７６×６．８２×３．１７ ６７．１ 黒曜石

�―２９ １７２ ３１ 石のみ Ｎ―４ � ８ ２．７２×０．９９×０．２８ １．３ 片岩

�―２９ １７３ ３１ 石のみ Ｑ―９ � １７ ５．７０×１．６４×０．４８ ５．２ 片岩

�―２９ １７４ ３１ 石のみ Ｐ―３５ � ６ （８．０３）×１．６９×０．５５ １１．５ 片岩

�―２９ １７５ ３１ 石のみ Ｓ―６７ � ３ １０．６５×１．７２×１．４５ ４８．３ 泥岩

�―３０ １７６ ３１ 石 斧 Ｑ―７８ � ３１５ （４．７０）×４．１３×１．３３ ３５．５ 泥岩 刃部片

�―３０ １７７ ３１ 石 斧 Ｍ―７８ � ３０ （５．２０）×（４．１６）×１．６０ ５７．８ 泥岩 刃部片

�―３０ １７８ ３１ 石 斧 Ｊ―７１ � ６ （６．４１）×（４．７１）×２．５２ １２２．０ 泥岩 刃部片

�―３０ １７９ ３１ 石 斧 Ｍ―７８ � ３１ （７．４３）×５．０３×３．００ １８６．５ 泥岩 刃部片

�―３０ １８０ ３１ 石 斧 Ｆ―７１ � ９ （６．６５）×（４．５０）×２．２０ ９７．２ 泥岩 基部片

�―３０ １８１ ３１ 石 斧 Ｌ―８６ � ２０ （７．６８）×３．１４×１．４３ ６３．５ 泥岩

�―３０ １８２ ３１ 石 斧 Ｌ―７７ � ２７ ８．１３×３．３４×０．７５ ２２．９ 泥岩

�―３０ １８３ ３１ 石 斧 Ｓ―１３ � ２２ ８．１５×２．７１×０．９０ ３０．０ 片岩

�―３０ １８４ ３１ 石 斧 Ｒ―３５ � １ ８．０４×４．０３×０．８３ ４５．８ 泥岩

�―３０ １８５ ３１ 石 斧 Ｍ―７２ � １６ （８．４８）×４．８２×１．５８ ８０．８ 泥岩 基部片未成品

�―３０ １８６ ３２ 石 斧 Ｑ―７５ � ４７ （７．８２）×（６．０８）×３．２５ ２２４．２ 泥岩 刃部片

�―３１ １８７ ３２ 石 斧 Ｎ―７５ � ２８ （９．１５）×５．４３×２．１４ １３９．７ 片岩 刃部片

�―３１ １８８ ３２ 石 斧 Ｅ―８ � ９ ９．０３×４．００×１．６５ ８６．３ 泥岩

�―３１ １８９ ３２ 石 斧 Ｊ―３８ � １３ ９．１０×３．９３×１．１８ ６９．７ 泥岩

� 包含層（第�黒色土層）出土の遺物
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�―３１ １９０ ３２ 石 斧 Ｋ―７６ � １２ ９．３１×３．９０×１．６２ ９１．２ 泥岩

�―３１ １９１ ３２ 石 斧 Ｈ―３３ � ５ ９．７６×３．３６×１．３５ ６６．７ 泥岩

�―３１ １９２ ３２ 石 斧 Ｌ―９ � １７ １０．３１×３．７５×１．０８ ７６．０ 泥岩

�―３１ １９３ ３２ 石 斧 Ｍ―８５ � ５８ １１．１０×４．７４×２．３４ ２１３．３ 泥岩

�―３１ １９４ ３２ 石 斧 Ｋ―８５ � ３５ （１１．２１）×（６．３８）×５．２４ ５３５．０ 泥岩 基部片

�―３２ １９５ ３２ 石 斧 Ｍ―７２ � １７ １１．６５×３．４５×２．３８ １４０．５ 泥岩

�―３２ １９６ ３２ 石 斧 Ｋ―２７ � ２ （１１．８２）×（３．５８）×２．５２ １８０．９ 泥岩

�―３２ １９８ ３２ 石 斧 Ｍ―７２ � １８ １２．０７×３．８２×１．９０ １２８．９ 片岩

�―３２ １９９ ３２ 石 斧 Ｓ―７７ � ８９ １２．８０×４．８３×２．３５ ２２３．２ 泥岩

�―３２ ２００ ３２ 石 斧 Ｎ―８ � ５ １５．０８×３．６０×１．５５ １３６．６ 片岩

�―３３ ２０１ ３３ たたき石 Ｌ―７７ � ２９ ５．０６×（４．６０）×３．７２ １３５．０ 玄武岩 破片

�―３３ ２０２ ３３ たたき石 Ｊ―７９ � １３ （６．１３）×（２．６０）×４．２５ １０２．３ 玄武岩 破片

�―３３ ２０３ ３３ たたき石 Ｋ―７８ � １７ ５．４５×５．６７×４．２０ ２００．１ 玄武岩

�―３３ ２０４ ３３ たたき石 Ｑ―３２ � １６ ５．７５×５．５９×４．７２ ２４２．２ 玄武岩

�―３３ ２０５ ３３ たたき石 Ｍ―７８ � ３３ ６．７７×４．１３×３．８５ １３８．０ 安山岩

�―３３ ２０６ ３３ たたき石 Ｆ―７ � ５ ８．５６×６．０３×３．３７ ２１４．２ 砂岩

�―３３ ２０７ ３３ たたき石 Ｋ―８６ � ３２ （９．３７）×５．８８×３．５２ ２７７．５ 砂岩 被熱

�―３３ ２０８ ３３ たたき石 Ｌ―８２ � ３３ １０．８２×５．３５×４．６８ ３５０．１ 砂岩 被熱

�―３３ ２０９ ３３ たたき石 Ｍ―７７ � ４０ １４．５０×６．１９×２．７４ ３２８．６ 砂岩

�―３３ ２１０ ３３ 北海道式石冠
Ｎ―８５
Ｐ―８５
・８６

�
１４１・
１１７・
１１８

（９．７２）×（１１．０５）×（４．２２） ３５６．８ 砂岩 破片

�―３３ ２１１ ３３ 北海道式石冠 Ｓ―１６ � ７ ９．１８×９．５１×５．５５ ５８０．０ 片麻岩

�―３４ ２１２ ３３ 北海道式石冠 Ｈ―２１ � ３ ９．６３×１０．４３×５．９４ ７５３．０ 砂岩

�―３４ ２１３ ３４ 北海道式石冠 Ｍ―３ � ６ ９．９２×１１．６４×５．０８ ８２５．０ 砂岩

�―３４ ２１４ ３４ 北海道式石冠 Ｍ―１２ � ８ ８．５４×１２．９３×６．４６ ９８０．０ 砂岩 接合

�―３４ ２１５ ３４ すり石 Ｎ―２５ � ３ （７．１）×（７．７）×（５．９） ３８５．５ 安山岩

�―３４ ２１６ ３４ すり石 Ｐ―７８ � １９６ （４．７）×（９．５５）×（５．２） ２１８．６ 砂岩 断面三角形

�―３４ ２１７ ３４ すり石 Ｓ―８６ � １２ １０．７×８．６×５．７ ８０５．０ 安山岩

�―３４ ２１８ ３４ すり石 Ｍ―４６ � ２ （１１．０）×（８．６５）×５．２ ６６５．０ 安山岩

�―３４ ２１９ ３４ 石 鋸 Ｔ―１９ � ２ ５．９０×７．４０×０．９０ ４５．５ 砂岩

�―３４ ２２０ ３４ 砥 石 Ｓ―１０ � １６ （４．００）×（３．８５）×１．５０ ２８．４ 砂岩

�―３５ ２２１ ３４ 砥 石 Ｓ―１０ � １６ ５．７０×７．１５×２．４０ １００．８ 砂岩

�―３５ ２２２ ３４ 砥 石 Ｌ―８４ � １４ （８．５）×（９．０）×３．３ ２９３．７ 砂岩

�―３５ ２２３ ３４ 砥 石 Ｍ―８６ � ３８ （７．１）×（１２．４）×４．１ ３８１．１ 砂岩

�―３５ ２２４ ３４ 砥 石 Ｓ―２７ � ６ （１１．８）×８．２×４．７０ ５１３．０ 砂岩

�―３５ ２２５ ３４ 砥 石

Ｍ―８５
Ｍ―８５
Ｍ―８５
Ｍ―８５
Ｎ―８５
Ｎ―８７
Ｒ―８５

�

６０
６１
６７
６９
１２１
５４
５４

（１５．０×）（１０．０）×（６．３） ９３２．０ 砂岩 ７点接合

�―３５ ２２６ ３５ 石 皿 Ｋ―８６ � ４０ （９．８）×（１６．７）×（５．１） １０６６．０ 安山岩

�―３５ ２２７ ３６ 石 皿
Ｏ―８６
Ｐ―８６

� ２１２
１４２

２４．１×（１６．０）×（７．０） １６１０．０ 安山岩 被熱

�―３６ ２２８ ３６ 石製品 Ｎ―７５ � ２９ ４．３×４．４×４．０ ２９．５ 軽石 軽石球

�―３６ ２２９ ３６ 石製品 Ｏ―１１ � ６ （６．４１）×３．７３×１．２８ ３４．０ 緑泥石岩 垂飾

�―３６ ２３０１２・３６ 石製品 Ｒ―１０ � １２ ６．６５×３．８６×０．６６ １８．０ 緑泥石岩 岩偶

�―３６ ２３１ ３６ 石製品 Ｋ―８６ � ２５ （８．１）×（１３．０）×（２．１） １６７．６ 安山岩 オロシガネ状

�―３６ ２３２ ３６ 石製品 Ｊ―７３ � ２１ （７．５）×（１２．６）×１．９ （２０１．８） 安山岩 オロシガネ状
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� 自然科学的手法による分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

１ 千歳市梅川４遺跡出土炭化材の樹種

梅川４遺跡は、梅川左岸と祝梅川源流右岸に挟まれた台地上に立地する。今回の発掘調査により、

縄文時代中期・後期の住居跡、土坑、焼土、土器集中等の遺構が検出されている。今回の分析調査で

は、住居跡や焼土における木材利用を確認するため、出土した炭化材の樹種同定を実施する。

（１）試料

試料は、梅川４遺跡の２基の住居跡（VH－１・２）から出土した炭化材５点（試料番号１～５）、

焼土（VF－２）から出土した炭化材３点（試料番号６～８）、合計８点である。

（２）分析方法

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断

面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴

を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定

する。

なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東（１９８２）やWheeler他（１９９８）を参考にす

る。また、日本産木材の組織配列については、林（１９９１）や伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）

を参考にする。

（３）結果

樹種同定結果を表１に示す。炭化材は、広葉

樹３分類群（ハンノキ属ハンノキ亜属・コナラ

属コナラ亜属コナラ節・トネリコ属）に同定さ

れた。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen．

Alnus）カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または２－４個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁

孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、１－２０細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen．Quercus sect．Prinus）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１－３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１－２０細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・トネリコ属（Fraxinus）モクセイ科

環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、厚壁の道管が単独または２個が

放射方向に複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

表�－１ 梅川４遺跡の樹種同定結果

試料番号 遺 構 位 置 樹 種

１ VH－１（住居跡）床面 トネリコ属

２ VH－１（住居跡）床面 コナラ属コナラ亜属コナラ節

３ VH－１（住居跡）床面 トネリコ属

４ VH－２（住居跡）床面 トネリコ属

５ VH－２（住居跡）床面付近 トネリコ属

６ VF－２（焼土）焼土上面 トネリコ属

７ VF－２（焼土）焼土上面 ハンノキ属ハンノキ亜属

８ VF－２（焼土）焼土中 ハンノキ属ハンノキ亜属
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に配列する。放射組織は同性、１－３細胞幅、１－３０細胞高。

（４）考察

住居跡から出土した炭化材は、トネリコ属を中心にコナラ節が混じる組成であった。現在本遺跡周

辺では、トネリコ属は川辺林・湿地林を構成するヤチダモが河川流域の低地に、コナラ節はミズナラ

が台地から谷斜面にかけて広く分布している。当時の遺跡付近でもこれらの種類が生育していた可能

性があり、いずれも重硬で強度が高い材質を有していることから、周辺に生育している中から強度の

高い木材を選択していたことが推定される。

周辺地域の調査事例をみると、恵庭市の中島松５遺跡やカリンバ１遺跡で縄文時代中期の住居跡出

土炭化材にトネリコ属が多い結果が報告されている（三野，１９９０，２０００；汐見・岡田，２００１）。一方、

キウス４遺跡ではコナラ節、西島松９遺跡ではオニグルミやカエデ属が多い結果が報告されており（三

野，１９９７；パリノ・サーヴェイ株式会社，２００２）、遺跡によって多く利用される樹種には違いがある。

こうした違いは、遺跡周辺の局所的な植生の違いなどが理由として考えられる。

一方、焼土から出土した炭化材はハンノキ亜属とトネリコ属であり、少なくとも２種類の木材が利

用されていたことが推定される。ハンノキ亜属には、トネリコ属と同様に川辺林・湿地林を構成する

種類が含まれており、周囲にハンノキ亜属やトネリコ属が生育する川辺林・湿地林が見られたことが

推定される。
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図版�－１ 梅川４遺跡の炭化材

� 自然科学的手法による分析

117



（株）加速器分析研究所

（１）測定対象試料

２ 梅川４遺跡における放射性炭素年代（AMS 測定）

梅川４遺跡は、北海道千歳市祝梅（北緯４２°４９′５４″、東経１４１°４１′２６″）に所在する。測定対

象試料は、１号住居跡（VH－１）床面から出土した木炭２点（１：IAAA－８２６７０、２：IAAA－

８２６７１）、２号住居跡（VH－２）床面から出土した木炭（３：IAAA－８２６７２）、２号住居跡（VH－２）

床面付近から出土した木炭（４：IAAA－８２６７３）、２号焼土（VF－２）から出土した木炭（５：IAAA

－８２６７４）、包含層調査区Ｅ・Ｆ－３の�層から出土した木炭（６：IAAA－８２６７５）、包含層調査区Ｅ

・Ｇ－２の�層から出土した木炭（７：IAAA－８２６７６）、包含層調査区Ｂ－９８・９９の�層から出土し

た木炭（８：IAAA－８２６７７）、包含層調査区Ｌ・Ｍ－１の�層から出土した木炭（９：IAAA－８２６７８）、

合計９点である。

（２）測定の意義

遺跡内の遺構の年代を知り、他の出土遺物との整合をはかる。

（３）化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。最

初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。

なお、AAA処理において、アルカリ濃度が１N未満の場合、表中に AaAと記載する。その後、

超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理し

た後、超純水で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。

（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を

精製する。

（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製

する。

（６）グラファイトを内径１�のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

（４）測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH

－２）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx�）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

（５）算出方法

（１）年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polash １９７７）。

（２）１４Ｃ年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、

１９５０年を基準年（０yrBP)として遡る年代である。この値は、δ１３Ｃによって補正された値であ

梅川４遺跡（２）
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る。１４Ｃ年代と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４Ｃ年代の誤差（±

１σ）は、試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

（３）δ１３Ｃは、試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計ある

いは加速器を用いる。加速器により１３Ｃ／１２Ｃを測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

（４）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。

（５）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の１４Ｃ濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４Ｃ年代に対応す

る較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝

９５．４％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４Ｃ年

代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、

プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョン

を確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal０４データベース（Reimer et

al ２００４）を用い、OxCalv４．０較正プログラム（Bronk Ramsey １９９５ Bronk Ramsey ２００１

Bronk Ramsey，van der Plicht and Weninger ２００１）を使用した。

（６）測定結果

１４Ｃ年代は、１号住居跡床面から出土した木炭２点が３４７０±３０yrBPと３４５０±３０yrBP、２号住居跡

（VH－２）床面から出土した木炭が３５２０±３０yrBP、同床面付近から出土した木炭が３４１０±３０yrBP、

２号焼土から出土した木炭が３５２０±３０yrBPである。遺構出土試料は縄文時代後期中葉に相当する。

包含層では、調査区Ｅ・Ｆ－３の�層から出土した木炭が３０５０±３０yrBP、調査区Ｆ・Ｇ－２の�
層から出土した木炭が２８００±３０yrBP、調査区 B－９８・９９の�層から出土した木炭が２７３０±３０yrBP、

調査区Ｌ・Ｍ－１の�層から出土した木炭が２６９０±３０yrBPである。

試料の炭素含有率は高く、十分な値であった。化学処理および測定内容にも問題は無く、妥当な年

代と判断される。

表�－２ 梅川４遺跡放射性炭素年代測定試料一覧

測定番号

試

料

名

採 取 場 所
試料

形態

処理

方法

δ１３Ｃ（‰）

（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age

（yrBP）

pMC

（％）

IAAA－８２６７０ １ １号住居跡（VH－１） 層位：床面 木炭 AAA －２５．０６±０．８０ ３，４７０±３０ ６４．９４±０．２７

IAAA－８２６７１ ２ １号住居跡（VH－１） 層位：床面 木炭 AAA －２３．８８±０．８８ ３，４５０±３０ ６５．０７±０．２８

IAAA－８２６７２ ３ ２号住居跡（VH－２） 層位：床面 木炭 AaA －２５．０６±０．８４ ３，５２０±３０ ６４．５２±０．２５

IAAA－８２６７３ ４ ２号住居跡（VH－２） 層位：床面付近 木炭 AAA －２６．５４±０．４９ ３，４１０±３０ ６５．３８±０．２６

IAAA－８２６７４ ５ ２号焼土（VF－２） 層位：焼土中 木炭 AAA －２８．６６±０．６１ ３，５２０±３０ ６４．４８±０．２７

IAAA－８２６７５ ６ 包含層調査区Ｅ・Ｆ－３ 層位：�層 木炭 AAA －２８．４０±０．４６ ３，０５０±３０ ６８．４０±０．２７

IAAA－８２６７６ ７ 包含層調査区Ｆ・Ｇ－２ 層位：�層 木炭 AaA －２７．４４±０．６５ ２，８００±３０ ７０．５７±０．２８

IAAA－８２６７７ ８ 包含層調査区Ｂ－９８・９９ 層位：�層 木炭 AAA －２４．４７±０．８２ ２，７３０±３０ ７１．１８±０．３０

IAAA－８２６７８ ９ 包含層調査区Ｌ・Ｍ－１ 層位：�層 木炭 AaA －３２．１７±０．７７ ２，６９０±３０ ７１．５７±０．３０

［#２７１６］
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表�－３ 梅川４遺跡放射性炭素年代測定結果

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正

用（yrBP）
１σ 暦年代範囲 ２σ 暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－８２６７０ ３，４７０±３０ ６４．９４±０．２５ ３，４６７±３３

１８７７BC－１８４１BC（２３．７％）

１８２４BC－１７９６BC（１６．４％）

１７８２BC－１７４２BC（２８．１％）

１８８５BC－１７２９BC（８６．８％）

１７２０BC－１６９２BC（ ８．６％）

IAAA－８２６７１ ３，４３０±３０ ６５．２２±０．２５ ３，４５２±３４

１８７３BC－１８４４BC（１７．６％）

１８１４BC－１８０１BC（ ７．０％）

１７７８BC－１７３４BC（３１．１％）

１７１５BC－１６９４BC（１２．４％）

１８８１BC－１６８８BC（９５．４％）

IAAA－８２６７２ ３，５２０±３０ ６４．５２±０．２２ ３，５１９±３１
１８９４BC－１８６８BC（１７．５％）

１８４８BC－１７７５BC（５０．７％）
１９２６BC－１７５１BC（９５．４％）

IAAA－８２６７３ ３，４４０±３０ ６５．１７±０．２５ ３，４１３±３２ １７５１BC－１６６７BC（６８．２％）

１８７１BC－１８４５BC（ ４．７％）

１８１１BC－１８０４BC（ ０．９％）

１７７６BC－１６２４BC（８９．８％）

IAAA－８２６７４ ３，５８０±３０ ６４．００±０．２５ ３，５２４±３３
１９０４BC－１８６９BC（２２．３％）

１８４７BC－１７７５BC（４５．９％）
１９３９BC－１７５２BC（９５．４％）

IAAA－８２６７５ ３，１１０±３０ ６７．９２±０．２６ ３，０５１±３２
１３８６BC－１２９２BC（６５．７％）

１２７７BC－１２７３BC（ ２．５％）

１４１１BC－１２５７BC（９１．９％）

１２３６BC－１２１６BC（ ３．５％）

IAAA－８２６７６ ２，８４０±３０ ７０．２２±０．２６ ２，８００±３１ ９９６BC－ ９１５BC（６８．２％）
１０４１BC－ ８９２BC（９０．８％）

８７９BC－ ８４７BC（ ４．６％）

IAAA－８２６７７ ２，７２０±３０ ７１．２６±０．２７ ２，７３１±３３ ９０２BC－ ８３６BC（６８．２％）
９７０BC－ ９６１BC（ １．７％）

９３３BC－ ８１１BC（９３．７％）

IAAA－８２６７８ ２，８１０±３０ ７０．５２±０．２８ ２，６８６±３４
８９３BC－ ８７７BC（１４．８％）

８４７BC－ ８０６BC（５３．４％）
９０２BC－ ８０１BC（９５．４％）

［参考値］
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図�－１ 暦年較正年代グラフ（１）
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図�－２ 暦年較正年代グラフ（２）
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� 成果と問題点

（１）遺構

１ まとめ

第�黒色土層から検出された遺構は、平地住居跡２軒、竪穴住居跡１軒、土坑１６基、Ｔピット７基、

焼土２か所、土器集中２か所である。時期は、平地住居跡は縄文時代後期中葉、竪穴住居跡は中期後

半と考えられ、土坑は中期のものが多い。土器集中は後期中葉のものである。

遺物は、中・後期の土器片のほか、石鏃、石槍・ナイフ類、たたき石、岩偶などが出ている。

（２）自然科学的分析結果

今回は、住居跡２軒、焼土１か所から採取した炭化材について、それぞれ樹種同定と放射性炭素年

代測定を依頼した。

VH－１の床面付近とみられる位置から出土した炭化材の樹種は、トネリコ属とコナラ節が同定さ

れ、炭化材２点の放射性炭素年代測定結果は、３，４７０±３０、３，４５０±３０という数値であった。

VH－２の床面付近の壁際と考えられる位置で出土した炭化材２点の樹種は、トネリコ属と同定さ

れ、それぞれの放射性炭素年代測定結果は、３，５２０±３０、３，４１０±３０という数値であった。

VF－２焼土中央部の上位から多量に出土した炭化材片のうち分析を依頼した３点の樹種は、トネ

リコ属・ハンノキ属の２種が同定され、炭化材１点の放射性炭素年代測定結果は、３，５２０±３０という

数値であった（�章参照）。 （新家）

（３）土器

包含層�層（第�黒色土層）からは１４，６７６点の土器片が出土した。�～�群があるが、�群６，８１３

点（約４６％）、�群５，７３９点（約３９％）が多く、これらで全体の８割以上を占めている。�群は手稲式

～堂林式の資料が多く、�群は大半が北筒�式（トコロ６類）である。

北筒�式（トコロ６類）の土器の中には、貼付で文様帯を構成するものが見られた。貼付で文様帯

を構成する土器は管見による限り道央圏に分布が限られ、北筒�式の中でも古い属性をのこす特徴的

なものである。

今回報告の�層（第�黒色土層）調査では、北筒�式の遺構と判断されているものが、土坑６基（VP

－４・５・１０～１３）、Ｔピット１基（VTP－６）あるものの、そのいずれからも貼付帯で文様帯を構

成する北筒式は出土していない。また、これらの遺構から良好な炭サンプルも得られなかったため、

北筒式についての年代測定を行うことはできなかった。 （影浦）

� 成果と問題点
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（４）石器・石製品

包含層�層（第�黒色土層）からは１４４，５４０点の石器が出土した。うち剥片が１４１，６０５点で、９８％を

占める。

石槍・ナイフ類が比較的多いが、大きく破損したものや、製作途中の未成品がほとんどで、両面調

整石器との分類に重なりがある。剥片石器は大半が黒曜石製であるが、つまみ付きナイフには頁岩製

が多い。

�章で掲載した石製品の垂飾と岩偶は、いずれも調査区南側地区の、遺構や遺物の乏しい地点から

出土しているが、土器分布の濃淡から見て、縄文時代中期のものと考えられる。岩偶は緑泥石岩で作

られ、両腕・両腰・両脚を表現したと思われる突起と３つの貫通孔を持ち、表裏面合わせて８８か所の

円形のくぼみ状の文様で装飾されている。

この岩偶に比較的似た特徴を持つ出土例としては、江別市７丁目沢２遺跡出土のもの、千歳市美々

４遺跡出土のもの、青森市三内丸山遺跡出土のもの、素材は異なるが、戸井町（現函館市）戸井貝塚

出土の骨偶などがある（図�－１）。

江別市７丁目沢２遺跡（江別市 １９９６）の岩偶は、風倒木痕からの出土である。周辺に遺構がなか

った点、両肩の貫通孔、片脚が欠損している点など、共通点もある。大きさは長さ７．９�、幅５．６�、

厚さ１．３�、重さ６１ｇである。片面に横方向の刻線が数本施されている。石材は蛇紋岩と報告されて

いる。出土状況に時期を特定する根拠がないが、報告では晩期の土偶と酷似するという理由で晩期末

葉に位置づけられている。

千歳市美々４遺跡（北埋調報第２４集）出土のものは、蛇紋岩を磨いて作られ、左右の縁辺部に３

対の貫通孔があり、人の上半身に似た形の垂飾（ペンダント）と分類されている。大きさは長さ４．８

�、幅３．３�、厚さ０．７�、重さ１２．１ｇである。周辺地区からは北筒式土器が多く出土しており、梅川

４遺跡出土のものと共通する。明瞭な四肢の表現はないが、素材や大きさなども類似する。

三内丸山遺跡（青森県 １９９６）の南盛土から出土した石製人形は縄文時代中期後葉（榎林式期）の

ものとされおり、梅川４遺跡出土の岩偶と時期が近い。両面の中央縦方向に刻線が入り、片面にのみ

円形の刺突が胸部付近に弧状に施されている。三内丸山遺跡では多くの板状土偶や岩偶が出土した

が、報告ではあえて「石偶」と呼称し、他の岩偶と区別している。石材の言及はないが、写真の状況

から、蛇紋岩あるいは緑泥石岩系の軟らかい石を使っていると思われる。

戸井町戸井貝塚（戸井町 １９９３）の骨偶は、後期初頭の貝層から出土している。鹿の角製であるの

で“角偶”とされ、長さは５．５�である。くぼみ状の刺突様円形文様を報告書では“盲孔”と表現し

ている。文様が施されているのは片面のみである。盲孔の中に微量の赤色顔料が観察されている。

これらの例は時期にばらつきがあり、今回出土した岩偶の具体的時期を裏付ける材料にはならない

が、図�－１のように縮尺をそろえて並べてみると、江別市７丁目沢２遺跡出土のもの、千歳市美々

４遺跡出土のもの、三内丸山遺跡出土のものが特に類似していると思われる。

このほか、中島松５遺跡（恵庭市 １９８９）、栄浜１遺跡（八雲町 １９８２）、臼尻Ｂ遺跡（旧南茅部町 １９８５

～１９８８）、陣川町遺跡（函館市 １９８９）から「岩偶」あるいは「石偶」という名称で報告されている石

製品が複数ある。いずれも研磨した逆三角形の石板である。残念ながら石材に言及している報告書は

少なく、石材は不明である。これらは梅川４遺跡の岩偶に比べると頭部・四肢の表現に乏しい。表面

の刺突状の装飾もなく、同種の製品とは考えにくい。時期は縄文時代前期～中期（北筒式）、または

時期不明と記されている。 （新家）
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図�－１ 岩偶の類例
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（１）はじめに

２ 道央部における北筒�式（トコロ６類）の型式幅について

今回の調査では、ＢＣ地区から縄文時代中期の土器がまとまって出土した。口縁部に断面三角形の
ほくとう

肥厚帯を持ち、その下に円形刺突文が施された北筒�式（トコロ６類）相当の資料である。肥厚帯上
い にょう

に押引文（突引文と呼称する例もある）の囲繞するものが多く、地文は斜行縄文の他、結束第１種や

綾繰の羽状縄文も見られるので、北筒�式の中でも古手の、いわゆる「第１段階」（工藤 ２００８）と位

置づけられているものが含まれている註１。

ここでは、その北筒�式（トコロ６類）第１段階の土器について、現段階での編年的位置づけの趨

勢と、その問題点を確認し、検証・考察を行うものとする。

なお、本稿では土器型式名が多出する。その都度、（ ）で類型の型式名は付した。大略を説明す
てんじんやま

ると、単に「北筒式」としたものは、北筒�式のことで、トコロ６類に相当する。同様に天神山式は
はぎ が おか かしわ ぎ がわ もみ じ やま おおあんざい

萩ヶ岡３式、柏木川式は萩ヶ岡４式・紅葉山式、道東方面ではモコト式、道南方面では大安在Ｂ式に

相当する。

また、本稿で比較検討を行うに際して、各報告書における図番号ならびに掲載番号を適宜記した部

分がある。以下、（ ）でくくった図番号のうち、特に「参照」と付したものは本稿の図版番号、「参

照」と付していないものは、引用した報告書中の掲載番号として区分する。

図�－２ 北筒式編年細別模式図（部分）
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（２）道央部における縄文時代中期後半の編年研究の経緯

今日の道央部における縄文時代中期後半の土器型式の変遷は、大沼忠春が提示した編年案（大沼
み はらしちょう

１９８１）が基調となっている。大沼は、道南部の見晴町式に相当するものとして道央部の天神山式、大

安在Ｂ式に相当するものとして柏木川式という対応関係を示した。そして従来、縄文時代中期の中頃

と位置づけられていた北筒式（トコロ６類）註２を縄文時代中期末に引き下げた。

そして、大沼のこの編年案は、翌年報告書が刊行された江別市萩ヶ岡遺跡の層位的な発掘成果や、
れん が だい

北筒�式（トコロ６類）と縄文時代中期末の型式であるノダップ�式・煉瓦台式との共伴事例が相次

いだことにより、妥当であるとの評価註３を得た。

こうした状況のもと、１９８１年以降に刊行された道央部の報告書では、その大半が北筒式を縄文時代

中期末の土器と位置づけたものになっている。序列として柏木川式（モコト式）の後ろに置いており、

北筒式の細分そのものも「ノダップ�式併行」か「煉瓦台式併行」のいずれかに振り分けるのが通例

である（図�－２参照）。

一方、熊谷仁志は「柏木川式の口縁部にタガ状の貼付文が廻り、切り出し状の断面をもたないもの

が多いこと、体部縄文は斜行縄文がほとんどで、これに対し北筒式の古い段階が結束羽状縄文・結束

斜行縄文が施されることなど、スムーズな変遷を辿ることができない」（熊谷 １９９７）、「（北筒式の）

口縁部の押引文は、萩ヶ岡１・２式や嵐山式等に初源や変遷が認められ、柏木川式・モコト式を介さ

ずとも北筒式へのスムーズな変遷が想定できる」（熊谷 ２００１）等、北筒式の初源について中期の中頃

に遡る可能性を示唆した註４。

（３）江別市萩ヶ岡遺跡の層位的成果と問題点

江別市萩ヶ岡遺跡の調査報告書では、大沼の編年案を妥当とし、サイベ沢�式・見晴町式→萩ヶ岡

１式→萩ヶ岡２式→萩ヶ岡３式（天神山式）→萩ヶ岡４式（紅葉山式・柏木川式）→北筒式（北筒�
式・トコロ６類）→余市式という、さらなる細分案が示された。

同報告書中の「萩ヶ岡式土器の設定」（高橋 １９８２）によれば、

萩ヶ岡１式は�２文化層から出土した４群５類土器、

萩ヶ岡２式は�１文化層から出土した４群５類土器、

萩ヶ岡３式は�２文化層から出土した４群６類土器註５、

萩ヶ岡４式は�１文化層から出土した４群６類土器註６。

そして北筒式は�２文化層から出土した４群７類土器である。

ここで土器型式変遷の根拠とされている『文化層』とは、萩ヶ岡遺跡の基本土層のことではない。

土器の出土状況から、別途、設定されたものである。

同報告書中の「�－１．２）発掘区内の層序」（野中 １９８２）によると、基本土層は「基盤を�層と

して�～�層に分離した」とあり、�層は�ａ・�ｂ・�ｃ層に、�層は�ａ・�ｂ１・�ｂ２・�
ｃ層に、�層は�ａ・�ｂ層にそれぞれ細分されている。

次に、土器型式変遷の根拠となった文化層と、この基本土層との対応関係であるが、

萩ヶ岡１式（�２文化層出土）は、「�層直上もしくは�ｂ層中に分布する遺物群で、（中略）その

広がりは�ｂ層とほぼ一致する」。

萩ヶ岡２式（�１文化層出土）は、「�ｂ層上面及び�ａ層中に分布する遺物群で、（中略）�ａ層

の広がりとほぼ一致する」。
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萩ヶ岡３式（�２文化層出土）は、「�ａ層下より�層上にかけての互層中より出土する遺物群」。

萩ヶ岡４式（�１文化層出土）は、「�ａ層中から�層下部にかけて分布する」。

北筒式（�２文化層出土）は、「�層の中程より�層直上の文化層」から出土すると説明がなされて

いる。

各文化層が複数の基本土層にまたがっており、それぞれの文化層の間に無遺物の間層があるわけで

はない。さらに『萩ヶ岡遺跡』「地層断面図」（図�－３参照）を見ると、�ａ層から�ｃ層の間（�１

文化層から�２文化層）は、断続的な互層を示してもいる。萩ヶ岡３式（天神山式）、萩ヶ岡４式（柏

木川式）という２つの型式の文化層に相当する部分であるが、�ｂ２層の下に�ａ層、その下に�ｂ

２層→�ｂ１層→�ａ層→�ｂ１層というように、層の新旧が交互に繰り返され、互層の堆積が�１

文化層に含まれているように見えるのである。

また、萩ヶ岡４式の包含層である�１文化層と北筒式の包含層である�２文化層であるが、堆積物

（層）の一部（�層下部から�層直上）が重複している。この点について、�１文化層（萩ヶ岡４式）

と�２文化層（北筒式）とは調査範囲の中で分布範囲が異なるのではないかとも考えたが、「�－１．２）

発掘区内の層序」では、�１文化層「斜面全域註７に及ぶ」、�２文化層「丘陵上から斜面全域に及ぶ」

と斜面部分に関しては重なっており、文化層の層位的根拠による分離はやや困難と思える註８。

『萩ヶ岡遺跡』図１３４では、「層別種別土器頻度」（図�－４参照）という文化層別の出土土器の割

合を表したグラフも示されているが、ここでは萩ヶ岡４式（柏木川式）の包含層である�１文化層と

北筒式の包含層である�２文化層とが１つのグラフにまとめられており、萩ヶ岡３式（天神山式）の

包含層である�２文化層との対比が示されているのみにとどまっている。さらにこの報告では、文化

層を単位として型式をまとめたためか、掲載土器の抽出についても『文化層』ごとに当該土器型式で

まとめている。端的に言えば、型式学的操作が優越した文化層の設定であったことが指摘できる。

『萩ヶ岡遺跡』の報告には上述のように多くの問題点があるが、報告書が刊行された同年の、伊達
みなみまれっぷ

市南稀府５遺跡（大沼ほか １９８２）や登別市千歳６遺跡（大島ほか １９８２）の調査結果から、北筒式と

縄文時代中期末の型式であるノダップ�式、煉瓦台式との併行・共伴関係が相次いで報告され、柏木

図�－４ 江別市萩ヶ岡遺跡の層別種別土器頻度
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川式の後に北筒式という序列が確認されたことで、『萩ヶ岡遺跡』は型式変遷の良好な指標として位
あつ ま び び

置づけられた。そして後に、厚真町厚真７遺跡や千歳市美々３遺跡の出土例から、少なくとも道央部

の太平洋岸では、北筒式の後に煉瓦台式が成立することが提案註９され、現在では、

第一段階として大安在Ｂ式（道南）－柏木川式（道央）－モコト式（道東）という対応関係。

第二段階、ノダップ�式（道南～道央）－北筒�式第１段階（道央～道東）。

第三段階、煉瓦台式（道南～道央）－北筒�式第２段階＝トコロ６類古（道央～道東）。

第四段階、余市式（�）－北筒�式第３段階＝トコロ６類新（道央～道東）。

第五段階、余市式（�）・小野幌式－北筒�式第４段階＝トコロ５類（道東）。

という対応関係（工藤 ２００８）が示されている。

北筒式の成立時期が柏木川式に後続する第二段階であるという認識は、高橋の「萩ヶ岡４（柏木川）

式とトコロ６類土器の大部分は共伴関係になく、時間差をもって分離される」（高橋 １９８２）という見

解の踏襲である。そして、北筒式の発生段階がどこまで遡るかという問題については、道南部におけ

るノダップ�式の先行型式である大安在Ｂ式に対応するものとして、道央部に柏木川式がある、とい

うこと以外、何も示されてはいない註１０。

ところが、北筒式の古い段階と筆者が見なしている資料を見ていくと、貼付で文様帯を構成するも

のや、口縁部断面が肥厚し切り出し状を呈するもの、あるいは地文に結束羽状縄文や綾繰の羽状縄文

を施すなど、柏木川式との連続性が窺えない要素が少なからずある。

北筒式が本当に柏木川式の後続型式と言えるのかどうか註１１、また、道央部での北筒式の型式幅は縄

文時代中期末に限られるのかなどの問題が残るので、以下、これらについての再検討を行い、いくつ

かの問題提起をしたい。

（４）文様の検証

まず、道央以西の古い属性である貼付文によって胴部文様帯を構成する北筒式について類例を調べ

てみた（表�－１参照）。結果は、石狩低地帯２５遺跡４２件註１２（全６４遺跡中２５遺跡＝３９％）、後志地方７

遺跡７件（全１３遺跡中７遺跡＝５４％）、胆振・日高地方１５遺跡１６件（全３４遺跡中１５遺跡＝４４％）であ

り、道央部に集中していることが判明した。対照的に道東地方は０件（０％）註１３、道北・オホーツク

地方は４遺跡４件（全２９遺跡中４遺跡＝１４％）である。

もし、北筒式が柏木川式やモコト式の影響で成立したとするならば、貼付文によって胴部文様帯を

構成した北筒式は道央・道東、双方の地域に同等に存在してしかるべきである。しかし、実際には道

央部に集中しており、道東部との極端な地域差が現れている。であるならば、この属性に関しては、

円筒土器上層式～サイベ沢�式、あるいは萩ヶ岡１・２式からの影響によるものと考えるのが妥当で

あろう。
のぼりまち もみ じ やま

余市町登町２遺跡とフゴッペ貝塚、石狩市紅葉山４９号遺跡の出土土器の中に、サイベ沢�・�式、

あるいは萩ヶ岡１式に似たモチーフの文様帯を構成する北筒�式が見られる。細い貼付文で文様帯を

構成し、口縁部を円形刺突文が巡るものである（図�－５参照）。中でもフゴッペ貝塚、紅葉山４９号

遺跡では円筒土器上層式～サイベ沢�式相当の資料が多出しているが、そこに北筒式との関係を想定

することはできないだろうか。

次に、北筒式第１段階のメルクマールでもある連続的な押引文についてであるが、これについては

柏木川式や天神山式よりも、先行型式である萩ヶ岡１・２式の段階において、そのピークが来る手法

であると言える。半截竹管状の工具によるＵ字の突きが強調された押引文を施した北筒式の類例を調
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べた結果（表�－１参照）、１０６遺跡１５０件が数えられた。分布は道央以西（石狩低地帯・後志地方・

胆振日高地方・渡島地方）が８９遺跡１３２件と多い傾向である。ほか、道北に５遺跡５件、オホーツク

海沿岸に６遺跡６件、道東部に６遺跡７件を数えるが、間隔のまばらな押引きであり、道央部の押引

文とはやや異なったものが多い註１４。

さて、ここまで貼付による胴部文様帯を構成する北筒式（図�－５参照）、それから半截竹管状の

工具によるＵ字の突きが強調された押引文を示したが、さらに工藤研治（工藤 ２００８）によって北筒

式の古い属性とされている結束第１種や綾繰の羽状縄文の系譜についても考えてみたい。

道東の地文の変化を追っていくと、管見では、モコト式は斜行縄文が主体註１５で、結束のものや羽状

縄文はほとんど認められない。一方、工藤が提示する北筒�式第１段階（工藤 ２００８）では、斜行縄

文の他に、結束第１種の羽状縄文や結節（綾繰）の羽状縄文が認められる註１６。この結束や結節（綾繰）

の羽状縄文は北筒�式の第１段階をピークとして、第２段階、第３段階と漸減し註１６同、第４段階、す

なわちトコロ５類註１７ではほとんど認められなくなる（結束なしの羽状縄文が盛行する）。

一方、道央圏における縄文時代中期の土器で地文の変化を追うと、円筒土器上層式～サイベ沢�式

および萩ヶ岡１・２式において結束第１種や結節（綾繰）の羽状縄文が多く認められ、萩ヶ岡３式（天

神山式）では、「結節の縄文はほとんどなく、斜行縄文が一般的で、複節の縄文が多用される」（高橋

１９８２）ようになり、次の、モコト式との並行関係にあるとされる柏木川式（萩ヶ岡４式）の段階では、

綾繰文も見られるが、羽状を呈するものは非常に少なく、モコト式（あるいは大安在Ｂ式）同様、斜

行縄文が主体である。そして、道央部の北筒�式第１段階相当土器の地文には結束第１種の羽状縄文

や結節の回転文が顕著に施されている。

柏木川式を母体にして北筒式が成立したとされているのであるが、柏木川式（モコト式）において

主体的な地文は斜行縄文である。また、柏木川式（モコト式）の先行型式と位置づけられている萩ヶ

岡３式（天神山式）でも「斜行縄文が一般的」であるという。北筒式の古段階で顕著である結束第１

種や綾繰の羽状縄文が、道央部において地文として多用されているのは「円筒土器上層式～サイベ沢

�式および萩ヶ岡１・２式」の段階なのである。

この北筒�式第１段階と共伴、並行関係にあると位置づけられている、道南のノダップ�式の地文

は、結束・結節の羽状縄文は基本的に使用されておらず註１８、不規則な回転方向による縄文（一部に整

然とした羽状縄文註１９）であり、さらに、北筒�式第２段階（工藤 ２００８）と並行関係にあるとされる

煉瓦台式でも羽状縄文が施されているものの、結束や綾繰文はほとんど認められない。

北筒式の地文については、その先行型式（母体）であると目されている柏木川式（モコト式）から

も、共伴関係が指摘されている道南部の土器からも、直接の系譜を導き出すことは困難といえる。

（５）口縁部断面形態の検証

周知のとおり北筒�式（トコロ６類）の口縁部は断面三角形を基本にしたものが多く、大沼が示し

た「北筒式土器様式変遷模式図」（大沼 １９８９）を元に、オサツ１５遺跡出土の北筒�式の口縁部形態を

詳細に観察分析した泉静香も「トコロ６類の古い段階では、口縁部は肥厚し口唇部は尖るが、しだい

に角張るようになり、後期もその傾向が続くように考えられる」（泉 １９９６）と結論している。しかし

ながら、モコト式（柏木川式）は、口縁部断面が角形（あるいは丸みを帯びた角形）である。

この問題については、翌１９９７年『オサツ１５遺跡（２）』内で、泉自身により「北筒式土器の口縁部の

断面形は、北筒式（トコロ６類）より古く編年されている天神山式の点数が多い遺跡では尖っている

ものが多く、柏木川式土器が多く出土している遺跡でも、その傾向が続き、大沼により北筒式と併行

� 成果と問題点
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表�－１ 北筒�式（トコロ６類）属性対比一覧

１．石狩低地帯

� 市町村名
遺跡名

（件数）

北筒�式（トコロ６類相当）

萩ヶ岡

１・２

天神山

柏木川

・

モコト

ノダッ

プ�
煉瓦台 報告書・年度

文様 地文

横位

押引

Ｕ字

強調

横位

押引

連続

帯状

横位

押引

断続

・刺突

押引・

刺突

文様帯

貼付

による

文様帯

押引

なし

結束

第１種

羽状

綾繰

結束

なし

羽状

斜行

縄文

ほか

１ 札幌市 Ｍ４５９ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報７９・２００５

２ 札幌市 Ｍ６７ △ △ △ △ △ ○ 札幌市調報３４・１９８８

３ 札幌市 Ｎ２９３ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報６・１９７４

４ 札幌市 Ｎ２９５ △ △ △ △ 札幌市調報３２・１９８７

５ 札幌市 Ｎ３０９ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報１２・１９７５

６ 札幌市 Ｎ３０９（７６年度） △ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報１６・１９７７

７ 札幌市 Ｓ１５３ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報２４・１９８２

８ 札幌市 Ｓ２５５ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報１９・１９７９

９ 札幌市 Ｓ２６５ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報１５・１９７７

１０ 札幌市 Ｓ２６７・２６８ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報１４・１９７７

１１ 札幌市 Ｔ１５１ △ ○ ○ △ △ △ △ △ 札幌市調報２６・１９８３

１２ 札幌市 Ｔ１５１（南側地点） △ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報３８・１９８９

１３ 札幌市 Ｔ２７６ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報５１・１９９６

１４ 札幌市 Ｔ３１０ △ △ △ △ 札幌市調報７・１９７４

１５ 札幌市 Ｔ４６４ △ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報２７・１９８４

１６ 札幌市 Ｔ４６５ ○ △ △ △ △ △ 札幌市調報２７・１９８４

１７ 札幌市 Ｔ４９６（Ａ地区） △ △ △ 札幌市調報６０・１９９９

１８ 札幌市 Ｔ７７ ○ △ △ △ △ △ △ △ 札幌市調報３・１９７４

１９ 札幌市 白石神社 △ △ △ △ △？ △ △ △ 札幌市調報１・１９７３

２０ 江別市 ７丁目沢２ △ △ △ △ △ △ △？ △ △ 江別市調報５５・１９９２

２１ 江別市 ７丁目沢２ △ △ △ △ △ △ 江別市調報６０・１９９３

２２ 江別市 ７丁目沢２ ○ ○ △爪 △ ○ △ △ △ △ 江別市調報７８・１９９６

２３ 江別市 ７丁目沢２ △ ○ △ △ △ △ △ △ 江別市調報８３・１９９７

２４ 江別市 ７丁目沢６ △ △ △ △ △ △ 江別市調報１１０・２００４

２５ 江別市 ７丁目沢６ △ △ △ △ 江別市調報１１８・２００７

２６ 江別市 ７丁目沢６ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報６５・１９９４

２７ 江別市 ７丁目沢６ △ △ △ △ 江別市調報８７・１９９８

２８ 江別市 大麻１ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ 道埋文・１９８０

２９ 江別市 大麻１ △ △ △ △ △ ○ ○ 北埋調報２・１９８１

３０ 江別市 大麻６ △ △ △ 江別市調報１０３・２００２

３１ 江別市 大麻６ △？ △ △ △ △ △ △ 江別市調報１０７・２００３

３２ 江別市 大麻６ △ △ △ △？ △ △ 江別市調報１６・１９８３

３３ 江別市 旧豊平川河畔 △？ △ △ △ △ △ 江別市調報１３・１９８１

３４ 江別市 旧豊平川河畔 △ △ △ △ △ △ 江別市調報１８・１９８４

３５ 江別市 旧豊平川河畔 △？ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報２３・１９８６

３６ 江別市 小島の沢 △ △ ○爪 △ ○ △ 江別市調報３・１９７５

３７ 江別市 高砂 △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報１１７・２００７

３８ 江別市 高砂 △？ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報２１・１９８６

３９ 江別市 高砂 △ ○ △ △ △ ○ ○ △？ ○ 江別市調報２５・１９８７

４０ 江別市 高砂 ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 江別市調報２６・１９８８

４１ 江別市 高砂 ○ ○ △？ △？ △ ○ ○ △ ○ 江別市調報３０・１９８９

４２ 江別市 高砂 ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ 江別市調報３６・１９９０

４３ 江別市 高砂 △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ 江別市調報３７・１９９０

４４ 江別市 高砂 ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報４４・１９９１

４５ 江別市 高砂 △ △ △ △？ △？ △？ △？ 江別市調報４６・１９９１

４６ 江別市 高砂 △ ○ △ △ △ △ △ 江別市調報５２・１９９２

４７ 江別市 高砂 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報５８・１９９３

４８ 江別市 高砂 △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報７５・１９９５

４９ 江別市 高砂 △ △ △ △ △ △ ○ 江別市調報７９・１９９６

５０ 江別市 高砂 △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報８６・１９９８

５１ 江別市 高砂 △ △ △ △ △ △ 江別市調報９３・１９９９

５２ 江別市 高砂 △ △ △ △ △？ △ △ △ 江別市調報９５・２０００

５３ 江別市 西野幌１ ○ △ △爪 △ △ △ △ △ △ 道埋文・１９８０

５４ 江別市 西野幌３ △ △ △ △ △ 道埋文・１９８０

５５ 江別市 西野幌３ △ △ △ △ △ △ 江別市調報３３・１９８９

５６ 江別市 西野幌３ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報５３・１９９２

５７ 江別市 西野幌３ △ △ △？ △ △ △ △ △ △ 北埋調報３９・１９８７

５８ 江別市 西野幌１１ △ △ △？ △ △ △ △ △ 北埋調報４８・１９８８

５９ 江別市 西野幌１２ ○ ○ △爪 △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報５４・１９８９

６０ 江別市 西野幌１３ △ △ △ △ 北埋調報４８・１９８８

６１ 江別市 萩ヶ岡（水道庁舎） ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ 江別市調報１５・１９８２

６２ 江別市 萩ヶ岡（石狩中央信金） △？ ○ △ ○ △ △ ◎ 江別市調報１５・１９８２

６３ 江別市 萩ヶ岡（江別神社） △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ 江別市調報１５・１９８２

梅川４遺跡（２）
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� 市町村名
遺跡名

（件数）

北筒�式（トコロ６類相当）

萩ヶ岡

１・２

天神山

柏木川

・

モコト

ノダッ

プ�
煉瓦台 報告書・年度

文様 地文

横位

押引

Ｕ字

強調

横位

押引

連続

帯状

横位

押引

断続

・刺突

押引・

刺突

文様帯

貼付

による

文様帯

押引

なし

結束

第１種

羽状

綾繰

結束

なし

羽状

斜行

縄文

ほか

６４ 江別市 東野幌４ △ ○ △ ○ △ △ △ △ 江別市調報１２・１９８１

６５ 江別市 元江別１ △ △ △ △ △ △ ○ 江別市調報１３・１９８１

６６ 江別市 元江別１０ △ △ △ △ △？ △？ △ 江別市調報３２・１９８９

６７ 江別市 元江別１０ △？ △ △ △ △ △ 江別市調報３８・１９９０

６８ 江別市 元江別１１ △？ △ △ △ △ △ 江別市調報１３・１９８１

６９ 江別市 吉井の沢１ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報５・１９８２

７０ 岩見沢市 東山５ △ △ △爪 △ △ △？ △？ △ 北埋調報４・１９８２

７１ 北広島市 富ヶ岡 △ △ △ △ △ 富ヶ岡・１９７８

７２ 恵庭市 カリンバ２ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ カリンバ２ １９８７

７３ 恵庭市 カリンバ２（第�・�・�地点） △ △ ○ △ △ △ △ △ △ カリンバ２第�・�・�地点 １９９８

７４ 恵庭市 カリンバ２（第�地点） △ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ カリンバ２ 第�地点 ２００５

７５ 恵庭市 カリンバ２（第１地点） △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ カリンバ２ 第�地点 １９８９

７６ 恵庭市 中島松１ △ △ △ △ △ 中島松１・南島松２・３・４ １９９２

７７ 恵庭市 中島松５（Ａ地点） ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ 中島松５ Ａ地点 １９８９

７８ 恵庭市 西島松５ △ △ △ ○ 北埋調報２２４・２００６

７９ 恵庭市 西島松５ △ △ △ △ ○ 北埋調報２４８・２００８

８０ 恵庭市 西島松１４ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ 西島松１４・西島松１５ １９９３

８１ 恵庭市 ユカンボシＥ７ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１３２・１９９９

８２ 千歳市 イヨマイ６ △ △ △ △ △ △ ○ イヨマイ６（２）・１９９０

８３ 千歳市 梅川４ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報２５３・２００８

８４ 千歳市 祝梅川上田 △ △ △ △ △ 北埋調報２３８・２００７

８５ 千歳市 オサツ１５ △ △ △ △ △ △ △ オサツ１５・１６・１８ １９９６

８６ 千歳市 オサツ１５ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ オサツ１５（２） １９９７

８７ 千歳市 オサツ１５ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ オサツ１５（３） １９９８

８８ 千歳市 オサツ１８ △ △ △ △？ △ △ ○ △ オサツ１８（２）他 １９９７

８９ 千歳市 オルイカ２ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１８９・２００３

９０ 千歳市 オルイカ２ △ △ △ △ △ △ △ ○ 北埋調報２２１・２００５

９１ 千歳市 キウス５ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１１６・１９９７

９２ 千歳市 ケネフチ５ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ポンオサツ・ケネフチ５ １９９６

９３ 千歳市 ケネフチ５ △ △ △爪 △ △ △ △ △ △ ケネフチ５（２）他 １９９７

９４ 千歳市 ケネフチ５ △ △ △ △ △ △ ○ △ ケネフチ５（３） １９９８

９５ 千歳市 チプニー２ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報２０７・２００４

９６ 千歳市 美々３ △ △ △爪 △ △ △ 北埋調報３５・１９８７

９７ 千歳市 美々３ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ 北埋調報６２・１９９０

９８ 千歳市 美々３ ○ ◎ △爪 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ △ 北埋調報６９・１９９１

９９ 千歳市 美々３ △ △爪 △ △ △ △ △ 北埋調報７７・１９９２

１００ 千歳市 美々４ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報２４・１９８６

１０１ 千歳市 美々４ △ △ △？ ○ ○ 北埋調報３・１９８１

１０２ 千歳市 美々５ △ △ △爪 △ △ △ △ △ ○ △ 北埋調報３・１９８１

１０３ 千歳市 ママチ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報３６・１９８７

１０４ 千歳市 メボシ川２ △ ○ △ △ △ △ △ △ ○ 千歳市調報９・１９８３

１０５ 千歳市 ユカンボシＣ１５ △ △ △ △ ○ △ 北埋調報１３３・１９９９

１０６ 栗山町 緑岡 △ △？ 栗山町の文化財・１９６４

１０７ 栗山町 鳩山第１地点 △ △ △ 栗山町の文化財・１９６４

１０８ 由仁町 古山遺跡 △ △ △ △ △？ 夕張川流域の遺跡・１９６７

１０９ 夕張市 十三哩 △ △ △ △ △ △？ △ 十三哩・滝の上４ １９９６

１１０ 夕張市 十三哩 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 十三哩（２）・滝の上４（２） １９９７

１１１ 夕張市 滝の上４ △ △ △ △ △ △ 十三哩・滝の上４ １９９６

１１２ 夕張市 滝ノ上川向 △ △？ 夕張川流域の遺跡・１９６７

（石狩低地帯概況）６５遺跡、刊行報告書数１０８件（江別市萩ヶ岡遺跡のみ例外的に３地点を分けて表にした）の掲載遺物を検討対象とした。◎非常に多い。○多い。△少な
い。△？は不明瞭なもの、あるいは印刷、写真等の原因で判別困難なもの。「爪」は、「爪形の刻み」を有する資料も含んでいるという意味である。

口縁部肥厚帯上を横位に廻る押引文は、施文具を離さず、連続的に帯状に施されたものが優勢的である。萩ヶ岡１・２式風に、半截竹管状の工具を使用して、突きのＵ字
が強調的に付された資料も少なくない（○１５件・△６９件・△？６件）。また、貼付文により文様帯を構成するもの（○５件・△３５件・△？２件）と、押引文により文様帯を
構成するもの（○３件・△３９件・△？４件）も多い。貼付文で文様帯を構成しているもの、押引文が文様帯を構成しているものが、それぞれ単独で出土しているケースもあ
る。また、押引文、貼付文によって文様帯を構成したものが全く見られないケースも４６件を数える。

２．後志周辺

１１３ 石狩市 花畔Ｅ △ △ △ △ △ △ △ △ 石狩高校建設用地内調報・１９７８

１１４ 石狩市 紅葉山４９号 △ △ △ △ △ ○ ◎ 石狩紅葉山４９号 ２００５

１１５ 小樽市 忍路土場 △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報５３・１９８９

１１６ 余市町 入船 ○ ○ ○ △ △ △ △ △ 入船遺跡における調査・１９９９

１１７ 余市町 大谷地貝塚 ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 大谷地貝塚 １９９８

１１８ 余市町 登川右岸 ○ ○ ○ △ △ △ 登川右岸 １９９８

１１９ 余市町 登町２ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報６７・１９９０

１２０ 余市町 登町３ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報６７・１９９０

１２１ 余市町 フゴッペ貝塚 ○ ○ △爪 ◎ ◎ △ △ ○ △ △ △ △ △ 北埋調報７２・１９９１

� 成果と問題点
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� 市町村名
遺跡名

（件数）

北筒�式（トコロ６類相当）

萩ヶ岡

１・２

天神山

柏木川

・

モコト

ノダッ

プ�
煉瓦台 報告書・年度

文様 地文

横位

押引

Ｕ字

強調

横位

押引

連続

帯状

横位

押引

断続

・刺突

押引・

刺突

文様帯

貼付

による

文様帯

押引

なし

結束

第１種

羽状

綾繰

結束

なし

羽状

斜行

縄文

ほか

１２２ 泊村 茶津貝塚 △？ △ △ △ △ △ ○ ○ 茶津貝塚・１９９０

１２３ 泊村 堀株１ ○ △ ○ △ △ △ △ △ ○ △ 堀株１・２ １９９２

１２４ 泊村 堀株２ △ △ △ ○ 堀株１・２ １９９２

１２５ 泊村 宮丘１ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ 宮丘１ １９８６

（後志周辺概況）１３遺跡、刊行報告書数１３件の掲載遺物を検討対象とした。◎非常に多い。○多い。△少ない。△？は不明瞭なもの、あるいは印刷、写真等の原因で判別困
難なもの。「爪」は、「爪形の刻み」を有する資料も含んでいるという意味である。日本海沿岸域という視点で石狩市はここに含めた。

基本的に石狩低地帯と同様の傾向であるが、口縁部肥厚帯上を横位に廻る押引文は、施文具を離す断続的なものがほとんど見られない。押引文により文様帯を構成するも
のがほとんどの遺跡で確認された（◎１件・○３件・△８件）。貼付文により文様帯を構成するもの（◎１件・○３件・△８件）も少なくない。結束第１種羽状縄文を施し
たものがほとんどの遺跡で確認される。また、本地域では、北筒式と円筒土器上層式～天神山式等の土器が同じ遺跡で出土するケースが非常に多い。

３．胆振・日高・渡島地方

１２６ 苫小牧市 柏原１８ ○ △ △ △ △ △ △ 苫東� １９９５

１２７ 苫小牧市 柏原２４ △？ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 柏原２４ １９８６

１２８ 苫小牧市 静川２１ △ △ △ △ ○ △ 苫東� １９９２

１２９ 苫小牧市 静川２５ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 苫東� ２００２

１３０ 苫小牧市 静川Ｂ（静川１６） ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 苫東� ２００２

１３１ 苫小牧市 美沢２ △ △ △ △ △ △ △ 美沢川流域� １９７８

１３２ 苫小牧市 美沢３ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報６２・１９９０

１３３ 苫小牧市 美沢１１ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報４４・１９８８

１３４ 苫小牧市 美沢１５ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ 北埋調報９５・１９９５

１３５ 苫小牧市 美沢東６ △ △ △ △ △ ◎ 美沢東遺跡群 １９９８

１３６ 早来町 大町２ △ △ △ △ △？ △ △ △ 北埋調報２２８・２００６

１３７ 厚真町 厚真７ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 苫東� １９８７

１３８ 厚真町 上幌内ムイ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 上幌内ムイ（１） ２００６

１３９ 厚真町 ニタップナイ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ニタップナイ（１） ２００９

１４０ 白老町 虎杖浜４ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ 北埋調報１・１９８１

１４１ 白老町 ポンアヨロ４ △ △ △ △ △ 虎杖浜２・ポンアヨロ４ １９９９

１４２ 登別市 川上Ｂ △ △ △爪 △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１３・１９８３

１４３ 登別市 川上Ｂ（Ｃ地区） △ △ △ △ △ △ 北埋調報２７・１９８６

１４４ 登別市 千歳４ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１・１９８１

１４５ 登別市 千歳５ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 北埋調報１２・１９８３

１４６ 登別市 千歳５ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ○ ○ 北埋調報２１・１９８５

１４７ 登別市 千歳６ △ △ △ △ ○ △ △ △？ △？ ○ ○ 札内台地の縄文集落址 １９８２

１４８ 室蘭市 水元 △ △ △ △ ○ △？ 水元遺跡・１９８６

１４９ 伊達市 南稀府５ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ 南稀府５ １９８３

１５０ 豊浦町 高岡１ △ ◎ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 北埋調報１０６・１９９６

１５１ 豊浦町 高岡１ △ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ 北埋調報９１・１９９５

１５２ 門別町 坂口 △ △ △ 門別の先史遺跡・１９７９

１５３ 門別町 エサンヌップ３ △ △？ △ △ エサンヌップ２・３ １９８８

１５４ 門別町 エサンヌップ３ △ △ △ △ △？ △？ △？ △ エサンヌップ２・３ １９８９

１５５ 門別町 エサンヌップ４ △ △ △ △ エサンヌップ４ １９８７

１５６ 門別町 ペサウンコツ △ △ △？ △ △ △ △ ペサウンコツ�・１９９５

１５７ 門別町 ユクウンコツ２ △ △ △？ △ △？ △ ペサウンコツ ユクウンコツ２・１９９５

１５８ 門別町 シノタイ △ △ △ シノタイ�・１９９８

１５９ 門別町 チャシコツパナクシナイ △ △ △ △ チャシコツパナクシナイ・２００３

１６０ 鵡川町 米原３ △ △ △ △ 北埋調報１５３・２００１

１６１ 鵡川町 米原４ △ △ △ △ △ ○ △ ○ 北埋調報１５３・２００１

１６２ 鵡川町 米原４ △ △ △ △ △ △ 北埋調報１８５・２００３

１６３ 鵡川町 米原４ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 北埋調報２０２・２００４

１６４ 静内町 中野台地Ｂ △ △ △ 清水丘における調査 １９８５

１６５ 三石町 旭町１ △ △ △ △ △ 北埋調報１０・１９８３

１６６ 長万部町 栄原２ △ △ ○ 栄原２（１）・１９９７

１６７ 八雲町 コタン温泉 △？ △ △ △ ○ ○ コタン温泉・１９９２

１６８ 八雲町 栄浜１ △ △ △ 栄浜１・１９９５

（胆振・日高・渡島地方概況）３７遺跡、刊行報告書数４３件の掲載遺物を検討対象とした。◎非常に多い。○多い。△少ない。△？は不明瞭なもの、あるいは印刷、写真等の
原因で判別困難なもの。「爪」は、「爪形の刻み」を有する資料も含んでいるという意味である。分布は沿岸部に連なるが、日高地方では静内より南は出土例が希薄である。
渡島地方は内浦湾沿岸のみの分布で、今のところ八雲町あたりが南限のようである。

胆振地方は、全ての属性のものが出揃う傾向が強い。突きのＵ字が強調的に付された資料も少なくない（○６件・△１４件・△？１件）。また、貼付文により文様帯を構成するもの（○２
件・△１３件）と、押引文により文様帯を構成するもの（○３件・△１１件・△？１件）も少なくはない。貼付文で文様帯を構成しているもの、押引文が文様帯を構成しているものが、それぞ
れ単独で出土しているケースもある。しかしながら、柏原１８・静川２１、千歳４など貼付文や押引文により文様帯を構成する資料が全く見られない遺跡が、やはり存在している。北筒式とノ
ダップ�式・煉瓦台式の共伴事例として注目される地域であるが、ノダップ�・煉瓦台式が出土している遺跡では、貼付帯により文様帯を構成するものが土器の属性として低調である。
日高地方・渡島地方は、北筒式（トコロ６類）自体が少ないが、貼付文や押引文により文様帯を構成する資料が希薄（渡島地方では０件）である。

４．道東地方

１６９ 標津町 伊茶仁チシネ第３竪穴 △？ △ △ △？ △ △ △？ △ 伊茶仁チシネ第３ １９９０

１７０ 別海町 浜別海 △？ △ △ △ △ △ △ 釧路開建 １９７１

１７１ 釧路市 興津 △ △ 興津 １９７７

梅川４遺跡（２）
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� 市町村名
遺跡名

（件数）

北筒�式（トコロ６類相当）

萩ヶ岡

１・２

天神山

柏木川

・

モコト

ノダッ

プ�
煉瓦台 報告書・年度

文様 地文

横位

押引

Ｕ字

強調

横位

押引

連続

帯状

横位

押引

断続

・刺突

押引・

刺突

文様帯

貼付

による

文様帯

押引

なし

結束

第１種

羽状

綾繰

結束

なし

羽状

斜行

縄文

ほか

１７２ 釧路市 興津 △ △？ △ △ 興津� １９７８

１７３ 釧路市 興津 △ △ △ △？ 興津� １９７９

１７４ 釧路市 大楽毛第３地点 △ △ △ 大楽毛１� ２００１

１７５ 釧路市 大楽毛第４地点 △ △ △ △ △ 大楽毛１� ２００１

１７６ 釧路市 大楽毛１ △ △？ △ △ 大楽毛１� ２００１

１７７ 釧路市 材木町５ △？ △ △？ 材木町５ １９８９

１７８ 釧路市 東釧路 △ △ 東釧路 １９６２

１７９ 釧路市 東釧路貝塚 △ △ △？ △ △ 東釧路貝塚 １９９５

１８０ 釧路市 東釧路第３ △ △ △ 東釧路第３遺跡 １９７８

１８１ 釧路市 北斗 △ △？ △？ 北斗遺跡� １９９２

１８２ 釧路市 北斗 △ △？ △？ 北斗遺跡� １９９３

１８３ 釧路市 北斗 △？ △ △ △ △？ 北斗遺跡� １９９５

１８４ 釧路市 北斗第１地点 △ △ △ △ △ 北斗遺跡第１地点 １９９３

１８５ 釧路町 天寧１ △ △ △爪 △ △ △？ △ 北埋調報２５４ ２００８

１８６ 標茶町 茅沼 △ △？ △ 茅沼遺跡群� １９８０

１８７ 標茶町 ウライヤ遺跡越善地点 △ △ △ ウライヤ越善地点 ２００８

１８８ 鶴居村 下幌呂１５ △？ △ △爪 △ △ △ △ 下幌呂１５ ２００６

１８９ 幕別町 札内Ｋ △ △ △ △ △ 札内Ｋ� ２００５

１９０ 幕別町 札内Ｎ △爪 △？ △ △ △ 札内Ｎ ２０００

１９１ 音更町 葭原２ △ △ △？ △ △ △ ○ 葭原２・１９８７

１９２ 池田町 十日川５ △ △ △ ◎ 北埋調報８２・１９９３

（道東地方概況）１６遺跡、刊行報告書数２４件の掲載遺物を検討対象とした。◎非常に多い。○多い。△少ない。△？は不明瞭なもの、あるいは印刷、写真等の原因で判別困
難なもの。「爪」は、「爪形の刻み」を有する資料も含んでいるという意味である。十勝西部～帯広にかけては北筒�式（トコロ６類）自体、出土例が少ない。根室管内も同
様に出土例が少ないが、こちらは発掘件数の少なさに起因するものかもしれない。

口縁部肥厚帯上を横位に廻る押引文は、総じて低調である。断続的に施されるものが多く、押引文というより、刻み、刺突、爪形状の刻みが廻る。文様帯の構成も低調で、貼付
文によって文様帯を構成するものは（管見では）確認されなかった。結束や結節を用いた回転文も総じて低調であると見える。本文中でも述べたが、仮に貼付文による文様帯の構
成が、柏木川式（モコト式）の影響関係によるものであれば、道東部においても道央部同様に貼付文で文様帯を構成した北筒式が顕著でなければおかしいと考える次第である。

５．道北・オホーツク海沿岸

１９３ 砂川市 空知太２ △ △ △爪 △ 北埋調報４１・１９８７

１９４ 深川市 納内３ △ △ △爪 △？ △ △ △ △ 北埋調報６０・１９８９

１９５ 深川市 音江２ △爪 △ △ 北埋調報４９・１９８８

１９６ 深川市 国見２ △爪 △？ △ △ 北埋調報５６・１９８９

１９７ 深川市 国見２ △ △爪 △ △ 北埋調報５０・１９８８

１９８ 芦別市 滝里安井 △ △註 △ 北埋調報１２３・１９９８

１９９ 芦別市 滝里２６ △ △ △ 北埋調報１３７・１９９９

２００ 富良野市 鳥沼 △ △？ △ △ 富良野市調報１・１９８６

２０１ 富良野市 無頭川 △ △？ △ 富良野市調報４・１９８８

２０２ 名寄市 智東Ｂ △ △ ○ △ △ △ 名寄市調報�・１９８０

２０３ 名寄市 日進３３ △ △ △爪 △ △ △ △ △ △ 日進３３ １９８８

２０４ 名寄市 智北６ △ △ △ △ 智北６・２００９

２０５ 音威子府村 咲来２ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ ○ 北埋調報７３・１９９２

２０６ 礼文町 船泊 △ △ △ △ △ △？ △ 船泊 ２０００

２０７ 礼文町 上泊３ ○ △ ○ △ △ 北埋調報１９・１９８５

２０８ 湧別町 二軒橋 △爪 △ △ △ △ 二軒橋 １９７３

２０９ 湧別町 湧別市川� △？ △？ △ △ △ △ 湧別市川� １９８５

２１０ 北見市 朝日トコロ貝塚 △ △ △爪 ○ △ ○ ○ △ ○ オホーツク・知床半島 上・１９６３

２１１ 北見市 岐阜第二 △？ △？ △？ △ △ 岐阜第二 １９８２

２１２ 北見市 史跡 常呂 △ △ △ △ △ △ △ 史跡常呂 １９９３

２１３ 北見市 常呂川河口 △ △ ○爪 △ ○ ○ ○ ○ ○ 常呂川河口（２） ２０００

２１４ 北見市 トコロチャシ △爪 △ △ ○ ○ △ ○ オホーツク・知床半島 下・１９６４

２１５ 網走市 嘉多山 △？ △ △？ △ △ 嘉多山 １９８６

２１６ 網走市 嘉多山４ △爪 △ △ △？ △？ △ △ 嘉多山３・嘉多山４ １９９３

２１７ 網走市 美岬３ ○爪 △ ○ △ △ △ 美岬３ １９９４

２１８ 網走市 美岬３ △？ △ △ △ 美岬３ ２００４

２１９ 斜里町 ウナベツ川 ○ △ △爪 △ △ △ △ △ △ ウナベツ川 １９７７

２２０ 斜里町 幌別川口 △？ △？ △爪 △ △ ○ 幌別川口 １９８０

２２１ 斜里町 シュマトカリペツ９ △ △爪 △ △ △ △ シュマトカリペツ９ １９９４

２２２ 美幌町 豊岡７ △ △ △ 豊岡７ ２００２

２２３ 美幌町 ピラオツマッコウマナイチャシ △？ △ △ △？ △ ○ ピラオツマッコウマナイ １９８５

（道北・オホーツク地方概況）２９遺跡、刊行報告書数３１件の掲載遺物を検討対象とした。◎非常に多い。○多い。△少ない。△？は不明瞭なもの、あるいは印刷、写真等の
原因で判別困難なもの。「爪」は、「爪形の刻み」を有する資料も含んでいるという意味である。北空知を道北に加えて良いものか異論はあろうが、ここでは道北とした。旭
川市では確実にトコロ６類と判断できる資料のまとまった出土例を確認することができなかった。富良野市・芦別市も出土例が少なく、トコロ６類の空白地帯となっている
ように映る（モコト式、トコロ５類等の出土は見られる）。

口縁部肥厚帯に爪形の刻みを加えた資料が比較的多く目につく（「１．石狩低地帯」の江別市や南空知にも散見される）。貼付文により文様帯を構成しているものは少ない。

註 円筒土器上層式として報告されているものだが、ここでは北筒式とした。
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図�－５ 古い属性を残す北筒式
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関係にあると考えられているノダップ�式、煉瓦台式では角形のものが多くなる。北筒式土器の口縁

部断面形態が尖っているものが多いイヨマイ６遺跡では天神山式が多く見られるが、大沼編年では、

天神山式の次に柏木川式が挟まっており、直接の影響は考えづらい」（泉 １９９７）と指摘されている。

萩ヶ岡１・２式あるいは天神山式の段階は口縁部断面形態が尖っているものが多く、北筒式（トコ

ロ６類）の古段階も口縁部断面形態が尖っているものが多い。しかしながら、大沼編年では天神山式

→柏木川式→北筒式という序列で、口唇断面が尖っている天神山式が、柏木川式で角形になり、その

後、北筒式でまた口唇断面が尖ることになる。天神山式の段階から北筒式の古い段階への系譜を考え

たほうがスムーズに理解できると言えるのではないだろうか。

貼付による文様帯、地文に多用されている結束や結節の羽状縄文、口縁部の形態など北筒式の古い

属性としてあげられている要素のひとつひとつを再検討してみると、柏木川式よりも、サイベ沢�式

や萩ヶ岡１・２式、天神山式などとの関連を強く見るほうが、妥当であるように映ってくる。

（６）年代測定値の検証

ここで各型式の年代測定の結果を確認したい。

北筒�式（トコロ６類）は遺構の調査例が蓄積されてきてはいるものの、これまでに得られた放射

性炭素年代測定値については、十分とは言えない状況にある註２０。

トコロ６類の年代としては登別市千歳４遺跡で４，０６０±１２０（KSU－７００）、西島松９遺跡で４，０３０±

４０（Beta－１６４７１６）と４，１００～４，０００年前付近の数値が得られている。
おたのし け

次に、北筒�式の中で新しい段階であるトコロ５類は、釧路市大楽毛１遺跡で３，８６０±１７０（Gak－
ほ におい

２０４３４）、根室市穂香竪穴群（２）の JH－１で３，８００±４０（IAAA－２１７１４）、穂香川右岸遺跡の JM－１

で３，８１０±４０（IAAA－４１４７２）等、３，８００年周辺に集中している註２１。

一方、北筒式の先行型式と位置づけられている、柏木川式とモコト式の年代であるが、柏木川式は、

千歳市キウス４遺跡の LH－２３床面炭化物で４，２００±５０、LH－２５の床面炭化物で４，２５０±５０、苫小牧

市美沢１０遺跡の４号住居炭化物４，１６０±５０、６号住居炭化物４，０７０±６０、７号住居炭化物４，１７０±６０。

モコト式では穂香竪穴群の JH－１２床直上炭化材で４，１５０±４０、JH－１３床面炭化材で４，２００±４０と、

４，３００～４，０００年前の期間（最頻値は４，２４０～４，１６０年前）である。

整理すると、北筒�式はトコロ６類が４，１００～４，０００年前、トコロ５類が４，０００～３，８００年前となり、

この両者の整合性はとれている。一方、柏木川式とモコト式は４，２００年前付近でまとまっており、こ

れらが北筒�式の先行型式であるとする見解についても、妥当な数値が示されている。

こうした年代測定値の集成から、北筒�式（トコロ６類）の年代幅については、近年「４，０００～４，２００

BP辺りにまとまる」註２２（工藤 ２００８）、「４０５０１４CBPから３９００１４CBPよりやや新しく、２６００～２４５０CalBC

頃と考えることができる」（村本 ２００９）等、４，０００BP前後を妥当とした見解が、相次いで述べられ

ている。すなわち、北筒�式（トコロ６類）を柏木川式に後続する中期末の土器型式とした大沼忠春

の編年案（大沼 １９８１）が、年代測定値の結果からも裏付けられたとの見方である。

しかしながら、これらの年代測定に際して、共伴している北筒�式（トコロ６類）というのは、管

見による限り、いずれも貼付による文様帯を構成していないものである註２０同。

新しい段階の北筒�式（トコロ６類）の年代幅が、４，０００BP前後を示すことは妥当であるとして

も、貼付によって文様帯を構成し、結束羽状縄文を地文とした、古い属性を持つ北筒�式（トコロ６

類）の年代幅に関しては明らかにされていないという点註２０同をここで確認しておきたい。
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（７）おわりに

上述の検討結果から、道央部における古い段階と考えられる北筒�式（トコロ６類）（図�－５参

照）の特徴を、以下に記す。

口縁部に断面三角形の肥厚帯を持ち、その下を中空の工具による円形刺突文が巡る。円形刺突文は

径８�～１．５�程度のものが多い。口縁部肥厚帯の押引文上、あるいは押引文と地文の縄文との境、

無文帯と縄文との境などに、円形刺突文を割り印風に付す例もある註２３。

口唇断面は切り出し状に尖るものが多い傾向にあるが、角形のものもいくらか認められる。
い にょう

肥厚帯上を囲繞する押引には、多段で重層的に施されたものが多く見られる。施文具はヘラ状工具

が主体的に使われる。全体的に道央部のものは器面から工具を離さずに押引きで施すものが多い。

また、貼付で胴部文様帯を構成するものと、貼付による胴部文様帯を持たないものとがある。貼付

で文様帯を構成するものに関しては、貼付上に押引・突引を加えたものがある。さらに、貼付の交点

に円形刺突文を施したもの、円環状の小さな貼付を付したものもみられる（これは江別市萩ヶ岡遺跡

のサイベ沢�式や萩ヶ岡１式、同２式に共通する特徴でもある）。

本稿で検討した結果、道東部には貼付で文様帯を構成する北筒�式（トコロ６類）が存在しない（表

�－１参照）註１３同。したがって、貼付で文様帯を構成するものに関しては、円筒土器上層式の系譜を

持つ土器からの影響が想定される註２４。貼付で胴部文様帯を構成した北筒式が、主に道央部を中心註２４同

として分布し、道東部にはほとんど伝播・展開しなかった可能性も考えられよう。

地文は結束第１種の羽状縄文や綾繰の羽状縄文、綾繰や結束を伴わない羽状縄文、綾繰や結束の斜

行縄文、綾繰や結束を伴わない斜行縄文など多様なパターンがあるが、羽状縄文が盛行する。また、

口唇内面への地文の施文が少なからず認められる。

胎土は、繊維を含むもの、砂礫を含み繊維をほとんど含まないものなど様々であるが、にぶい光沢

を持ち焼きしまった資料が多い。

上述の検討結果を統合すると、北筒式は縄文時代中期の中頃に石狩低地帯で成立したと考えられ

る。北筒式の初源は、サイベ沢�式、見晴町式、萩ヶ岡１式・２式との併行註２５が想定され、その型式

幅が中期の中頃に遡る可能性が確認できた。

北筒�式（トコロ６類）の年代測定のデータに関しては、縄文時代中期末葉を示す４，０００BP前後

の値でまとまっているが、これにはまだ本稿で取り上げたような古い属性を持つ北筒式の年代測定値

が含まれておらず註２０同、道央圏において、もう一段階古い年代値が与えられる可能性が高まったと考

える次第である註２０同・註２６。 （影浦）

註

註１ 工藤が示した編年細別模式図（工藤 ２００８）は、大沼が示した８段階の細別案（大沼 １９８９）を踏襲したもので

あるが、北筒�式第１段階と第２段階とを逆転させている。ここでは工藤の第１段階という意味で用いている。

註２ 当センターの分類では、１９８１年刊行の北埋調報第１集以来、�ｂ－１天神山式相当、�ｂ－２柏木川式相当、

�ｂ－３北筒式・ノダップ�式・煉瓦台式相当であるが、それ以前の、北海道教育委員会名義で刊行された報

告書では、�ｂ－１北筒式・天神山式相当、�ｂ－２柏木川式・ノダップ�式相当、�ｂ－３余市式・小島の

沢�式・小野幌式相当という序列であった。

註３ 「（萩ヶ岡遺跡では）天神山式・柏木川式・北筒式が各文化層から主体的に出土し、この順で編年されること

が確認されたことも見逃せない点である」（赤石 ２００４）、「それまで、北筒式の編年位置は円筒土器上層式との

関連から中期中葉から中期後半と考えられてきたが、大沼の考え方は該期の編年観を一変させる画期的なもの

梅川４遺跡（２）
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であった」（工藤 ２００８）等。

註４ 近年、熊谷は「北筒式は咲来式を母体に道北部で成立し、ノダップ�式の頃に道央・道東部に拡大したように

も思える」（熊谷 ２００８ａ)と、大沼説と自説との折衷的な見解を示してきている。しかしながら、本稿で後述

するように、貼付文によって胴部文様帯を構成する北筒式は道央部を中心に分布するものであり、これらが、

サイベ沢�式や萩ヶ岡１・２式との影響関係なしに成立したとは考えにくいことから、熊谷のこの論考には難

があると言わざるをえない。

註５ ここで従来の天神山式を萩ヶ岡３式とした。それまで江別市では天神山式を４群５類としていたが、それを４

群６類に変更した上で、天神山式を萩ヶ岡３式に名称変更している。

註６ 紅葉山式・柏木川式と呼称してきたものをまとめて、萩ヶ岡４式とした。

註７ 無遺物の間層をはさまない斜面地形の堆積層で、出土土器の新旧が層位的に区分されるであろうかという疑問

もある。『萩ヶ岡遺跡』図１１からすると、地点Ａ－Ｂ間、Ｃ－Ｄ間、Ｅ－Ｆ間は平均傾斜角約１５°（距離１５ｍで

比高差４ｍ）である。
おお

註８ 「柏木川式とトコロ６類の位置付けについて、その層位的な状況から、前後関係を明言できる例はない」（大
たい し

泰司 ２００４）という指摘もある。

註９ （大沼 １９９１）による。大沼は、「煉瓦台式末葉もしくは最初頭の「余市式」とみられる資料には胎土に海綿骨

針を含むもの」がある点や、千歳市美々３遺跡の低位部で主体的に出土した余市式的な土器に「少なからず煉

瓦台式的な特色が認められる」点に着目し、「北筒式から煉瓦台式を経て、余市式が成立するものとみられる」

とした。『美沢川流域の遺跡群��』で報告されている美々３遺跡のＨ－２や竪穴状遺構Ｈ－１、および包含層

において北筒式土器とノダップ�式・煉瓦台式が出土したことについては、双方の近接共伴事例としてとりわ

け注目されたようである。しかしながらＨ－２は５０点掲載中床面出土が３点（いずれも北筒式）、他は覆土中

の出土である。竪穴状遺構Ｈ－１も５６点掲載中床面出土が２点（いずれも北筒式）、他は覆土中の出土である。
あつ ま

同じく共伴事例とされる厚真７遺跡の内容も、９号土壙で、煉瓦台式類似の�群２類３種土器が床、�群３類

（トコロ６類）が覆土から出土したという事例、４号・３３号土壙の覆土から両者が出土したという事例の３例

のみで、調査者は「わずか３例から判断するのは問題が残る」（『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』 １９８７）と

断定的な判断を回避している。

註１０ たとえ萩ヶ岡遺跡の層位的な発掘成果において、サイベ沢�式や萩ヶ岡１・２式相当の文化層から北筒式が出

土していないとしても、それをして『古い段階の北筒式がない』という論拠にはなり得ないのではないだろう

か。仮にサイベ沢�式相当期の中期の中頃に北筒式の型式幅が及ぶとしても、萩ヶ岡遺跡においてその時期の

北筒式の担い手の活動がなかったならば、当然出土しないという結果になるであろう。「共伴した」ことで「あ

る」という証明は成立するが、「共伴しない」ことで「ない」と断じる論理は成立しないはずである。

註１１ 「道央部の初期の北筒式には江別市西野幌１２遺跡の例などのように柏木川式に円形刺突文が施されたような資

料があることから、柏木川式から北筒式への変化は時間的に連続していることは明らかである」（工藤 ２００８）

という見解が示されてもいる。ノダップ�式や煉瓦台式と北筒式との中間型が出土した例については、「共伴

である」と両者の時間的な近接性を証明するものとして述べられる一方、柏木川式と北筒式の中間型が出土し

た際には、「時間的に連続していることは明らかである」と両者の前後関係の証として述べられているわけな

のだが、そのように判断されるに至った具体的な論証過程については、特に言及されているわけではない。な

お、工藤は同論考中で「天神山式から柏木川式・モコト式はスムーズに移行する」とも言及しているが、最近

得られた年代測定値の結果を見ていくと、天神山式は西島松５遺跡のＨ－７で４，０５０±４０、４，１５０±５０、４，２１０

±４０と、４，１００年代前後を示している。実はこれは本稿で後述する柏木川式・モコト式の年代測定値４，３００～

４，０００年前の期間（最頻値は４，２４０～４，１６０年前）や工藤自身が年代測定値の結果から示した北筒式の年代値

「４，０００～４，２００BP辺りにまとまる」に重なるものである。天神山式、柏木川式、北筒式という３つの土器型

式が、果たして同一系統の土器として本当にスムーズ変遷するのかどうか。それぞれの系統および存続期間の

消長について、再度見直す余地は十分にあると考えている。註２２も参照願いたい。

註１２ 北筒式が掲載された刊行報告書毎の遺跡件数である。同一報告書内に北筒式の出土した遺跡が複数に及ぶ場

合、その遺跡数で数えた。また同一遺跡の報告が複数冊に及ぶものについても、北筒式掲載のものにつき件数

をカウントした。表�－１においては、報告書名・刊行年度を略称ながら記載した。掲載復元個体数等、具体

的な数値での対比も考慮しなかったわけではないが、掲載量の多寡、「◎＝非常に多い」「○＝多い」「△＝少

� 成果と問題点
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ない」「ない」という主観的な基準での対比とした。佐原真の提言（佐原 ２００５・初出１９９５）を参考にしている。

註１３ 大沼によれば、「道東地方では貼付帯の施されたものは稀で、貼付帯の形状もあまり似ていないようである」（大

沼 １９９１）という。この指摘からすると、筆者が未確認なだけで、貼付帯が施された北筒式は道東地方にもあ

るかもしれない。しかし、仮にそうであるにせよ、貼付で胴部文様帯を構成した北筒式が、道東地方において

皆無に等しい状況に変わりはないと判断される。

註１４ 表中、道東地方におけるＵ字の刺突欄は△？が多いが、この「？」は不明瞭を意味する。
はま も こと ほ におい

註１５ 『浜藻琴神社遺跡』・『穂香竪穴群（３）』等の資料を参照。

註１６ 結束第１種や綾繰の羽状縄文を地文とする北筒式は道東部にも存在するが、道央部に比して少ない（表�－１

参照）。
み さき か た やま おたのし け ほ におい てんねる

註１７ 『美岬３遺跡』・『嘉多山４遺跡』・『大楽毛１遺跡』・『穂香竪穴群（２）』・『天寧１遺跡』等の資料を参

照。

註１８ ノダップ�式と共伴したとされる北筒式やノダップ�式と北筒式の中間型として置かれている土器の中には、

結束第１種の羽状縄文や綾繰の羽状縄文のものが含まれているが、これらについては天神山式・柏木川式以前
にしまた

の資料の可能性が考えられる（函館市西股、登別市千歳６、七飯町桜町７遺跡等の出土資料を見る限り、ノダ

ップ�式に綾繰文は確認されない）。

註１９ 『西股遺跡』等の資料を参照。登別市の『千歳６遺跡』出土資料のように、整然とした羽状縄文のノダップ�
式も存在するが、それらはより煉瓦台式に近い資料である可能性が考えられるのかもしれない。

註２０ 本稿で筆者が古手と考えている貼付で文様帯を構成した北筒式についての年代測定値は、管見では皆無であ

る。
ほ におい

註２１ 穂香川右岸遺跡抽出の IAAA－４１４７４と４１４７５については４，２００年前付近の数値であるが、土器付着物炭化物で

の測定なので、海洋リザーバー効果の影響を考慮し、ここでは検討対象から除外した。

註２２ ここで工藤が示している北筒�式（トコロ６類）の年代値「４，０００～４，２００BP辺りにまとまる」は、天神山式

の年代値（４，０５０±４０、４，１５０±５０、４，２１０±４０）にも、柏木川式の年代値（４，２００±５０、４，１６０±５０、４，０７０±６０

等）にも被るものである。

註２３ 熊谷仁志の御教示による。

註２４ かつて上野秀一は、「「トコロ第６類」については、道央部において肥厚帯下に貼付文が多用される例が、札幌

市Ｎ３０９（上野・高橋編１９７５、第１０図、第�群）、同Ｔ７７（羽賀編 １９７７）、夕張郡由仁町古山（野村 １９６７）遺

跡などで見つかっており、これらは、「トコロ第６類」の中でも古いステージに位置づけられるかと考える。

また、古いステージの仲間には円筒刺突文を欠く例（加藤ほか １９７３、第２１図２７）も伴う可能性がある」（上野

１９７８）と述べた。一方、藤本強もモコト式母体説を部分的に支持する立場ながら、地文の結束羽状縄文に着目

して、「トコロ６類土器（古）と円筒上層ｃ式土器はすくなくとも、ある程度平行関係にあったといえよう。（中

略）トコロ６類土器は、道東部に広くみられるが、石狩低地帯にも住居址を伴って確実に分布している。しか

も、この地域にみられるのは、トコロ６類（古）を主体としたものである」（藤本 １９８１）との考えを示した。

トコロ６類の新旧細分の可能性に触れた藤本の見解を受け、上野は「もし正しいとすると今まで札幌市内で出

土している「トコロ第６類」に対応する資料群は、そのほとんどが古いタイプに相当するものと考えられる」

（上野 １９８３）と北筒式の道央起源を重ねて示唆した。

註２５ 北筒式の初源期について筆者は４，４００～４，２００BPくらいを想定している。センター分類では�群ａ－２～３類

である。

註２６ 古い属性を残す北筒�式の確実な遺構、とりわけ竪穴住居跡の炉などから採取した炭サンプルによる分析が望

ましい。

梅川４遺跡（２）
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１９６８ 桑原譲「余市式土器－その研究史と現在、円筒上層式土器の関連について」『考古学雑誌』第５４巻第１号

日本考古學會

１９６８ 斉藤傑他『嵐山遺跡』日本国有鉄道札幌工事局

１９７０ 当別町教育委員会『伊達山遺跡』

１９７０ 岩崎隆人他「第２章 考察」『伊達山遺跡』当別町教育委員会

１９７１ 釧路開発建設部『浜別海遺跡』

１９７３ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書�』

１９７３ 湧別町教育委員会『二軒橋遺跡』

１９７４ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書	』

１９７４ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書
』

１９７４ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書�』

１９７４ 北海道第四紀研究会『西股』

１９７４ 山田悟郎「� 関連科学による検討事項」『西股』北海道第四紀研究会

１９７５ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書��』

１９７５ 上野秀一・高橋和樹「結語」『札幌市文化財調査報告書��』

１９７５ 直井孝一編『小野幌遺跡の発掘調査（略報）札幌市小野幌遺跡における縄文文化早期及び中期遺物出土地点の

発掘』北海道先史考古学研究会

１９７５ 知内町教育委員会『森越 －縄文前・中期の竪穴住居遺跡－』

１９７５ 新冠町教育委員会『氷川遺跡』

１９７６ 江別市教育委員会『小島の沢遺跡発掘調査報告書 －江別市第３４号遺跡－』江別市文化財調査報告書	
１９７６ 中村齋「第７章 まとめ」『小島の沢遺跡発掘調査報告書 －江別市第３４号遺跡－』

１９７６ 藤本強「第二節 遺物・遺構に関するいくつかの問題について」『トコロチャシ南尾根遺跡』常呂町教育委員会

１９７６ 大沼忠春編『元和』乙部町教育委員会

１９７７ 釧路市立郷土博物館『釧路市興津遺跡発掘報告』

１９７７ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書��』

梅川４遺跡（２）
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１９７７ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書��』

１９７８ 上野秀一「石狩砂丘地帯の遺跡群について－考古学資料からみた紅葉山砂丘、花畔砂堤列の固定年代－」

『北海道考古学』第１４輯 北海道考古学会

１９７８ 北海道教育委員会『北海道石狩高等学校建設用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

１９７８ 北海道教育委員会『美沢川流域の遺跡群�』

１９７８ 釧路市立郷土博物館・釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市興津遺跡発掘報告�』

１９７８ 釧路市立郷土博物館・釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市東釧路第３遺跡発掘報告』

１９７８ 広島町（現北広島市）教育委員会『富ヶ岡遺跡』

１９７９ 釧路市立郷土博物館・釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市興津遺跡発掘報告�』

１９７９ 門別町（現日高町）教育委員会『日高門別の先史遺跡』

１９８０ （財）北海道埋蔵文化財センター『江別市 大麻１遺跡・西野幌１遺跡・西野幌３遺跡・東野幌１遺跡』

１９８０ 名寄市教育委員会『名寄市智東天塩川掘削工事に伴う埋蔵文化財発掘調査』名寄市文化財調査報告書�
１９８０ 標茶町教育委員会『茅沼遺跡群�』

１９８０ 斜里町教育委員会『知床国立公園・幌別川口遺跡』

１９８０ 藤本強「モコト貝塚表面採集の土器」『ライトコロ川口遺跡』

１９８１ 藤本強「縄文中期の土器－北海道」『縄文土器大成 第２巻』講談社

１９８１ 大沼忠春「北海道中央部における縄文時代中期から後期初頭の編年について」『考古学雑誌』第６６巻第４号

日本考古學會

１９８１ 江別市教育委員会『東野幌４』江別市文化財調査報告書��
１９８１ 佐藤訓敏「�考察 ４土器群について」『東野幌４』江別市教育委員会

１９８１ 高橋正勝「�考察 ４土器群について 註中コメント」『東野幌４』江別市教育委員会

１９８１ 江別市教育委員会『元江別遺跡群』江別市文化財調査報告書��
１９８１ （財）北海道埋蔵文化財センター『社台１遺跡・虎杖浜４遺跡・千歳４遺跡・富岸遺跡』北埋調報１

１９８１ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群�』北埋調報３

１９８１ 永峯光一「大別としての中期」『縄文土器大成 第２巻』講談社

１９８２ 野中一宏「�－１．２）発掘区内の層序」『萩ヶ岡遺跡』江別市文化財調査報告書��
１９８２ 江別市教育委員会『萩ヶ岡遺跡』江別市文化財調査報告書��
１９８２ 高橋正勝「�．考察 ３．萩ヶ岡式土器の設定」『萩ヶ岡遺跡』江別市文化財調査報告書��
１９８２ 登別市教育委員会『札内台地の縄文時代集落址 北海道登別市千歳６遺跡発掘調査報告書』

１９８２ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���』

１９８２ （財）北海道埋蔵文化財センター『岩見沢市 東山５遺跡』北埋調報４

１９８２ （財）北海道埋蔵文化財センター『江別市 吉井の沢の遺跡』北埋調報５

１９８２ 常呂町（現北見市）教育委員会『岐阜第二遺跡』

１９８３ 北海道文化財保護協会『南稀府５遺跡』

１９８３ （財）北海道埋蔵文化財センター『三石町 旭町１遺跡』北埋調報１０

１９８３ （財）北海道埋蔵文化財センター『登別市 千歳５遺跡』北埋調報１２

１９８３ （財）北海道埋蔵文化財センター『登別市 川上Ｂ遺跡』北埋調報１３

１９８３ 苫小牧市教育委員会『静川１６遺跡―縄文時代の環濠と集落―』

１９８３ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���』

１９８３ 上野秀一「第５章発掘区出土遺物 第１節土器群について」『札幌市文化財調査報告書���』

１９８３ 江別市教育委員会『大麻６ 旧豊平河畔』江別市文化財調査報告書��	
１９８３ 千歳市教育委員会『メボシ川２遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書

１９８３ 高橋正勝「北海道南部の土器」『縄文文化の研究』第４巻 雄山閣

１９８３ 豊原煕司「北海道東部の土器」『縄文文化の研究』第４巻 雄山閣

１９８３ 佐藤訓敏「猿別Ｃ遺跡の土器に関する若干の考察」『猿別Ｃ遺跡の考古学的調査』幕別町教育委員会

１９８３ 後藤秀彦「猿別Ｃ遺跡出土の土器とモコト式土器」『猿別Ｃ遺跡の考古学的調査』幕別町教育委員会

１９８４ 鷹野光行「縄文時代後半期」『北海道考古学』第２０輯 北海道考古学会

１９８４ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���』

１９８４ 江別市教育委員会『旧豊平河畔 七丁目沢７』江別市文化財調査報告書���
１９８４ 村越潔『増補 円筒土器文化』雄山閣

１９８５ （財）北海道埋蔵文化財センター『礼文島幌泊段丘の遺跡群 東上泊・上泊３・上泊４遺跡』北埋調報１９

１９８５ （財）北海道埋蔵文化財センター『登別市 千歳５遺跡』北埋調報２１

１９８５ 中田裕香「縄文時代中期末葉から後期初頭の土器編年について」『登別市 千歳５遺跡』北埋調報２１

１９８５ 静内町（現新ひだか町）教育委員会『静内町清水丘における考古学的調査』

１９８５ 美幌町教育委員会『ピラオツマッコウマナイチャシ遺跡』
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１９８５ 湧別町『湧別市川�遺跡』

１９８６ 虻田町（現洞爺湖町）教育委員会『入江貝塚 北海道虻田町入江遺跡における詳細分布調査の概要報告』

１９８６ 室蘭市教育委員会『水元遺跡』

１９８６ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群�』北埋調報２４

１９８６ （財）北海道埋蔵文化財センター『登別市 川上Ｂ遺跡・Ｃ地区』北埋調報２７

１９８６ 江別市教育委員会『高砂遺跡』江別市文化財調査報告書���
１９８６ 江別市教育委員会『旧豊平河畔』江別市文化財調査報告書二三

１９８６ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９８６ 赤石慎三「第７章 厚真１遺跡 第４節 Ａ地区包含層出土遺物 １土器」『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９８６ 工藤肇・赤石慎三「第７章 厚真１遺跡 第６節 小括」『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９８６ 千歳市教育委員会『梅川３遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書��
１９８６ 大沼忠春「北海道の押型文土器」『考古学ジャーナル』第２６７号 ニュー・サイエンス社

１９８６ 網走市教育委員会『嘉多山遺跡』

１９８６ 富良野市教育委員会『鳥沼遺跡』富良野市文化財調査報告第１輯

１９８７ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���� N２９５遺跡』

１９８７ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９８７ 門別町（現日高町）教育委員会『エサンヌップ４遺跡』

１９８７ 恵庭市教育委員会『カリンバ２遺跡』

１９８７ 江別市教育委員会『高砂遺跡』江別市文化財調査報告書２５

１９８７ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群�・フレペツ遺跡群�・ペンケナイ川流域の遺跡群�』

北埋調報３５

１９８７ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 ママチ遺跡�』北埋調報３６

１９８７ （財）北海道埋蔵文化財センター『江別市 西野幌３遺跡』北埋調報３９

１９８７ （財）北海道埋蔵文化財センター『砂川市 空知太２遺跡』北埋調報４１

１９８７ 澤四郎『釧路の先史』釧路叢書２４

１９８７ 音更町教育委員会『葭原２』

１９８８ 宇田川洋『アイヌ文化成立史』北海道出版企画センター

１９８８ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群�・ペンケナイ川流域の遺跡群�』北埋調報４４

１９８８ （財）北海道埋蔵文化財センター『江別市 西野幌１１遺跡・西野幌１３遺跡・西野幌１４遺跡・下学田遺跡』北埋調報４８

１９８８ （財）北海道埋蔵文化財センター『深川市 音江２遺跡』北埋調報４９

１９８８ （財）北海道埋蔵文化財センター『深川市 国見２遺跡』北埋調報５０

１９８８ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���� M６７遺跡』

１９８８ 江別市教育委員会『高砂遺跡（４）』江別市文化財調査報告書２６

１９８８ 名寄市教育委員会『日進３３遺跡』

１９８８ 門別町（現日高町）教育委員会『エサンヌップ２・３遺跡』

１９８８ 富良野市教育委員会『無頭川遺跡』富良野市文化財調査報告第４輯

１９８９ （財）北海道埋蔵文化財センター『小樽市 忍路土場遺跡・忍路５遺跡』北埋調報５３

１９８９ （財）北海道埋蔵文化財センター『江別市 西野幌１２遺跡』北埋調報５４

１９８９ （財）北海道埋蔵文化財センター『深川市 国見２遺跡（�）』北埋調報５６

１９８９ （財）北海道埋蔵文化財センター『深川市 納内３遺跡』北埋調報６０

１９８９ 熊谷仁志「	．成果と問題点 ２．押型文土器・刺突文土器・押引文土器について」『深川市 納内３遺跡』

北埋調報６０

１９８９ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書���
 T１５１遺跡南側地点』

１９８９ 江別市教育委員会『高砂遺跡（５）』江別市文化財調査報告書３０

１９８９ 江別市教育委員会『元江別１０遺跡』江別市文化財調査報告書３２

１９８９ 江別市教育委員会『西野幌３遺跡』江別市文化財調査報告書３３

１９８９ 恵庭市教育委員会『中島松５遺跡Ａ地点』

１９８９ 恵庭市教育委員会『カリンバ２遺跡 第�地点における調査』

１９８９ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市 材木町５遺跡』

１９８９ 大沼忠春「北筒土器様式」『縄文土器大観１ 草創期・早期・前期』小学館

１９８９ 門別町（現日高町）教育委員会『エサンヌップ２遺跡 エサンヌップ３遺跡』

１９８９ 杉浦重信「第�章 考察 第１節 富良野地方の北筒式土器について」『西達布４遺跡』

富良野市文化財調査報告第５輯

１９９０ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報６２

１９９０ 大沼忠春「� 美々３遺跡第�黒色土層の調査 ４まとめ」『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報６２

梅川４遺跡（２）
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１９９０ （財）北海道埋蔵文化財センター『余市町 登町２遺跡・登町３遺跡』北埋調報６７

１９９０ 江別市教育委員会『高砂遺跡（６）』江別市文化財調査報告書３６

１９９０ 江別市教育委員会『高砂遺跡（７）』江別市文化財調査報告書３７

１９９０ 江別市教育委員会『元江別１０遺跡（２）』江別市文化財調査報告書３８

１９９０ 北海道文化財研究所『茶津貝塚』

１９９０ 千歳市教育委員会『イヨマイ６遺跡における考古学的調査（２）』千歳市文化財調査報告書��
１９９０ 標津町教育委員会『伊茶仁チシネ第３竪穴群遺跡』

１９９０ 門別町（現日高町）教育委員会『ペサウンコツ遺跡 ユクウンコツ２遺跡』

１９９１ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報６９

１９９１ 大沼忠春「７まとめ（２）土器」『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報６９・pp２５２～pp２５４

１９９１ （財）北海道埋蔵文化財センター『余市町 フゴッペ貝塚』北埋調報７２

１９９１a 熊谷仁志「� まとめ ２土器（５）フゴッペ式土器の設定」『余市町 フゴッペ貝塚』北埋調報７２

１９９１b 熊谷仁志「シュブノツナイ式土器に関する一考察」『北海道考古学』第２７集 北海道考古学会

１９９１ 江別市教育委員会『高砂遺跡（８）』江別市文化財調査報告書４４

１９９１ 江別市教育委員会『高砂遺跡（９）』江別市文化財調査報告書４６

１９９２ 八雲町教育委員会『コタン温泉遺跡』

１９９２ 北海道文化財研究所『泊村 堀株１・２遺跡』

１９９２ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９９２ 恵庭市教育委員会『中島松１遺跡・南島松４遺跡・南島松３遺跡・南島松２遺跡』

１９９２ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１０）』江別市文化財調査報告書５２

１９９２ 江別市教育委員会『西野幌３遺跡（２）』江別市文化財調査報告書５３

１９９２ 江別市教育委員会『７丁目沢２遺跡』江別市文化財調査報告書５５

１９９２ （財）北海道埋蔵文化財センター『音威子府村 咲来２遺跡・咲来３遺跡』北埋調報７３

１９９２ （財）北海道埋蔵文化財センター『美沢川流域の遺跡群��』北埋調報７７

１９９２ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市北斗遺跡�』

１９９３ （財）北海道埋蔵文化財センター『芽室町 北明１遺跡（２）・音更町 西昭和２遺跡・池田町 十日町５遺跡』

北埋調報８２

１９９３ 恵庭市教育委員会『西島松１４遺跡・西島松１５遺跡』

１９９３ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１１）』江別市文化財調査報告書５８

１９９３ 江別市教育委員会『７丁目沢２遺跡（２）』江別市文化財調査報告書６０

１９９３ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市北斗遺跡�』

１９９３ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市北斗遺跡第１地点調査報告書』

１９９３ 常呂町（現北見市）教育委員会『史跡 常呂遺跡』

１９９３ 網走市教育委員会『嘉多山３遺跡・嘉多山４遺跡』

１９９３ 熊谷仁志「押型文土器の変遷と縄文文化への位置付け吉崎昌一先生還暦記念論集 先史学と関連科学』

吉崎昌一先生還暦記念論集刊行会

１９９４ 江別市教育委員会『７丁目沢６遺跡』江別市文化財調査報告書６５

１９９４ 網走市教育委員会『美岬３遺跡』

１９９４ 斜里町教育委員会『シュマトカリペツ９遺跡発掘調査報告書』

１９９４ 佐原真「おわりに」『発掘を科学する』岩波新書 赤版３５５・pp２２３（６行目）～pp２２４（７行目）

１９９４ 戸沢充則編『縄文時代研究事典』東京堂出版

１９９４ 高橋正勝「サイベ沢式土器（中期）」『縄文時代研究事典』東京堂出版

１９９４a 米村衛「モコト式土器」『縄文時代研究事典』東京堂出版

１９９４b 米村衛「トコロ６類・５類土器」『縄文時代研究事典』東京堂出版

１９９４c 米村衛「北筒式土器」『縄文時代研究事典』東京堂出版

１９９５ 八雲町教育委員会『栄浜１遺跡』

１９９５ （財）北海道埋蔵文化財センター『豊浦町 高岡１遺跡（２）』北埋調報９１

１９９５ 藤原秀樹「�．成果と問題点 ２．川西地区の縄文時代中期の土器」『豊浦町 高岡１遺跡（２）』北埋調報９１

１９９５ （財）北海道埋蔵文化財センター『ペンケナイ川流域の遺跡群�』北埋調報９５

１９９５ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

１９９５ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１３）』江別市文化財調査報告書７５

１９９５ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市北斗遺跡�』

１９９５ 釧路市埋蔵文化財調査センター『釧路市東釧路貝塚調査報告書』

１９９５ 門別町（現日高町）教育委員会『ペサウンコツ遺跡�』

１９９６ 豊原煕司「北筒式土器の型式認識について」『北海道考古学』第３２輯 北海道考古学会
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１９９６ 高橋理「「余市式土器」再考」『北海道考古学』第３２輯 北海道考古学会

１９９６ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書５１ T２７６遺跡』

１９９６ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１４）』江別市文化財調査報告書７９

１９９６ 江別市教育委員会『７丁目沢２遺跡（３）・元江別５遺跡（３）』江別市文化財調査報告書７８

１９９６ 恵庭市教育委員会『ユカンボシＥ９遺跡Ｂ地区』

１９９６ 北海道文化財保護協会『夕張市 十三哩遺跡・滝の上４遺跡』

１９９６ 北海道文化財保護協会『千歳市 ポンオサツ遺跡・ケネフチ５遺跡』

１９９６ 北海道文化財保護協会『千歳市 オサツ１５・１６・１８遺跡』

１９９６ 泉静香「４まとめ 北筒式土器の口縁部形態と文様構成の比較」『千歳市 オサツ１５・１６・１８遺跡』

１９９６ （財）北海道埋蔵文化財センター『豊浦町 高岡１遺跡（３）・高岡２遺跡』北埋調報１０６

１９９７ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『美沢１０遺跡』

１９９７ 長万部町教育委員会『栄原２遺跡（１）』

１９９７ 北海道文化財保護協会『千歳市 オサツ１５遺跡（２）』

１９９７ 泉静香「６まとめ 道央部における北筒式土器の文様形態にみられる新旧要素について」

『千歳市 オサツ１５遺跡（２）』

１９９７ 北海道文化財保護協会『千歳市 ポンオサツ遺跡（２）・オサツ１８遺跡（２）・ケネフチ５遺跡（２）』

１９９７ 江別市教育委員会『７丁目沢２遺跡（４）・元野幌５遺跡（４）』江別市文化財調査報告書８３

１９９７ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 キウス５遺跡（４） Ｂ地区・Ｃ地区』北埋調報１１６

１９９７ 熊谷仁志「縄文時代中期の土器」『美々・美沢』（財）北海道埋蔵文化財センター

１９９７ 小樽先史懇話会『大谷地貝塚と五十嵐鐵－余市式土器をめぐって－』

１９９７ 大島秀俊・川内基「５．余市式土器研究の問題点」『大谷地貝塚と五十嵐鐵－余市式土器をめぐって－』

小樽先史懇話会

１９９７ 門別町（現日高町）教育委員会『シノタイ�遺跡』門別町埋蔵文化財発掘調査報告書第９集

１９９８ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『美沢東遺跡群』

１９９８ 赤石慎三「第６章 第３節 美沢東６遺跡」『美沢東遺跡群』

１９９８ 恵庭市教育委員会『カリンバ２遺跡第�・�・�地点』

１９９８ 余市町教育委員会『登川右岸遺跡』

１９９８ 余市町教育委員会『大谷地貝塚』

１９９８ 武田修「北海道常呂川河口出土の平底押型文土器について」『野村崇先生還暦記念論集 北方の考古学』

野村崇先生還暦記念論集刊行会

１９９８ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１５）』江別市文化財調査報告書８６

１９９８ 江別市教育委員会『７丁目沢６遺跡（５）』江別市文化財調査報告書８７

１９９８ 北海道文化財保護協会『千歳市 ケネフチ５遺跡（３）』

１９９８ （財）北海道埋蔵文化財センター『芦別市 滝里遺跡群�』北埋調報１２３

１９９９ 七飯町教育委員会『桜町６遺跡・７遺跡』

１９９９ 白老町教育委員会『虎杖浜２・ポンアヨロ４遺跡』

１９９９ 余市町教育委員会『入舟遺跡における考古学的調査』

１９９９ （財）北海道埋蔵文化財センター『恵庭市 ユカンボシＥ７遺跡』北埋調報１３２

１９９９ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 ユカンボシ C１５遺跡（２）』北埋調報１３３

１９９９ （財）北海道埋蔵文化財センター『芦別市 滝里遺跡群�』北埋調報１３７

１９９９ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書６０ K４９６遺跡』

１９９９ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１６）』江別市文化財調査報告書９３

１９９９ 網走市教育委員会『浜藻琴神社遺跡』

１９９９ 赤石慎三「苫小牧地方の円筒上層式について」『苫小牧市埋蔵文化財センター所報』１

２０００ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 キウス４遺跡（５）』北埋調報１４４

２０００ 江別市教育委員会『高砂遺跡（１７）』江別市文化財調査報告書９５

２０００ 常呂町（現北見市）教育委員会『常呂川河口遺跡（２）』

２０００ 武田修「第��章 まとめ」『常呂川河口遺跡（２）』

２０００ 幕別町教育委員会『札内Ｎ遺跡』

２０００ 礼文町教育委員会『礼文町船泊遺跡発掘調査報告書』

２００１ （財）北海道埋蔵文化財センター『鵡川町 米原３遺跡・宮戸３遺跡・米原４遺跡』北埋調報１５３

２００１ 熊谷仁志「北海道の縄文土器」『旧石器・縄文文化』新・北海道の古代１ 北海道新聞社

２００１ 広田良成「� 調査の方法 ６ 遺物の分類 （１）土器」『八雲町 山崎４遺跡』北埋調報１６２

２００１ 釧路市埋蔵文化財センター『釧路市大楽毛１遺跡調査報告書	』

２００１ 東京大学大学院人文社会系研究科『トコロチャシ跡遺跡』

２００２ 立田理「� 成果と問題点 １ 山越３遺跡の�群ａ－３類土器の編年的位置と放射性炭素年代について」

『八雲町 山越３遺跡・山越４遺跡』北埋調報１６６

梅川４遺跡（２）
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２００２ 千歳市教育委員会『梅川４遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書���
２００２ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

２００２ 苫小牧市教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター『苫小牧東部工業地帯の遺跡群�』

２００２ 江別市教育委員会『大麻６遺跡（３）』江別市文化財調査報告書１０３

２００３ （財）北海道埋蔵文化財センター『根室市 穂香竪穴群（２）』北埋調報１８４

２００３ （財）北海道埋蔵文化財センター『鵡川町 米原４遺跡（２）・宮戸４遺跡（２）』北埋調報１８５

２００３ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 キウス４遺跡（１０）』北埋調報１８７

２００３ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 オルイカ２遺跡』北埋調報１８９

２００３ 江別市教育委員会『大麻６遺跡（４）・七丁目沢６遺跡（９）』江別市文化財調査報告書１０７

２００３ 千歳市教育委員会『祝梅川遺跡・祝梅川矢島遺跡・梅川４遺跡における考古学的調査』

千歳市文化財調査報告書���
２００３ 門別町（現日高町）教育委員会『チャシコツパナクシナイ遺跡』門別町埋蔵文化財調査報告書第１１集

２００４ （財）北海道埋蔵文化財センター『根室市 穂香竪穴群（３）』北埋調報１９８

２００４ （財）北海道埋蔵文化財センター『鵡川町 米原４遺跡（３）・宮戸４遺跡（３）』北埋調報２０２

２００４ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 チプニー２遺跡（２）』北埋調報２０７

２００４ 江別市教育委員会『七丁目沢６遺跡（１０）』江別市文化財調査報告書１１０

２００４ 網走市教育委員会『美岬３遺跡』

２００４ （財）北海道埋蔵文化財センター『遺跡が語る北海道の歴史－（財）北海道埋蔵文化財センター２５周年記念誌－』

２００４ 赤石慎三「石狩低地帯南部における縄文時代中期後葉の土器」『東北・北海道の縄文時代中期後葉の諸問題』

海峡土器編年研究会第２回

２００４ 大泰司統「縄文文化前・中期」『北海道考古学』第４０輯 北海道考古学会

２００５ （財）北海道埋蔵文化財センター『根室市 穂香川右岸遺跡』北埋調報２１２

２００５ （財）北海道埋蔵文化財センター『千歳市 オルイカ２遺跡（２）』北埋調報２２１

２００５ 恵庭市教育委員会『カリンバ２遺跡 第�地点』

２００５ 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書７９ M４５９遺跡』

２００５ 石狩市教育委員会『石狩紅葉山４９号遺跡発掘調査報告書』

２００５ 幕別町教育委員会『札内Ｋ遺跡�』

２００５a 佐原真「原始・古代の考古資料」『佐原真の仕事１ 考古学への案内』岩波書店・pp４８（５行目）～pp５０（１行目）

（初出・１９９５ 「原始・古代の考古資料」『岩波講座 日本通史』別巻３ 史料論・岩波書店）

２００５b 佐原真「考古学史を語る」『佐原真の仕事１ 考古学への案内』岩波書店

（初出・１９８８ 「総論（原題）」『弥生文化の研究』第１０巻・雄山閣）
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図版１

Ｈ９区第�黒色土層調査状況

Ｈ～Ｋ３５区第�黒色土層調査状況



図版２

Ｃ地区東側メインセクション

Ｃ地区西側メインセクション

Ｂ地区メインセクション



図版３

VH－１検出状況

VH－１HF－１土層断面 VH－１HP－１土層断面

VH－１炭化材出土状況 VH－１HP－３土層断面 VH－１HP－４土層断面



図版４

VH－２検出状況

VH－２HF－１土層断面 VH－２炭化材出土状況

VH－２粘土出土状況 VH－２HP－１土層断面 VH－２HP－３土層断面



図版５

VH－３土層断面 VH－３完掘

VH－３HF－１土層断面 VH－３床面土器出土状況

VP－１土層断面 VP－１完掘

VP－２土層断面 VP－２完掘



図版６

VP－３土層断面 VP－３完掘

VP－４完掘 VP－５土層断面

VP－５遺物出土状況 VP－５完掘

VP－６土層断面 VP－６完掘



図版７

VP－７土層断面 VP－７完掘

VP－８土層断面 VP－８完掘

VP－９土層断面 VP－９完掘



図版８

VP－１０土層断面

VP－１１土層断面 VP－１１完掘

VP－１２土層断面 VP－１２完掘

VP－１３土層断面 VP－１３完掘



図版９

VTP－１完掘 VTP－２土層断面

VTP－３土層断面 VTP－４完掘



図版１０

VTP－５土層断面 VTP－５完掘

VTP－６土層断面 VTP－６完掘

VTP－７土層断面 VTP－７完掘



図版１１

VF－１土層断面

VF－２土層断面 土器集中３検出状況

土器集中２検出状況



図版１２

Ｒ１０区第�黒色土層板状岩偶出土状況

Ｃ９区第�黒色土層土器出土状況 Ｈ３５区第�黒色土層土器出土状況

Ｉ３８区第�黒色土層土器出土状況 Ｍ４３区第�黒色土層土器出土状況

Ｒ３５区第�黒色土層土器出土状況 Ｎ・Ｏ４３区第�黒色土層土器出土状況



図版１３

VH－２の土器

VH－３の土器

１

２

３

１ａ

１ｂ

１ｃ



図版１４

VH－３の土器
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３

４



図版１５

VP－４の土器

VP－１０の土器 VP－５の土器

VP－５の土器 VP－５の土器

１

１

１

２

４３



図版１６

土器集中２の土器

土器集中３の土器

VH－１の石器 VH－２の石器 VP－４の石器
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図版１７

包含層の土器（１）
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図版１８

包含層の土器（２）
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図版１９

包含層の土器（３）
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図版２０

包含層の土器（４）
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図版２１

包含層の土器（５）
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図版２２

包含層の土器（６）
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図版２３

包含層の土器（７）

９６

９７

９９

１０１
１００

９８ａ

９８ｂ

９８ｃ

１０２ａ

１０２ｂ



図版２４

包含層の土器（８）
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図版２５

包含層の土器（９）
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図版２６

包含層の土器（１０）
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図版２７

包含層の土器（１１）
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図版２８

包含層の石器（１）
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図版２９

包含層の石器（２）
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図版３０

包含層の石器（３）
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図版３１

包含層の石器（４）
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図版３２

包含層の石器（５）
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図版３３

包含層の石器（６）
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図版３４

包含層の石器（７）
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図版３５

包含層の石器（８）
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図版３６

包含層の石製品
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市町村 遺 跡 番 号

うめかわ い せき

梅川４遺跡

ほっかいどう ち とせ し

北海道千歳市
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（一般国道

３３７号千歳

市新千歳空

港関連工

事）に伴う

記録保存

種 別 集落・遺物包含地（第�黒色土層）

主 な 時 代 縄文時代中期、後期、晩期後葉

主 な 遺 構 住居跡３軒、土坑１６基、Ｔピット７基、焼土２か所、土器集中２か所

主 な 遺 物
縄文時代中期（北筒式）、後期、晩期後葉の土器・石器等。

表裏面に凹みがある板状岩偶が１点出土している。

要 約

梅川４遺跡は、石狩低地帯の南端に位置し、祝梅川源流部の右岸、標高１５ｍの平坦な台地から斜

面にかけて所在する。今回報告する調査区は、前回報告（北埋調報第２５３集）の地区を挟んで南北

に隔たる。

本書は、そのうち第�黒色土層出土の遺構・遺物についての報告である。

本調査地点の主要な時期は、南側の地区（ＢＣ地区）が縄文時代中期から後期、北側の地区（Ａ
地区）が縄文時代後期と晩期後葉である。

主要な遺構は、縄文時代中期後葉（柏木川式）の住居跡（VH－３）と後期中葉の住居跡（VH
－１・２）、縄文時代中期（北筒式）の構築と推定される土坑、Ｔピット等である。他、縄文時代

後期中葉の土器集中がある。
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